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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、 予告なしに変更される こ とがあ り ます。 このマニュアルに記載されている表現、 情報、 お

よび推奨事項は、 すべて正確である と考えていますが、 明示的であれ黙示的であれ、 一切の保証の責任を負わないものと します。 このマニュアルに記載され

ている製品の使用は、 すべてユーザ側の責任にな り ます。

対象製品のソフ ト ウェア  ラ イセンスおよび限定保証は、 製品に添付された 『Information Packet』 に記載されています。 添付されていない場合には、 代理店に

ご連絡ください。

FCC ク ラス  A 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス  A デジタル装置の制限に準拠している こ

とが確認済みです。 これらの制限は、 商業環境で装置を使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 この装置は、 無線周波エネルギーを

生成、 使用、 または放射する可能性があ り、 この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、 ラジオおよびテレビの受信障

害が起こ る こ とがあ り ます。 住宅地でこの装置を使用する と、 干渉を引き起こす可能性があ り ます。 その場合には、 ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる

必要があ り ます。

FCC ク ラス  B 準拠装置に関する記述 ： この装置はテス ト済みであ り、 FCC ルール Part 15 に規定された仕様のク ラス  B デジタル装置の制限に準拠している こ

とが確認済みです。 これらの制限は、 住宅地で使用したと きに、 干渉を防止する適切な保護を規定しています。 本機器は、 無線周波数エネルギーを生成、 使

用、 または放射する可能性があ り、 指示に従って設置および使用しなかった場合、 無線通信障害を引き起こす場合があ り ます。 ただし、 特定の設置条件にお

いて干渉が起きないこ と を保証する ものではあ り ません。 装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、 次の方法で干渉が起きないよ うにして くださ

い。 干渉しているかど うかは、 装置の電源のオン /オフによって判断できます。

• 受信アンテナの向きを変えるか、 場所を移動します。

• 機器と受信機との距離を離します。

• 受信機と別の回路にあるコンセン ト に機器を接続します。

• 販売業者またはラジオやテレビの専門技術者に連絡します。

シスコでは、 この製品の変更または改造を認めていません。 変更または改造した場合には、 FCC 認定が無効にな り、 さ らに製品を操作する権限を失う こ とに

な り ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB’s public 
domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California.

こ こに記載されている他のいかなる保証にも よ らず、 各社のすべてのマニュアルおよびソフ ト ウェアは、 障害も含めて 「現状のまま」 と して提供されます。

シスコおよびこれら各社は、 商品性の保証、 特定目的への準拠の保証、 および権利を侵害しないこ とに関する保証、 あるいは取引過程、 使用、 取引慣行に

よって発生する保証をはじめとする、 明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものと します。

いかなる場合においても、 シスコおよびその供給者は、 このマニュアルの使用または使用できないこ とによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめ

とする、 間接的、 派生的、 偶発的、 あるいは特殊な損害について、 あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知ら されていても、 それらに対する責任を一

切負わないものと します。

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this 
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はじめに

改訂日 ： 14/07/28 OL-32376-03-J

こ こでは、 このマニュアルの目的、 構成、 および関連製品やサービスに関する追加情報の入手
方法について説明します。 内容は、 次のとおりです。

• 「マニュアルの変更履歴」 （P.ix）

• 「マニュアルの目的」 （P.ix）

• 「対象読者」 （P.x）

• 「マニュアルの構成」 （P.x）

• 「表記法」 （P.xi）

• 「安全上の警告および注意」 （P.xii）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート 」 （P.xvii）

マニュアルの変更履歴
次の表に、 このマニュアルの変更履歴を示します。

マニュアルの目的
このマニュアルでは、 Cisco ASR 1001-X ルータの設置と現場交換可能ユニッ ト （FRU） の交換
またはアップグレードについて説明します。

マニュアルの
バージ ョ ン 日付 変更点

OL-32376-03 2014 年 7 月 Cisco IOS XE リ リース  3.13 用に更新されました。

OL-32376-02 2014 年 6 月 Cisco IOS XE リ リース  3.12.1 用に更新されました。

OL-32376-01 2014 年 6 月 このマニュアルの最初のバージ ョ ンです。
ix
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対象読者
このマニュアルは、 主に、 Cisco ASR 1001-X ルータの設置、 メ ンテナンス、 および ト ラブル
シューテ ィ ングの担当者向けに設計されています。 このマニュアルを使用するには、 次の条件
を満たす必要があ り ます。

• 電子回路および配線手順を熟知している。

• 電子または電子機械の技術者と して働いた経験がある。

• ハイエン ドのネッ ト ワーキング機器を導入した経験がある。

（注） このマニュアルには、 認定電気技術者が行う手順も含まれています。

マニュアルの構成
次の表に、 このインス トール マニュアルの章と付録の説明を示します。

章および付録 説明

第 1 章 「Cisco ASR 1001-X ルータの概要」 Cisco ASR 1001-X ルータの概要を示します。

第 2 章 「Cisco ASR 1001-X ルータでサポー ト されるハード
ウェア  コンポーネン ト 」

Cisco ASR 1001-X ルータのハード ウェア  コンポー
ネン ト の概要を示します。

第 3 章 「設置場所の準備」 Cisco ASR 1001-X ルータの設置場所の準備に関す
るガイ ド ラ インを示します。

第 4 章 「Cisco ASR 1001-X ルータの取り付け」 Cisco ASR 1001-X ルータを設置する方法と手順に
ついて説明します。

第 5 章 「Cisco ASR 1001-X ルータの起動と初期設定」 基本的なシステム起動手順および初期設定手順に
ついて説明します。

第 6 章 「Cisco ASR 1001-X ルータ  ラ イセンスの確認」 Cisco ASR 1001-X ルータ  ラ イセンスについて説明
します。

第 7 章 「Cisco ASR 1001-X ルータからの FRU の取り外し と
取り付け」

Cisco ASR 1001-X ルータのさまざまな FRU の取り
外しおよび取り付けの手順について説明します。

第 8 章 「ROMMON および CPLD のアップグレード」 Cisco ASR 1001-X ルータの ROMmon をアップグ
レードする手順について説明します。

付録 A 「Cisco ASR 1001-X ルータの仕様」 Cisco ASR 1001-X ルータのルータ仕様を示します。

付録 B 「Cisco ASR 1001-X ルータの信号とピン割り当て」 Cisco ASR 1001-X ルータのピン割り当て仕様を示
します。
x
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表記法
このマニュアルでは、 次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」 です。

ヒン ト 「問題解決に役立つ情報」 です。

注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて
います。

ワンポイン ト  アドバイス 「時間の節約に役立つ操作」 です。 記述されている操作を実行する と時間を節約できます。

表記法 説明

太字 ユーザが入力したコマン ド、 キーワード、 およびテキス トは太字で示し
ています。

イ タ リ ッ ク体 文書のタイ トル、 新規用語、 強調する用語、 およびユーザが値を指定す
る引数は、 イ タ リ ッ ク体で示しています。

[   ] 角カッ コの中の要素は、 省略可能です。

{x | y | z } 必ずいずれか 1 つを選択しなければならない必須キーワードは、 波カッ
コで囲み、 縦棒で区切って示しています。

[ x | y | z ] いずれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、 角カッ コで囲み、
縦棒で区切って示しています。

string 引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しません。
引用符を使用する と、 その引用符も含めて  string とみなされます。

courier フォン ト システムが表示する端末セッシ ョ ンおよび情報は、 courier フォン ト で示
しています。

<   > パスワードのよ うに出力されない文字は、 山カッコで囲んで示しています。

[   ] システム  プロンプ ト に対するデフォル ト の応答は、 角カッ コで囲んで示
しています。

!、 # コードの先頭に感嘆符 （!） またはポン ド記号 （#） がある場合には、 コ
メ ン ト行である こ と を示します。
xi
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安全上の警告および注意
Cisco ASR 1001-X ルータに関する安全上の警告は、 マニュアル全体を通じて、 関連セクシ ョ ン
に記載されています。 各国語で記された安全上の警告については、 『Regulatory Compliance and 
Safety Information for the Cisco 1000 Series Aggregation Services Routers』 を参照して ください。 こ
こでは、 ステー ト メ ン ト  1071、 警告の定義を警告文の翻訳と と もに示します。

警告の定義

Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. Statement 1071

SAVE THESE INSTRUCTIONS

Waarschuwing BELANGRIJKE VEILIGHEIDSINSTRUCTIES

Dit waarschuwingssymbool betekent gevaar. U verkeert in een situatie die lichamelijk letsel kan 
veroorzaken. Voordat u aan enige apparatuur gaat werken, dient u zich bewust te zijn van de bij 
elektrische schakelingen betrokken risico's en dient u op de hoogte te zijn van de standaard 
praktijken om ongelukken te voorkomen. Gebruik het nummer van de verklaring onderaan de 
waarschuwing als u een vertaling van de waarschuwing die bij het apparaat wordt geleverd, wilt 
raadplegen. 

BEWAAR DEZE INSTRUCTIES

Varoitus TÄRKEITÄ TURVALLISUUSOHJEITA

Tämä varoitusmerkki merkitsee vaaraa. Tilanne voi aiheuttaa ruumiillisia vammoja. Ennen kuin 
käsittelet laitteistoa, huomioi sähköpiirien käsittelemiseen liittyvät riskit ja tutustu 
onnettomuuksien yleisiin ehkäisytapoihin. Turvallisuusvaroitusten käännökset löytyvät laitteen 
mukana toimitettujen käännettyjen turvallisuusvaroitusten joukosta varoitusten lopussa näkyvien 
lausuntonumeroiden avulla. 

SÄILYTÄ NÄMÄ OHJEET

Attention IMPORTANTES INFORMATIONS DE SÉCURITÉ 

Ce symbole d'avertissement indique un danger. Vous vous trouvez dans une situation pouvant 
entraîner des blessures ou des dommages corporels. Avant de travailler sur un équipement, soyez 
conscient des dangers liés aux circuits électriques et familiarisez-vous avec les procédures 
couramment utilisées pour éviter les accidents. Pour prendre connaissance des traductions des 
avertissements figurant dans les consignes de sécurité traduites qui accompagnent cet appareil, 
référez-vous au numéro de l'instruction situé à la fin de chaque avertissement. 

CONSERVEZ CES INFORMATIONS
xii
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Warnung WICHTIGE SICHERHEITSHINWEISE

Dieses Warnsymbol bedeutet Gefahr. Sie befinden sich in einer Situation, die zu Verletzungen führen 
kann. Machen Sie sich vor der Arbeit mit Geräten mit den Gefahren elektrischer Schaltungen und 
den üblichen Verfahren zur Vorbeugung vor Unfällen vertraut. Suchen Sie mit der am Ende jeder 
Warnung angegebenen Anweisungsnummer nach der jeweiligen Übersetzung in den übersetzten 
Sicherheitshinweisen, die zusammen mit diesem Gerät ausgeliefert wurden. 

BEWAHREN SIE DIESE HINWEISE GUT AUF. 

Avvertenza IMPORTANTI ISTRUZIONI SULLA SICUREZZA 

Questo simbolo di avvertenza indica un pericolo. La situazione potrebbe causare infortuni alle 
persone. Prima di intervenire su qualsiasi apparecchiatura, occorre essere al corrente dei pericoli 
relativi ai circuiti elettrici e conoscere le procedure standard per la prevenzione di incidenti. 
Utilizzare il numero di istruzione presente alla fine di ciascuna avvertenza  per individuare le 
traduzioni delle avvertenze riportate in questo documento. 

CONSERVARE QUESTE ISTRUZIONI

Advarsel VIKTIGE SIKKERHETSINSTRUKSJONER

Dette advarselssymbolet betyr fare. Du er i en situasjon som kan føre til skade på person. Før du 
begynner å arbeide med noe av utstyret, må du være oppmerksom på farene forbundet med 
elektriske kretser, og kjenne til standardprosedyrer for å forhindre ulykker. Bruk nummeret i slutten 
av hver advarsel for å finne oversettelsen i de oversatte sikkerhetsadvarslene som fulgte med denne 
enheten. 

TA VARE PÅ DISSE INSTRUKSJONENE

Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA 

Este símbolo de aviso significa perigo. Você está em uma situação que poderá ser causadora de 
lesões corporais. Antes de iniciar a utilização de qualquer equipamento, tenha conhecimento dos 
perigos envolvidos no manuseio de circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas habituais de 
prevenção de acidentes. Utilize o número da instrução fornecido ao final de cada aviso para 
localizar sua tradução nos avisos de segurança traduzidos que acompanham este dispositivo. 

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES 

¡Advertencia! INSTRUCCIONES IMPORTANTES DE SEGURIDAD

Este símbolo de aviso indica peligro. Existe riesgo para su integridad física. Antes de manipular 
cualquier equipo, considere los riesgos de la corriente eléctrica y familiarícese con los 
procedimientos estándar de prevención de accidentes. Al final de cada advertencia encontrará el 
número que le ayudará a encontrar el texto traducido en el apartado de traducciones que acompaña 
a este dispositivo. 

GUARDE ESTAS INSTRUCCIONES
xiii
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Varning! VIKTIGA SÄKERHETSANVISNINGAR

Denna varningssignal signalerar fara. Du befinner dig i en situation som kan leda till personskada. 
Innan du utför arbete på någon utrustning måste du vara medveten om farorna med elkretsar och 
känna till vanliga förfaranden för att förebygga olyckor. Använd det nummer som finns i slutet av 
varje varning för att hitta dess översättning i de översatta säkerhetsvarningar som medföljer denna 
anordning. 

SPARA DESSA ANVISNINGAR
xiv
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Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA

Este símbolo de aviso significa perigo. Você se encontra em uma situação em que há risco de lesões 
corporais. Antes de trabalhar com qualquer equipamento, esteja ciente dos riscos que envolvem os 
circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas padrão de prevenção de acidentes. Use o 
número da declaração fornecido ao final de cada aviso para localizar sua tradução nos avisos de 
segurança traduzidos que acompanham o dispositivo. 

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES

Advarsel VIGTIGE SIKKERHEDSANVISNINGER

Dette advarselssymbol betyder fare. Du befinder dig i en situation med risiko for 
legemesbeskadigelse. Før du begynder arbejde på udstyr, skal du være opmærksom på de 
involverede risici, der er ved elektriske kredsløb, og du skal sætte dig ind i standardprocedurer til 
undgåelse af ulykker. Brug erklæringsnummeret efter hver advarsel for at finde oversættelsen i de 
oversatte advarsler, der fulgte med denne enhed. 

GEM DISSE ANVISNINGER
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警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

警告 この装置は、 立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。 立ち入りが制限された
場所とは、 特殊な工具、 錠と鍵、 またはその他のセキュリテ ィ手段を使用しないと入れない場
所を意味します。利用可能な HAZ/V 回路が搭載されている場合、 あるいはフ ィールド配線カ
バーが DC 電源モジュールに装着されていない状態で製品を使用して く ださい。 ステート メン
ト  1017

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 テクニカル サポート 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新される 『What’s New in Cisco Product Documentation』 を参照して ください。 シスコの
新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は Really Simple Syndication （RSS） フ ィード と して
購読できます。 また、 リーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用してコンテンツがデスク ト ップに直接配
信されるよ うに設定するこ と もできます。 RSS フ ィードは無料のサービスです。 シスコは現在、
RSS バージ ョ ン 2.0 をサポート しています。
xvii
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第 章1

Cisco ASR 1001-X ルータの概要

Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータは、 新しいコス トパフォーマンス  
ク ラス と して企業とサービス  プロバイダーの両方にメ リ ッ ト をもたらす、 ミ ッ ド レンジのエッ
ジ ルータです。 Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータ製品のベース と
なっているのは、 大規模なスケールでサービスを集約するよ うに特別に設計された、 Quantum 
Flow Processor と呼ばれる革新的な  ASIC です。

Cisco ASR 1001-X ルータは、 Cisco ASR 1000 シ リーズの一環であ り、 ラ ッ ク内の占有スペース
も消費電力も抑えたコンパク ト なフォーム  ファ ク タであ り ながら も、 20 Gbps の転送スルー
プッ ト を提供します。 また、 Cisco ASR 1001-X ルータは、 Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲー
シ ョ ン  サービス  ルータの汎用ルーテ ィ ング機能およびセキュ リ テ ィ機能をすべてサポート し
ています。

Cisco ASR 1001-X ルータのハードウェア機能
Cisco ASR 1001-X ルータでは次のものがサポー ト されます。

• 最大 16 GB （基本構成では 8 GB） の DDR3 エラー修正コード保護機能を備えた現場交換可
能メモ リ 。 シングル ビッ ト  エラー修正およびマルチ ビッ ト  エラー検出に対応します。

• 非モジュラ型の固定エンベデッ ド  サービス  プロセッサ （ESP）。 デフォル ト のスループッ
トは 2.5 Gbps ですが、 ソフ ト ウェアで有効化する ラ イセンスを使用して、 パフォーマンス
を  5 Gbps、 10 Gbps、 または 20 Gbps にアップグレードできます。

• 専用のセキュ リ テ ィ  プロセッサによる最大 8 Gbps のセキュ リ テ ィおよび暗号化処理。

• RJ-45 コンソール ポート と補助ポート 、 および小型 USB コンソール ポート 。

• 銅線イーサネッ ト  10/100/1000 Mbps ネッ ト ワーク管理ポート  1 つ。

• 8 GB の不揮発性フラ ッシュ  ス ト レージをサポートする組み込み USB （eUSB） フ ラ ッシュ  
モジュール。

• USB フラ ッシュ  メモ リ  ステ ィ ッ ク または USB セキュア  トークン （セキュア  キー配布） 用 
USB 2.0 ポート  2 つ。

• GR-1244-CORE 準拠の Stratum 3E ネッ ト ワーク  ク ロ ッキング。 タ イ ミ ング  ソース と して、
1588、 10 GE、 GE、 SPA、 またはネッ ト ワーク  インターフェイス  モジュール （NIM） を使
用します。

• 6 つの組み込み 1 GE SFP 専用インターフェイス （SFP+ はサポー ト されません）、 および 2 
つの SyncE 対応組み込み 10 GE SFP+ インターフェイス （10-GE のみをサポート ）。

• ハーフハイ ト  SPA ベイ  1 つ。
1-1
ータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド
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Cisco ASR 1001-X ルータのハードウェア機能
• デュアル IOS を使用したソフ ト ウェア冗長性。 これは、 Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リゲー
シ ョ ン サービス  ルータ  ファ ミ リの他のすべての非ハード ウェア冗長ルータ と同様です。

• イーサネッ トおよびコンソールのステータスを示す LED インジケータ、 ならびにシステム
状態の視覚的表示。

• コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI）、 アラーム、 ネッ ト ワーク管理、 ロギング、 統計
集約、 およびオンボード障害ロギング （OBFL）。

• 環境シャーシ管理。

• 10 MB の Ternary Content Addressable Memory （TCAM）。

• シャーシを介した最大 20 Gbps の持続的データ転送ト ラフ ィ ッ ク。

• ネッ ト ワーク  インターフェイス  モジュール （NIM） ベイ  1 つ。

（注） NIM ベイは、 T1/E1 NIM およびソ リ ッ ド  ステー ト  デバイス （SSD） NIM アセンブ リ と
ド ラ イブをサポート します。

• 活性挿抜 （OIR） 機能を備えた、 現場交換可能ユニッ ト （FRU）。

Cisco ASR 1001-X シャーシ全体の前面図

図 1-1 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの前面図を示します。

図 1-1 Cisco ASR 1001-X ルータの前面図

1 4 72
3 5 6

41 1112 810 9

37
10

75
1 NIM スロ ッ ト 7 共有ポート  アダプタ  スロ ッ ト

2 CON ： 小型 eUSB ポート  x 1 8 USB ポート  0
3 PWR ： 電源 LED 9 USB ポート  1
4 組み込み 1 GE SFP 専用インターフェイス

（SFP+ はサポート されません） x 6、 および
組み込み 10 GE SFP+ インターフェイス
（10-GE のみをサポート ） x 2。

10 CON ： RJ-45/RS-232 対応コンソール 
ポート  x 1
1-2
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第 1 章      Cisco ASR 1001-X ルータの概要

Cisco ASR 1001-X ルータのハードウェア機能
Cisco ASR 1001-X ルータの LED
図 1-2 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの正面パネルを示します。

図 1-2 Cisco ASR 1001-X ルータの共通 LED 

5 AUX ： RJ-45/RS-232 対応補助ポート  x 1 11 CRIT LED ： ク リ テ ィ カル アラーム  イン
ジケータ

MAJ LED ： メ ジャー アラーム  インジ
ケータ

MIN LED ： マイナー アラーム  インジ
ケータ

6 MGMT ： RJ-45 10/100/1000 イーサネッ ト管
理ポート  x 1 管理ポート には 2 つの LED（L 
および S） があ り ます。 緑色の L はリ ンク
操作を示します。 S はネゴシエート された
イーサネッ ト速度を点滅で示します （1 回
点滅は 10 Mbps、 2 回点滅は 100 Mbps、 3 
回点滅は 1000 Mbps を示します）。

12 STAT - ステータス  LED

37
10

77

321

46
5

番号 LED のラベル LED 色 電源が入った状態の動作

1 PWR 電源 グ リーン すべての電源が動作限度内です。

2 MAJ MAJOR 赤 メジャー アラーム  インジケータ。

3 CRIT ク リ テ ィ カル 赤 ク リ テ ィ カル アラーム  インジケータ。
ルータが最初に電源投入されて、 設定さ
れているすべてのコンポーネン ト が使用
可能になる と消灯します。

4 MIN MINOR オレンジ マイナー アラーム  インジケータ

5 STAT STATUS グ リーン Cisco IOS が正常に起動されました。

黄色 システムは ROMMON 状態です。
1-3
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Cisco ASR 1001-X ルータのハードウェア機能
Cisco ASR 1001-X の管理ストレージ接続

図 1-3 に、 Cisco ASR1001-X ルータの管理ス ト レージ接続を示します。

図 1-3 Cisco ASR 1001-X ルータの管理スト レージ接続 

赤 システム障害。 ルータに電源が投入され
る と消灯します。

6 EN USB コンソー
ル使用可能

グ リーン 小型 eUSB コネク タがコンソールと して
使用されている こ と を示します。

消灯 RJ-45 コネク タがコンソールと して使用
されている こ と を示します。

番号 LED のラベル LED 色 電源が入った状態の動作

1 AUX ： RJ-45/RS-232 対応補助ポート  x 1 4 USB ポー ト  1
2 MGMT ： RJ-45 10/100/1000 イーサネッ ト管

理ポート  x 1 管理ポートには 2 つの LED
（L および S） があ り ます。 緑色の L はリ ン
ク操作を示します。 S はネゴシエート され
たイーサネッ ト速度を点滅で示します （1 
回点滅は 10 Mbps、2 回点滅は 100 Mbps、3 
回点滅は 1000 Mbps を示します）。

5 CON ： RJ-45/RS-232 対応コンソール ポー
ト  x 1

3 USB ポート  0 —

1 2

35 4

37
10

78
1-4
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第 1 章      Cisco ASR 1001-X ルータの概要

Cisco ASR 1001-X ルータのハードウェア機能
Cisco ASR 1001-X シャーシの背面図

図 1-4 に、 4 台のファンおよび 2 台の AC または DC 電源モジュールを搭載した Cisco ASR 
1001-X ルータの背面図を示します。

図 1-4 Cisco ASR 1001-X ルータの背面図

4 台の内蔵ファンによって冷気がシャーシに取り入れられ、 内部コンポーネン ト に通気されて、
動作温度が許容範囲に保たれます。 ファンは、 シャーシの中央に設置されています。 ファンに
は右から左の順に、 0 ～ 3 の番号が付けられています。

2 つの電源モジュール （2 つの AC 電源モジュールまたは 2 つの DC 電源モジュールのいずれ
か） はルータの背面側で取り扱います。 これらのモジュールはホッ ト スワ ップ可能です。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータは 2 つの AC 電源モジュールまたは 2 つの DC 電源モジュールをサ
ポート できます。 同じシャーシに AC 電源モジュールと  DC 電源モジュールを組み合わせて取
り付けないでください。

Cisco ASR 1001-X SPA GE および TE ポート

正面カバーでは、 10 GE SFP+ ポー ト がオレンジ、GE SFP ポート が黄色で表示されます。図 1-5 
に、 10 GE SFP+ および GE SFP ポート の番号付けを示します。

図 1-5 10 GE SFP+ および GE SFP ポートの番号付け

37
10

76

2 4 6 8

1 3 5 7

37
13

20
1-5
Cisco ASR 1001-X ルータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

OL-32376-02-J



第 1 章      Cisco ASR 1001-X ルータの概要    
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Cisco ASR 1001-X ルータの現場交換可能ユニッ ト
Cisco ASR 1001-X ルータには、 多数の FRU があ り ます。 次の作業を行います。

• SPA

• デュアル インラ イン  メモ リ  モジュール （DIMM）

• NIM

• SSD および SSD NIM アセンブ リ

• USB フラ ッシュまたはセキュア  トークン  メモ リ  ステ ィ ッ ク

• AC および DC 電源モジュール

詳細については、 「Cisco ASR 1001-X ルータからの FRU の取り外し と取り付け」 を参照して く
ださい。

シスコ製品の識別規格
こ こでは、 シスコ製品およびサービス製品の識別規格について説明します。 この機能によっ
て、 ネッ ト ワークおよび業務にシスコ製品を有効に統合して管理できます。

UDI
Unique Device Identifier （UDI; 固有デバイス識別情報） は、 ハード ウェア製品に対応するシス
コ製品識別規格です。 製品識別規格によって、 エンタープラ イズ  オート メーシ ョ ンの障害が取
り除かれ、 運用コス ト を削減できます。

UDI は、 一貫性のある電子、 物理、 および関連ビジネス間情報を特徴とする製品識別規格です。

UDI は、 5 つのデータ要素を組み合わせたものです。 表 1-1 に UDI の要素を示します。

1 10 GE SFP+ ポー ト  0/0/0 5 GE SFP ポート  0/0/2
2 10 GE SFP+ ポー ト  0/0/1 6 GE SFP ポート  0/0/3
3 GE SFP ポート  0/0/0 7 GE SFP ポート  0/0/4
4 GE SFP ポート  0/0/1 8 GE SFP ポート  0/0/5

表 1-1 UDI 要素

UDI データ要素 電子視認性 物理視認性 説明

PID Yes Yes 製品 ID。 製品名、 モデル名、 製品番号と も
い う

VID Yes Yes Version ID

SN Yes Yes シ リ アル番号、 固有の PID インスタンス  

エンテ ィテ ィ名 Yes — シャーシ、 スロ ッ ト 、 電源モジュールなど
のタ イプ

製品説明 Yes — 補足的な製品情報
1-6
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シスコ製品の識別規格
シ リ アル番号と製品 ID （PID） の組み合わせは、 すべてのシスコ製品ど う しで一意で一貫性が
あ り ます。 ハード ウェアにコーディ ングされた  PID を基本製品識別情報といいます。

追加発注可能な PID を基本 PID に関連付ける こ とができます。 たとえば、 発注可能な  PID で、
製品または一緒に販売、 テス ト 、 および出荷された製品グループ バンドルのパッケージ構成を
記述できます。 固有な  UDI の利点は次のとおりです。

• 次の点を特定できる

– ネッ ト ワークにある個々のシスコ製品

– サービスおよび交換可能製品の PID とシ リ アル番号

– 製品バージ ョ ンを特定するためのバージ ョ ン  ID （VID）

• リ コールまたはアップグレード対象の製品を容易に特定できる

• シスコ製品目録の自動作成機能が強化される

シスコ製品識別規格は、 次の機能を提供します。

• バージ ョ ンの視認性 ： シスコでは機能の追加によって、 たえず製品を改良しています。 製
品に変更がある と、 VID が増加します。 これによ りバージ ョ ンを確認できるので、 製品変
更の把握や管理に役立ちます。 VID によ り、 製品間の変更を一貫した方法で管理できます。

• 運用コス ト の削減 ： Cisco UDI によって正確で詳細なネッ ト ワーク  インベン ト リ情報が得
られるので、 標準インターフェイスを通じて、 ネッ ト ワーク要素内の各シスコ製品を識別
できます。 シスコのオペレーテ ィ ング  システムでこのデータを表示した り使用した りでき
るので、 電子目録の自動作成が可能です。

• 製品階層間の一貫性 ： UDI はハード ウェア製品に内蔵されていて、 上書きできません。 オ
ペレーテ ィ ング  システムおよび管理システムは、 標準インターフェイスを通じて  UDI を検
出し、 標準出力に UDI を表示します。 標準インターフェイスには IETF の標準 
ENTITY-MIB が含まれます。

例 1-1 show diag subslot eeprom コマンド

show diag subslot eeprom コマン ドは、 PID、 VID、 PCB シ リ アル番号、 ハード ウェア  リ ビジ ョ
ン、 およびその他の情報を表示します。

以下に、 show diag subslot eeprom コマン ドの出力例を示します。

Router# show diag subslot 0/0 eeprom

MIDPLANE EEPROM data:

        Product Identifier (PID) : ASR1001-X
        Version Identifier (VID) : V00
        PCB Serial Number        : JAE17450EUV
        Top Assy. Part Number    : 68-4703-06
        Hardware Revision        : 0.1
        Asset ID                 :
        CLEI Code                : CMMP410DRA

（注） Common Language Equipment Identifier （CLEI） コードは、 特定の製品を特定する  10 桁の文字
コードです。 お客様に配送する製品の製造中にプログラ ミ ングされる  CLEI コードは、 Cisco 
ASR1001-X ルータを構成する各パーツに適用されます。
1-7
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SPA スロッ トの番号付け
例 1-2 show license udi コマンド

show license udi コマン ドは、 UDI 情報を表示します。

以下に、 show license udi コマン ドの出力例を示します。

Router# show license udi

SlotID   PID                    SN                      UDI
--------------------------------------------------------------------------------
*6       ASR1001-X             JAE17190302     ASR1001-X:JAE17190302

（注） 製品識別規格の詳細については、 http://www.cisco.com/go/udi/ [英語] を参照して ください。

SPA スロッ トの番号付け
共有ポート  アダプタ （SPA） はモジュ ラ  タ イプのポート  アダプタであ り、 これをサブスロ ッ
ト に挿入する こ とで、 ネッ ト ワーク と接続してインターフェイス  ポート密度を高める こ とがで
きます。Cisco ASR 1001-X ルータは、柔軟に統合できる  1 つの NIM スロ ッ ト と  1 つのハーフハ
イ ト  SPA ベイをサポート します。

図 1-6 に、 Cisco ASR 1001-X ルータのスロ ッ ト番号を示します。

図 1-6 Cisco ASR 1001-X ルータのスロッ ト番号
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1 組み込み 6x1GE SPA に接続されたサブス
ロ ッ ト  0/0、 およびメ イン  ボードの 
2x10GE SFP+ インターフェイス

3 NIM モジュールに接続されたスロ ッ ト  0/2

2 ハーフハイ ト  SPA スロ ッ ト に接続された
スロ ッ ト  0/1

-
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シリアル番号および PID/VID ラベルの位置
シリアル番号および PID/VID ラベルの位置
図 1-7 に、 Cisco ASR 1001-X ルータのシャーシに貼付されたシ リ アル番号および PID/VID ラベ
ルの位置を示します。

図 1-7 Cisco ASR 1001-X ルータのシリアル番号および PID/VID ラベルの位置 
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シリアル番号および PID/VID ラベルの位置
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第 章2

Cisco ASR 1001-X ルータでサポート される
ハードウェア コンポーネン ト

この章では、 Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されるハード ウェア  コンポーネン ト について
説明します。 次のセクシ ョ ンで構成されています。

• 「サポー ト されるハード ウェア  コンポーネン ト 」 （P.2-1）

• 「サポー ト されているハーフハイ ト  SPA」 （P.2-2）

• 「サポー ト されている小型フォーム  ファ ク タ （SFP および SFP+） ト ランシーバ」 （P.2-3）

• 「サポー ト されている  NIM」 （P.2-4）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュール」 （P.2-5）

サポート されるハードウェア コンポーネン ト
表 2-1 に、 Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されているハード ウェア  コンポーネン ト を示し
ます。

表 2-1 サポート されるハードウェア コンポーネン ト

コンポーネン ト 説明

シャーシ 1 RU のフォーム  ファ ク タ

イーサネッ ト  ポート 6 個の内蔵ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポートおよび 2 個の内蔵 10 
ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート

ESP デフォルト  スループッ トが 2.5 Gbps の非モジュラ固定 ESP。 ソフ
ト ウェアで有効化するパフォーマンス  アップグレード  ラ イセンス
（5 Gbps、 10 Gbps、 または 20 Gbps） でアップグレード可能。

ルート  プロセッサ シングル統合ルート  プロセッサ

SIP 統合 SIP

SPA スロ ッ ト ハーフハイ ト （HH） SPA ベイ  x 1

NIM スロ ッ ト 1

USB スロ ッ ト 2
2-1
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サポート されているハーフハイ ト  SPA
サポート されているハーフハイ ト  SPA
表 2-1 に、 Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されているハーフハイ ト  SPA を示します。 サ
ポート されているハーフハイ ト  SPA
表 2-2 サポート されているハーフハイ ト  SPA

PID 説明

SPA-1X10GE-L-V2 Cisco 1 ポート  10GE LAN-PHY 
SPA-1XCHSTM1/OC3 1 ポート  チャネラ イズド  STM-1/OC-3c

（DS0） 
SPA-1XOC12-POS 1 ポート  OC12/STM4 POS 
SPA-2XOC12-POS 2 ポート  OC12/STM4 POS 
SPA-4XOC12-POS 4 ポート  OC-12/STM-4 POS 
SPA-8XOC12-POS 8 ポート  OC12/STM4 
SPA-1XOC3-ATM-V2 1 ポート  OC-3c/STM-1 ATM 
SPA-2X1GE-V2 Cisco 2 ポート  ギガビッ ト  イーサネッ ト  
SPA-2XCT3/DS0 2 ポート  チャネラ イズド  T3 （DS0） 
SPA-2XOC3-POS 2 ポート  OC3/STM1 POS 
SPA-8XOC3-POS 8 ポート  OC-3/STM-1 POS 
SPA-1XOC48POS/RPR 1 ポート  OC48/STM16 POS/RPR 
SPA-2XOC48POS/RPR 2 ポート  OC48/STM16 POS/RPR 
SPA-2XT3/E3 2 ポート  ク リ ア  チャネル T3/E3 
SPA-3XOC3-ATM-V2 3 ポート  OC-3c/STM-1 ATM 
SPA-4X1FE-TX-V2 Cisco 4 ポート  ファス ト  イーサネッ ト （TX）

SPA-4XCT3/DS0 4 ポート  チャネラ イズド  T3 （DS0） 
SPA-4XOC3-POS 4 ポート  OC3/STM1 POS 
SPA-4XOC48POS/RPR 4 ポート  OC48/STM16 POS/RPR 共有ポート  

アダプタ

SPA-OC192POS-XFP 1 ポート  OC192/STM64 POS/RPR XFP 光ファ
イバ

SPA-4XT-SERIAL 4 ポート  シ リ アル SPA
SPA-4XT3/E3 4 ポート  ク リ ア  チャネル T3/E3 
SPA-5X1GE-V2 Cisco 5 ポート  ギガビッ ト  イーサネッ ト  
SPA-8X1FE-TX-V2 Cisco 8 ポート  ファス ト  イーサネッ ト （TX） 
SPA-8X1GE-V2 Cisco 8 ポート  ギガビッ ト  イーサネッ ト  
SPA-8XCHT1/E1 8 ポート  チャネラ イズド  T1/E1 （DS0） 
SPA-1XOC12-ATM-V2 1 ポート  OC12 STM 
SPA-DSP デジタル シグナル プロセッサ （SPA）

SPA-1X10GE-WL-V2 Cisco 1 ポート  10GE LAN/WAN-PHY 
2-2
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サポート されている小型フォーム ファクタ （SFP および SFP+） ト ランシーバ
サポート されている小型フォーム ファクタ （SFP および 
SFP+） ト ランシーバ

表 2-3 および表 2-4 に、 Cisco ASR 1001-X ルータでサポー ト されている  SFP 光インターフェイ
スおよび SFP 銅線インターフェイスを示します。

SPA-2CHT3-CE-ATM 2 ポート  チャネラ イズド  T3/E3 ATM および回
線エ ミ ュレーシ ョ ン  SPA

SPA-4XOC3-POS-V2 4 ポート  OC-3/STM-1 POS 
SPA-2X1GE-SYNCE1 Cisco 同期イーサネッ ト  SPA
SPA-8XT3/E3 Cisco 8 ポート  ク リ ア  チャネル T3/E3 共有

ポート  アダプタ

SPA-24CHT1-CE-ATM Cisco 24 ポート  T1/E1/J1 回線エ ミ ュレーシ ョ
ン  SPA

1. Cisco ASR 1001-X ルータの内蔵ポート と メ ト ロ ノーム  SPA 間でのク ロ ッ ク  スイ ッチオーバー シナリオには制限
があ り ます。 メ ト ロ ノーム  SPA のその他すべての機能はサポート されています。

表 2-2 サポート されているハーフハイ ト  SPA （続き）

PID 説明

表 2-3 サポート されている 1 GE SFP 光および SFP 銅線インターフェイス

PID 説明

SFP-GE-S 1000BASE-SX SFP （DOM）

GLC-SX-MMD 1000BASE-SX SFP ト ランシーバ モジュール、
MMF、 850 nm、 DOM

SFP-GE-L 1000BASE-LX/LH SFP （DOM）

GLC-LH-SMD 1000BASE-LX/LH SFP ト ランシーバ モジュー
ル、 MMF/SMF、 1310 nm、 DOM

SFP-GE-Z 1000BASE-ZX ギガビッ ト  イーサネッ ト  SFP
（DOM）

SFP-GE-T 1000BASE-T SFP （NEBS 3 ESD）

GLC-BX-U 1000BASE-BX SFP、 1310NM
GLC-BX-D 1000BASE-BX SFP、 1490NM
GLC-GE-100FX GE ポート の 100FX SFP
GLC-SX-MM GE SFP、 LC コネク タの SX ト ランシーバ

GLC-LH-SM GE SFP、 LC コネク タの LX/LH ト ランシーバ

GLC-EX-SMD GE SFP、 LC コネク タ、 EX ト ランシーバ

GLC-ZX-SMD 1000BASE-ZX SFP ト ランシーバ モジュール、
SMF、 1550nm、 DOM

DWDM-SFP 1000BASE DWDM

CWDM-SFP 1000BASE CWDM
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サポート されている  NIM
サポート されている NIM
Cisco ASR 1001-X ルータは、 次の NIM フォーム  ファ ク タをサポート しています。

• NIM-SSD

• NIM-T1/E1

NIM-SSD
表 2-5に、 Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されている ソ リ ッ ド  ステー ト  ディ ス ク （SSD）
を備えた NIM を示します。

NIM-T1/E1
表 2-6 に、 Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されている  T1/E1 NIM を示します。

表 2-4 サポート されている 10 GE SFP 光および SFP 銅線インターフェイス

PID 説明

SFP-10G-SR MMF 用 10GBASE-SR SFP+ モジュール

SFP-10G-SR-X

SFP-10G-LR SMF 用 10GBASE-LR SFP+ モジュール

SFP-10G-LR-X

SFP-10G-ER SMF 用 10GBASE-ER SFP+ モジュール

SFP-10G-ZR SMF 用 10GBASE-ZR SFP+ モジュール

表 2-5 サポート されている NIM SSD

部品番号 説明

NIM-SSD SSD ド ラ イブ用 NIM キャ リ ア カード

SSD-SATA-200G 200 GB、 SATA ソ リ ッ ド  ステー ト  ディ ス ク  
SSD-SATA-400G 400 GB、 SATA ソ リ ッ ド  ステー ト  ディ ス ク  

表 2-6 サポート されている NIM-T1/E1

部品番号

Number of 
Ports

Clear-Channel 
データ

MFT パケッ
ト音声

非構造化 E1
（G.703） サ
ポート

チャネライ
ズド  データ

NIM-1MFT-T1/E1 1 Yes No No No

NIM-2MFT-T1/E1 2 Yes No No No

NIM-4MFT-T1/E1 4 Yes No No No

NIM-8MFT-T1/E1 8 Yes No No No

NIM-1CE1T1-PRI 1 Yes No Yes Yes
2-4
Cisco ASR 1001-X ルータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド

OL-32376-02-J



第 2 章      Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されるハードウェア コンポーネン ト

Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュール
Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュール
Cisco ASR 1001-X ルータでは、 AC および DC 電源モジュール オプシ ョ ンがサポート されてい
ます。 モジュ ラ  シャーシ構成では、 冗長性のために電源モジュールを  2 つ搭載できます。 外部
電源モジュールが故障する と、 または取り外される と、 も う一方の電源モジュールがシャーシに
必要な電力を供給します。 これによ り、 ルータの動作に影響を与えるこ とな く、 電源モジュール
をホッ ト  スワ ップできます。

Cisco ASR 1001-X ルータの電源

各 Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールは、 出力電力 250 W を供給します。 電源は 1 + 1 
冗長構成に使用されます。 電源モジュールの前面プレート に入力スイ ッチはあ り ません。 電源
は、 システム  シャーシの STANDBY/ON スイ ッチによって、 スタンバイからオンに切り替えら
れます。 シャーシの背面に向かって、 電源スロ ッ ト  0 （PS0） が左側 （電源スタンバイ  スイ ッ
チの隣）、 電源スロ ッ ト  1 （PS1） が右側です。

Cisco ASR 1001-X ルータは、 次の電源モジュールをサポー ト しています。

• Cisco ASR 1001-X ルータの AC 電源モジュール ： 出力電力 250W、 DC 電圧出力 +12 V を提
供します。 AC 電源モジュールの動作範囲は +85 ～ +264 VAC です。 AC 電源の電流は 12 V 
を共有し、 デュアル ホッ ト  プラグ可能な設定に使用されます。

• Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源モジュール ： 出力電力 242W、 DC 電圧出力 +12 V を提
供します。 電源モジュールの動作範囲は –40 ～ –72 VDC です。 DC 電源の電流は 12 V を共
有し、 デュアル ホッ ト  プラグ可能な設定に使用されます。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータは 2 つの AC 電源モジュールまたは 2 つの DC 電源モジュールをサ
ポート できます。 同じシャーシに AC 電源モジュールと  DC 電源モジュールを組み合わせて取
り付けないでください。

図 2-1 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源モジュールと  AC 電源モジュールを示します。

NIM-2CE1T1-PRI 2 Yes No Yes Yes

NIM-8CE1T1-PRI 8 Yes No Yes Yes

表 2-6 サポート されている NIM-T1/E1 （続き）

部品番号

Number of 
Ports

Clear-Channel 
データ

MFT パケッ
ト音声

非構造化 E1
（G.703） サ
ポート

チャネライ
ズド  データ
2-5
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第 2 章      Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されるハードウェア コンポーネン ト    
Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュール
図 2-1 Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源モジュールと  AC 電源モジュール

Cisco ASR 1001-X 電源ファン

Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールのファンは、 電源モジュール自体を冷却するために
使用されます。 システム全体は、 シャーシ内部の 4 台のファンによ り冷却されます。 電源モ
ジュールの冷却は、 システム全体用のファンには依存しません。 ファンの障害はファン回転セ
ンサーが判断します。

（注） スタンバイ  スイ ッチがスタンバイの位置にあっても、 電源モジュールが接続される と直ちに電
源モジュール内のファンが動作します。

Cisco ASR 1001-X ルータの AC 電源モジュール

Cisco ASR 1001-X ルータには、 シャーシ背面に AC 電源モジュールが 2 つあ り ます。 入力レセ
プタ クルは、フ ィルタ された AC インレ ッ ト  IEC60320 C14 タ イプです。コネク タの定格電流は 
10 A です。 図 2-2 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの AC 電源を示します。

37
11

40
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第 2 章      Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されるハードウェア コンポーネン ト

Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュール
図 2-2 Cisco ASR 1001-X ルータの AC 電源モジュール

Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源

Cisco ASR 1001-X ルータの DC 入力コネク タは、 接続の極性が （装置に向かって） 左から右に
負 （-）、 正 （+） の 2 線式コネク タです。

電源には、 挿抜に使用するハンドルがあ り ます。 モジュールは、 その長さからいって片手で支
える必要があ り ます。 図 2-3 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源モジュールを示します。

図 2-3 Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源

37
11

55

1

2 4

3

1 ハンドル 3 AC 電源コネク タ

2 FAIL LED および OK LED 4 固定ラ ッチ

1 ハンドル 3 DC 電源コネク タ

2 FAIL LED および OK LED 固定ラ ッチ

1 3

42

37
11

54
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第 2 章      Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されるハードウェア コンポーネン ト    
Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュール
Cisco ASR 1001 ルータの AC/DC 電源システムの入力範囲および電圧

電源の DC 入力範囲は –40 ～ –72 VDC、AC 入力範囲は +85 ～ +264 VAC です。表 2-7 に、Cisco 
ASR 1001-X ルータの電源 LED について説明します。

Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されている電源コード

表 2-8 に、 Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されている電源コードを示します。

表 2-7 Cisco ASR 1001-X ルータ ： AC および DC 電源 LED

LED のカラーと状態 説明

OK ： （グ リーンに点灯） 入力電源はオンであ り、 通常の動作範囲内にあ り ます。 AC 
装置では、 システムの電源がオンになる と  LED がグ リーン
に点灯します。 システムの電源をオフにする と、 AC 電源
モジュールが取り外されるまで LED が点滅します。

OK ： （1 秒に 1 回の点滅速度で
グ リーンで点滅）

通常の動作範囲内にある入力電力は供給されていますが、
Standby スイ ッチは、 Standby 位置にあ り ます （On の位置に
はあ り ません）。

失敗 ： （赤色） 電源出力に問題があ り ます。

消灯 電源がシャ ッ ト ダウンします。

表 2-8 Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されている電源コード

電源コードの項目番号 説明

CAB-AC 電源コード、 110 V

CAB-ACA プラグ 電源コード、 オース ト ラ リ ア、 10 A
CAB-ACC 電源コード、 中国

CAB-ACE AC 電源コード、 ヨーロ ッパ、 C13、 CEE 7、 1.5 m
CAB-ACI AC 電源コード、 イ タ リ ア、 C13、 CEI 23-16、 2.5 m
CAB-ACR AC 電源コード、 アルゼンチン、 C13、 EL 219 （IRAM 2073）、 2.5 m
CAB-ACS AC 電源コード、 スイス、 C13、 IEC 60884-1、 2.5 m
CAB-ACU AC 電源コード、 英国、 C13、 BS 1363、 2.5 m
CAB-IND AC 電源コード、 イン ド

CAB-JPN AC 電源コード、 日本、 C13、 JIS C 8303、 2.5 m
CAB-L620P-C13-US 電源コード、 250 VAC、 15 A、 NEMA L6-20 ～ C13、 米国

CAB-L620P-C13-JPN 電源コード、 250 VAC、 15 A、 NEMA L6-20 ～ C13、 日本

CAB-C13-CBN キャビネッ
ト  ジャンパ

電源コード、 250 VAC 10 A、 C14-C13 コネク タ

CAB-C13-C14-JMPR キャビ
ネッ ト  ジャンパ

電源コード、 250 VAC 13 A、 C14-C15 コネク タ

CAB-C13-C14-2M 電源コード  ジャンパ、 C13-C14 コネク タ、 長さ  2 m
CAB-C13-C14-AC 電源コード  ジャンパ、 C13-C14 コネク タ、 長さ  3 m
2-8
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第 章3

設置場所の準備

この章では、 Cisco ASR 1001-X ルータで作業する前に、 理解しておくべき重要な安全情報を提
示する と と もに、 ルータを設置できるよ うに設置場所を準備する手順について、 順を追って説
明します。

この章の内容は、 次のとおりです。

• 「前提条件と準備」 （P.3-1）

• 「安全に関する注意事項」 （P.3-2）

• 「準拠性要件」 （P.3-3）

• 「NEBS に関する注意および規格準拠宣言」 （P.3-4）

• 「標準の警告文」 （P.3-5）

• 「設置環境」 （P.3-8）

• 「静電破壊の防止」 （P.3-17）

• 「電気を扱う場合の安全上の注意」 （P.3-18）

• 「シャーシの持ち運びに関する注意事項」 （P.3-19）

• 「工具および機器」 （P.3-19）

• 「梱包内容の確認」 （P.3-20）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの設置チェ ッ ク リ ス ト 」 （P.3-20）

前提条件と準備 
こ こで説明する手順を実行する前に、 次の内容を実行する こ と を推奨します。

• 次の項にある安全に関する注意事項を読み、 このマニュアルにある電気を扱う場合の安全
上の注意および静電気防止策ガイ ドを確認して ください。

• 必要な工具および部品がすべて揃っている こ と を確認します （「工具および機器」 （P.3-19）
を参照して ください）。

• 設置作業中は、 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers Software Configuration 
Guide』 （Cisco.com から参照とダウンロードが可能なオンラ イン  マニュアル） を参照でき
るよ うにしておきます。

• 電源およびケーブル要件が設置場所で満たされている こ と を確認します。

• ルータの設置に必要な機器が使用できる こ と を確認します。

• 設置場所で正常な運用を維持するための環境条件が満たされている こ と を確認します。
3-1
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第 3 章      設置場所の準備    
安全に関する注意事項
Cisco ASR 1001-X ルータを設置する前に、 設置場所の電源およびケーブル要件、 ルータを設置
するための特別な機器、 および正常な運用を維持するための設置場所の環境条件について検討
する必要があ り ます。

ルータは、 輸送中の通常の取り扱いによって製品が損傷する可能性を低減するよ うに梱包され
ています。

• ルータは必ず梱包内で直立状態になるよ うに輸送または保管する必要があ り ます。

• 設置場所が決定するまで、 ルータは輸送用の箱に入れておきます。

（注） 出荷時の損傷がないかど うか、 すべての項目を調べます。 破損している ものがあれば、 シスコ  
カスタマー サービス担当者にただちに連絡して ください。

設置環境のチェ ックリスト

この章で説明するすべての設置場所の準備作業を実行して確認するには、 次のチェ ッ ク リ ス ト
を使用して ください。

• 設置場所の空調システムで、 Cisco ASR 1001-X ルータの熱放散を補う こ とができる。

• 設置場所の供給電力が要件に適合している。

• Cisco ASR 1001-X ルータを作動させる電気回路が要件に適合している。

• TIA/EIA-232F に従って、 コンソール ポート の配線および関係するケーブル接続の制限事項
が配慮されている。

• Cisco ASR 1001-X ルータのイーサネッ ト  ケーブル長が制限の範囲内である。

• Cisco ASR 1001-X ルータ  シャーシの設置を予定している装置ラ ッ クが、 要件に適合してい
る。 ラ ッ ク位置の選択において、 安全性、 メ ンテナンスの容易さ、 適切なエアーフローが
十分に考慮されている。

安全に関する注意事項 
インス トールまたは交換手順を開始する前に、 人身事故または機器の損傷を防ぐため、 こ こで
説明する安全に関する注意事項を確認して ください。

（注） この項の情報は注意事項であ り、 危険な状況をすべて網羅しているわけではあ り ません。 ルー
タを設置する と きは、 常に常識を働かせ、 注意して作業して ください。

安全上の警告 
誤って行う と危険が生じる可能性のある操作については、 安全上の警告が記載されています。
各警告文に、 警告を表す記号が記されています。

ルータのインス トール、 設定、 メ ンテナンス作業の前に、 このマニュアルで実行しよ う と して
いる手順を確認し、 安全上の警告に特に注意を払う よ うにします。
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準拠性要件
（注） 設置準備が整う までは、 システムを開梱しないでください。 設置場所が確定するまでは、 偶発
的な損傷を防ぐために、 シャーシを梱包から出さないでください。 システムに付属している、
開梱に関する資料を使用して ください。

このマニュアルの設置手順を読んでから、 システムを電源に接続して ください。 これらの注意
事項に従わないと、 製品を正し く設置できず、 システムおよびコンポーネン ト が破損するおそ
れがあ り ます。

安全に関する推奨事項

次の注意事項に従って安全を確保し、 シスコ製の機器を保護して ください。 この リ ス ト には、
起こ り う る危険な状況がすべて網羅されているわけではあ り ません。 常に注意が必要です。

• シスコの安全方針では、 すべてのルータが、 最低限、 IEC 60950 の要件を満たすと と もに、
使用国の要件を満たすこ とが義務付けられています。 シスコ製ルータはさ らに、 他の標準
に関する資料 （規格、 技術仕様、 法律、 規制など） の要件も満たさなければな り ません。

• ルータの設置、 設定、 または保守の前に、 Cisco ASR 1000-X ルータに付属の 『Regulatory 
Compliance and Safety Information for the Cisco ASR 1001 Series Aggregation Services Routers』
に記載されている安全に関する警告を確認して ください。

• 一人で持ち上げるには重すぎる可能性がある ものを、 持ち上げよ う と してはな り ません。

• シャーシを開ける前に、 必ず、 すべての電源を切り、 すべての電源コードを外してください。

• 必ず、 電源コードを外してから、 シャーシの取り付けまたは取り外しを行って ください。

• 取り付け作業中および取り付け後、 シャーシの周辺は、 できるだけ埃のない清潔な状態に
保って ください。

• 工具およびシャーシ部品が通行の妨げにならないよ うにして ください。

• ゆった り した衣服、 装身具 （指輪、 ネッ クレスを含む）、 その他、 シャーシに引っ掛かるよ
う なものは着用しないでください。 タ イ、 スカーフ、 袖は固定して ください。

• Cisco ASR 1001-X ルータは、 指定された電気定格および製品使用手順に従って使用した場
合に、 安全に運用できます。

準拠性要件
こ こでは、 安全準拠性および NEBS 規格について説明します。 Cisco ASR 1001-X ルータは、
表 3-1 に示す国内および国際規格に準拠しています。

電源または電話配線に接続する機器を取り扱う際には、 安全のために次のガイ ド ラ インに従っ
て ください。 ガイ ド ラ インに従う こ とによって、 けがや機器の損傷を防止できます。

（注） NEBS 情報は参照用です。 Cisco ASR 1001-X ルータは NEBS 認定ではあ り ません。
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NEBS に関する注意および規格準拠宣言
（注） このマニュアルの英語による警告には、 宣言番号が続いています。 他の言語に翻訳された警告
を参照するには、 『Regulatory, Compliance, and Safety Information for the Cisco Aggregation 
Services Router 1000 Series』 で対応する宣言番号を探して ください。

NEBS に関する注意および規格準拠宣言 
Telcordia 電磁適合性および電気安全性とは、 Telcordia Technologies Generic Requirements
（GR-1089-CORE） で規定されているネッ ト ワーク通信機器 （LSSGR （文書番号 FR-64）、
TSGR （文書番号 FR-440）、 および NEBSFR （文書番号 FR-2063） に該当するモジュール） に関
する一般基準で、 下の表に、 この基準に基づく  NEBS 認定に関する注意、 規格準拠宣言、 およ
び要件の一覧を示します。

表 3-1 準拠性要件

EMC/Safety コンプライアンスおよび NEBS 要件

仕様 説明

EMC/Safety

注意 Cisco ASR 1000 シャーシ内の 8 ポート  チャネラ イズド  T1/E1 SPA インターフェ
イスには、 シールド付きツイス ト  ペア  T1/E1 ケーブルを使用する必要があ り ま
す。 これは、 EMC のク ラス  A 放射要件の順守に不可欠です。

注意 Cisco ASR 1000 シャーシ内の T1/E1 NIM インターフェイスには、 シールド付き
ツイス ト  ペア  T1/E1 ケーブルを使用する必要があ り ます。 これは、 EMC のク ラ
ス  A 放射要件の順守に不可欠です。

Telcordia NEBS GR-1089- 
コア ステート メン ト

注意 イーサネッ ト  RJ-45 ポート の電磁適合性および安全性について、 Telecordia 
GR-1089 NEBS 規格に適合するために、 必ず、 両端でアースされたシールド付き
イーサネッ ト  ケーブルを使用します。 NEBS インス ト レーシ ョ ンでは、 すべて
のイーサネッ ト  ポートは建物内部の配線に限定されます。

静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを手首に巻き、 ス ト ラ ップの機器側を塗装さ
れていない金属面に取り付けます。

注意 イーサネッ ト  RJ-45 ポート の電磁適合性および安全性について、
Telecordia GR-1089 NEBS 規格に適合するために、 必ず、 両端でアー
スされたシールド付きイーサネッ ト  ケーブルを使用します。 NEBS 
インス ト レーシ ョ ンでは、 すべてのイーサネッ ト  ポートは建物内部
の配線に限定されます。
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標準の警告文
標準の警告文
こ こでは、 警告の定義について説明し、 重要な安全上の警告を ト ピ ッ ク別に示します。

警告 「危険」 の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 装置の取り扱
い作業を行う ときは、 電気回路の危険性に注意し、 一般的な事故防止策に留意して く ださい。

注 ： これらの注意事項は大切に保管しておいて く ださい。
ステート メン ト  1071

一般的な安全上の警告

警告 設置の手順を読んでから、 システムを電源に接続して く ださい。 ステート メン ト  1004

注意 建物内部の装置ポート またはサブアセンブ リ  ポートは、 建物内接続
も し くは露出していない配線またはケーブルへの接続以外には適し
ていません。 建物内部の装置ポート またはサブアセンブ リ  ポー ト を、
OSP またはその配線に接続しているインターフェイスに金属的に接
続しないでください。 これらのインターフェイスは、 イン ト ラビル
ディ ング  インターフェイス （GR-1089-CORE に記載されているタイ
プ 2 またはタイプ 4 のポー ト ） での使用のみを目的に設計されてお
り、 露出 OSP 配線から分離する必要があ り ます。 これらのインター
フェイスを金属的に OSP 配線と接続する場合、 プラ イマ リ  プロテク
タを追加するだけでは、 十分に保護されません。

AC 電源に接続する製品は、 National Electric Code （NEC; 米国電気規則） が定義
しているよ うに、 AC 電源供給装置の外部に Surge Protective Device （SPD; サー
ジ対策デバイス） が備わっている環境で使用するこ とを前提と しています。

この製品は共通ボンディング網 （CBN） 導入を前提に設計されています。

この製品は NEC が適用されるネッ ト ワーク通信施設または場所に設置できます。

電導経路を必ず本製品のシャーシと製品を搭載するラ ッ クまたは筺体の金属
面との間に設置するか、 またはアース導体に接続するよ うにして ください。
ネジ山を形成するタ イプの取り付けネジを使用して塗料または非導電コー ト
を除去し、 金属間接点を作る こ とによ り必ず電気的導通を確保して くださ
い。 取り付け金具と筺体またはラ ッ ク との接触面の塗料または非導電コー ト
はすべて除去して ください。 設置する前に必ず表面の汚れを除去し、 腐食防
止剤を塗布して ください。

この製品のアース  アーキテクチャは DC 絶縁 （DC-I） 方式です。

DC 電源製品の公称動作 DC 電圧は 48 VDC です。 最小安定動作 DC 電圧は 
40.5 VDC です。 American National Standards Institute （ANSI; 米国規格協会）
T1.315、 Table 1 を参照。
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標準の警告文
警告 本製品の最終処分は、 各国のすべての法律および規制に従って行って く ださい。 ステート メン
ト  1040

警告 内部にユーザが保守できる部品はありません。 開けないで く ださい。 ステート メン ト  1040

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。 ステート メン ト  1074

警告 Cisco ASR 1000 シャーシ内の 8 ポート  チャネライズド  T1/E1 SPA インターフェイスには、シール
ド付きツイスト  ペア T1/E1 ケーブルを使用する必要があります。 これは、 EMC のクラス A 放射
要件の順守に不可欠です。

警告 Cisco ASR 1000 シャーシ内の T1/E1 NIM インターフェイスには、 シールド付きツイスト  ペア 
T1/E1 ケーブルを使用する必要があります。 これは、 EMC のクラス A 放射要件の順守に不可欠
です。

警告 クラス A 放射要件を順守するために、 Cisco ASR 1001-X ルータの管理イーサネッ ト  ケーブル、
CON ケーブル、 および AUX ケーブルは必ずシールド されたものを使用して く ださい。

警告 電源コード と  AC アダプタ ：製品を設置するときには、 付属のまたは指定された接続ケーブル、
電源コード、 および AC アダプタを使用して く ださい。 他のケーブルまたはアダプタを使用す
ると、 誤動作や発火を引き起こすおそれがあります。 Electrical Appliance and Material Safety 
Law により、 シスコが指定した製品以外の電気機器に認定ケーブル （コードに 「UL」 の表示）
を使用することは禁止されています。Electrical Appliance and Material Safety Law によって認定
されたケーブル （コードに 「PSE」 の表示） の使用は、 シスコ指定の製品に限定されません。
ステート メン ト  371

警告 この機器の設置または交換は、 訓練を受けた相応の資格のある人だけに許可して く ださい。
ステート メン ト  1030

警告 この製品は、 設置する建物にシ ョート （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。 保護装置の定格が次の値を超えないようにして く ださい。 Cisco ASR 1001-X ルー
タの AC 電源 ： 120 VAC、 最大 30 A （米国） 。 Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源 ： 最大 30 A （米
国） 。 ステート メン ト  1005

警告 この製品は、 設置する建物にシ ョート （過電流） 保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。 一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。 ステート
メン ト  1045
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標準の警告文
警告 この装置には複数の電源コードが取り付けられている場合があります。 すべての接続を取り外
し、 装置の電源を遮断する必要があります。 ステート メン ト  1028

警告 この装置は、 立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。 立ち入りが制限された
場所とは、 特殊な工具、 錠と鍵、 またはその他のセキュリテ ィ手段を使用しないと入れない場
所を意味します。 ステート メン ト  1017

警告 いつでも装置の電源を切断できるように、 プラグおよびソケッ トにすぐ手が届く状態にしてお
いて く ださい。 ステート メン ト  1019

警告 DC 電源端子には、 危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。 端子が使
用されていない場合は必ずカバーを取り付けて く ださい。 カバーを取り付けるときに絶縁され
ていない伝導体に触れないことを確認して く ださい。 ステート メン ト  1075

警告 必ず銅の導体を使用して く ださい。 ステート メン ト  1025

警告 この装置は、 アースさせる必要があります。 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が正
し く取り付けられていない装置を稼働させたり しないで く ださい。 アースが適切かどうかはっ
きり しない場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して く ださい。 ステート メン ト  
1024

警告 システムの稼働時には、 バックプレーンに危険な電圧または電流が流れています。 保守を行う
場合は注意して く ださい。 ステート メン ト  1034

警告 クラス 1 レーザー製品です。 ステート メン ト  1008

警告 クラス 1 LED 製品です。 ステート メン ト  1027

警告 システムの開口部からは、 レーザー光が放射されています。 ステート メン ト  1009

警告 レーザー光線を見つめないで く ださい。 ステート メン ト  1010

警告 クラス I （CDRH） およびクラス 1M （IEC） レーザー製品です。 ステート メン ト  1055
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設置環境
警告 未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、 目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。 光学機器で直接見ないで く ださい。 ある種の光学機器 （ルーペ、 拡大鏡、 顕
微鏡など） を使用し、 100 mm 以内の距離でレーザー出力を見ると、 目を傷めるおそれがあり
ます。 ステート メン ト  1056

警告 バッテリが適正に交換されなかった場合、 爆発の危険があります。 交換用バッテリは元のバッ
テリ と同じものか、 製造元が推奨する同等のタイプのものを使用して く ださい。 使用済みの
バッテリは、 製造元が指示する方法に従って処分して く ださい。 ステート メン ト  1015

警告 バッテリの金属製接点に触れたり、 ブリ ッジしたり しないで く ださい。 想定外のバッテリ放電
によって、 深刻な火災を引き起こすおそれがあります。 ステート メン ト  341

警告 けがまたはシャーシの破損を防ぐために、 モジュール （電源装置、 ファン、 またはカードな
ど） のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、 傾けたりすることは絶対にしないで く ださ
い。 これらのハンドルは、 シャーシの重さを支えるようには設計されていません。 ステート メ
ン ト  1032

警告 システムの過熱を防止するために、 最大推奨周囲温度の 40 °Cを超える環境では使用しないで
く ださい。 ステート メン ト  1047

警告 本機器は、 電力を供給する前に、 お客様が準備した地線を使用して外部接地する必要がありま
す。 アースが適切かどうかはっきり しない場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認し
て く ださい。 ステート メン ト  366

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029

設置環境
こ こでは、 設置環境に関する情報を扱います。 Cisco ASR 1001-X ルータの設置準備に活用して
ください。
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設置環境
一般的な注意事項

Cisco ASR 1001-X ルータの使用または操作時には、 次の一般的な注意事項に従って ください。

• システム  コンポーネン ト をラジエータや熱源から離し、 冷却ベン ト を妨げないよ うにして
ください。

• システム  コンポーネン ト に食べ物や飲み物をこぼさないよ うにして ください。 また、 濡れ
た環境で製品を動作させてはな り ません。

• システム  コンポーネン ト の開口部には、 何も押し込んではな り ません。 内部コンポーネン
ト がシ ョー ト して火災や感電の原因となる可能性があ り ます。

• システム  ケーブルおよび電源コードの位置に注意して ください。 踏みつけた り、 つまずい
た りする こ とがないよ うに、 システム  ケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必
要があ り ます。 システム  コンポーネン ト のケーブルや電源コードの上に、 何も乗っていな
いよ うにする必要があ り ます。

• 電源ケーブルとプラグを改造しないでください。 場所を変更する場合は、 ラ イセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。 必ず、 地域および国の配線規則に
従って ください。

• システム電源の切断後、 再投入する場合は、 システム  コンポーネン ト の損傷を防ぐため
に、 30 秒以上の間隔を置いて ください。

設置場所の選択に関する注意事項

Cisco ASR 1001-X ルータには、 特定の環境動作条件があ り ます。 温度、 湿度、 高度、 および振
動がルータのパフォーマンスおよび信頼性を左右する可能性があ り ます。 以降のセクシ ョ ンで
は、 適切な動作環境を準備するための特定の情報を提供します。

Cisco ASR 1001-X ルータは、 『Regulatory, Safety, and Compliance Information for Cisco ASR 1000 
Series Aggregation Services Routers』 に記載されている産業用 EMC、 安全性、 および環境規格に
適合するよ うに設計されています。

設置環境の条件

環境モニタ リ ングは、 過電圧や過熱状態による損傷からシステムおよびコンポーネン ト を保護
します。 正常なシステム動作を維持し、 不要なメ ンテナンスの手間を省くには、 設置作業を行
う前に、 設置環境の条件を整えておく必要があ り ます。 設置後は、 設置場所で表 3-2 の環境特
性が維持されるよ うにして ください。

表 3-2 Cisco ASR 1001-X ルータの環境耐性

環境特性 最小ハードウェア 最大

動作温度 （公称） 0 °C 40 °C

（40 °C、 10,000 フ ィー ト以下）

動作温度 （短期間） 0 °C 50 °C

保管温度 –20 °C +70 °C

動作湿度 （公称） （相対湿度） 10 % 90 %

動作湿度 （短期間） 5 % 90 %

保管湿度 （相対湿度） 5 % 95 %
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設置環境
寸法および重量

適切な場所にシステムを配置できるよ うに、 Cisco ASR 1001-X ルータの物理特性を理解してお
いて ください。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータに対してサポー ト される ラ ッ ク幅については、 次のセクシ ョ ンを参照
して ください。

• 19 インチ ： 「一般的なラ ッ ク選択ガイ ド ラ イン」 （P.3-15）

• 23 インチ ： 「23 インチ （Telco） ラ ッ クに関するガイ ド ラ イン」 （P.3-16）

表 3-3 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの重量および寸法を示します。

Cisco ASR 1001-X ルータのその他の特性は、 次のとおりです。

• シャーシ高さは、 EIA-310 ラ ッ ク間隔 1RU （1.71 インチ または 43.43 mm）、 ユニバーサル 
ラ ッ ク  マウン ト に対応している。

• シャーシ幅は、 ラ ッ ク  ブラケ ッ ト を入れて  EIA- 310 19 インチ （17.3 インチ または 
439.42 mm） 幅に対応している。

• ケーブル管理ブラケッ トは、 ケーブルの 1.5 インチ （38.1 mm） の曲げ半径に対応している。

• 出荷時に前方ラ ッ クマウン ト  ブラケッ トは取り付け済み、 追加セッ ト をアクセサ リ  キッ ト
に同梱

動作時の高度 ： 許容温度範囲
（0 ～ 50 °C） 内

–500 フ ィー ト  10,000 フ ィー ト

非動作時の高度 ： 許容温度範囲内 –1000 フ ィー ト 50,000 フ ィー ト

3 分間の熱衝撃 ： 非動作時 –25 °C +70 °C

熱衝撃 ： 動作時、 1 分間に 2.5 °C 0 °C +50 °C

表 3-2 Cisco ASR 1001-X ルータの環境耐性 （続き）

環境特性 最小ハードウェア 最大

表 3-3 Cisco ASR 1001-X ルータの物理特性

特性 Cisco ASR 1001-X

高さ 1.71 インチ （43.43 mm） ： EIA RS-310 に
基づく  1RU ラ ッ クマウン ト

幅 17.3 インチ （439.42 mm）

奥行 22.50 インチ （571.5 mm） 奥行にはケー
ブル管理ブラケッ ト を含む。 600 mm の
閉鎖型キャビネッ ト にマウン トする場合
のカード  ハンドル、 電源モジュール ハ
ンドルを含む。

重量 25 ポンド （11.35 kg） （フル搭載時）
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設置環境
設置場所の電源に関する注意事項

Cisco ASR 1001-X ルータには、 特定の電源および電気配線要件があ り ます。 これらの要件を満
たすこ とによって、 信頼できるシステム動作が保証されます。 Cisco ASR 1001-X ルータのため
に設置場所を準備する と きには、 次の注意事項および推奨事項に従って ください。

• 冗長電源オプシ ョ ンでは、 同一の第 2 電源モジュールを用意し、 一方の電源モジュールが
故障した場合、 またはある ラ インで入力電源障害が発生した場合に、 電力がシャーシに途
切れる こ とな く、 連続して供給されるよ うにします。

• 冗長電源オプシ ョ ンが含まれるシステム構成では、 2 台の電源モジュールをそれぞれ独立
した入力電源に接続します。 別の電源に接続しないと、 外部配線に不具合があった り、 回
路ブレーカーが落ちた り した場合、 システム全体の電力が失われる こ とにな り ます。

• 入力パワー損失を防止するために、 電源モジュールに供給する各回路の合計最大負荷が配
線およびブレーカーの電流定格の範囲内に収まるよ うにする必要があ り ます。

• 設置前に設置場所の電源を確認し、 設置後も定期的に確認して、 ク リーン電力が供給され
るよ うにして ください。 必要に応じて、 電力調整器を取り付けて ください。

• 電力線への落雷や電力サージを原因とするけがや機器の損傷を防ぐために、 適切なアース
を施して ください。 シャーシ  アースは、 セン ト ラル オフ ィ スまたはその他の内部アース  
システムに接続する必要があ り ます。

注意 この製品は、 設置する建物にシ ョー ト （過電流） 保護機構が備わっている こ と を前提に設計さ
れています。 一般および地域の電気規格に準拠するよ うに設置する必要があ り ます。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータの設置は、 該当する規格に準拠する必要があ り ます。 また、 使用が認
められるのは、 銅の導体と組み合わせた場合に限られます。 金具を固定するアース  ボンドは、
適合性のある材料にする必要があ り ます。 また、 金具や結合材料の緩み、 劣化、 電食が起きな
いものにする必要があ り ます。 シャーシ  アース とセン ト ラル オフ ィ スまたはその他の内部
アース  システム との結合は、 最低限、 AWG 6 番ゲージのワイヤ、 銅のアース導体を使用して
行う必要があ り ます。

電気回路の要件

Cisco ASR 1001-X ルータごとに専用の電気回路が必要です。 二重化電源にする場合は、 電源モ
ジュールごとに別々の回路を用意し、 電源冗長機能が損なわれないよ うにする必要があ り ます。

Cisco ASR 1001-X ルータは、 DC または AC 電源で動作します。 機器がアースされていて、 電
源ス ト リ ップ定格に従っている こ と を確認して ください。 電源ス ト リ ップに接続する全製品の
合計アンペア定格が、 定格の 80% を超えないよ うにして ください。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータは 2 つの AC 電源モジュールまたは 2 つの DC 電源モジュールをサ
ポート できます。 同じシャーシに AC 電源モジュールと  DC 電源モジュールを組み合わせて取
り付けないでください。
3-11
Cisco ASR 1001-X ルータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

OL-32376-02-J



第 3 章      設置場所の準備    
設置環境
表 3-4 に、 Cisco ASR 1001-X ルータ用の DC 電源システムの仕様を示します。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータの AC 電源モジュールには 20 A の回路ブレーカーが必要です。

表 3-5 に、 Cisco ASR 1001-X ルータに必要な  AC および DC 電源システムの定格要件を示し
ます。

設置場所のケーブル配線に関する注意事項

こ こでは、 設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。 Cisco ASR 
1001-X ルータをネッ ト ワークに接続できるよ うに設置場所を準備する と きには、 各コンポーネ
ン ト に必要なケーブルのタイプと と もに、 ケーブルの制限事項を考慮して ください。 シグナ リ
ングの距離制限、 EMI、 およびコネク タの適合性を検討します。 使用できるケーブル タ イプは
光ファ イバ、 太いまたは細い同軸、 ホイル ツイス トペア、 シールドなしツイス トペアです。

さ らに、 ト ランシーバ、 ハブ、 スイ ッチ、 モデム、 CSU （チャネル サービス  ユニッ ト ）、 DSU
（データ  サービス  ユニッ ト ） など、 必要なその他のインターフェイス機器も検討して ください。

作業を開始する前に、 ケーブル配線に関する次の重要事項をお読みください。

Cisco 8 ポート  チャネラ イズド  T1/E1 SPA インターフェイスの E1 インターフェイスでは、RJ-45 
コネク タ付きの E1 （120 Ω） ケーブル用の RJ-48c レセプタ クルが使用されます。 すべてのポー
ト を同時に使用できます。 各 E1 接続は、 G.703 規格に適合したインターフェイスをサポート し
ます。 RJ-45 接続には、 外部ト ランシーバは必要あ り ません。 E1 ポートは、 120 Ω の STP
（シールド付きツイス トペア） ケーブルを使用する  E1 インターフェイスです。

警告 Cisco ASR 1000 シャーシ内の 8 ポート  チャネライズド  T1/E1 SPA インターフェイスには、シール
ド付きツイスト  ペア T1/E1 ケーブルを使用する必要があります。 これは、 EMC のクラス A 放射
要件の順守に不可欠です。

警告 Cisco ASR 1000 シャーシ内の T1/E1 NIM インターフェイスには、 シールド付きツイスト  ペア 
T1/E1 ケーブルを使用する必要があります。 これは、 EMC のクラス A 放射要件の順守に不可欠
です。

表 3-4 Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源システム入力要件

システムの入力定格 （A） 回路ブレーカー （A） 導線径

最小ハード
ウェア 最大

最小ハード
ウェア 最大

15 20 30 18 14

表 3-5 Cisco ASR 1001-X ルータの AC および DC 電源システム定格仕様

説明 仕様

電源申告定格 AC = 85 ～ 264 VAC

DC = –40 ～ 72 VDC

ラ イン周波数定格 AC 電源の場合は 50/60 Hz
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Cisco ASR 1001-X ルータを設置する前に、 そのすべての外部機器とケーブルを用意します。 発
注については、 シスコのカスタマー サービス担当者にお問い合わせください。

ネッ ト ワークの規模およびネッ ト ワーク  インターフェイス接続間の距離は、 次の要因にも左右
されます。

• 信号タイプ

• 信号速度 

• 伝送メディア

次の項に示す距離および速度制限は、 シグナ リ ング目的の場合に IEEE が推奨する最大速度お
よび距離です。 この情報は、 Cisco ASR 1001-X ルータを設置する前のネッ ト ワーク接続の計画
段階で参照して ください。

推奨距離を超えた場合、 または複数の建物にまたがって配線する場合は、 施設付近における落
雷の影響を十分に考慮する必要があ り ます。 雷またはその他の高エネルギー現象がもたらす電
磁パルスは、 電子装置を破壊できるだけのエネルギーをシールドなしの導体に容易に結合する
可能性があ り ます。 過去にこの種の問題を経験した場合は、 電気サージ抑制およびシールドの
専門家に相談して ください。

コンソール ポートの接続

Cisco ASR 1001-X ルータは、 ローカル コンソール アクセス用の端末またはコンピュータを接
続するコンソール ポート と補助ポート を備えています。

どちらのポート も  RJ-45 コネク タを使用し、 RS-232 非同期データをサポート します。 推奨距離
は、 IEEE-RS-232 規格で指定されています。

USB シリアル コンソール

USB シ リ アル コンソール ポートは、 USB タ イプ A to 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B ケーブルを使
用して、 PC の USB コネク タに直接接続します。 USB コンソールはフル スピード （12 Mbps）
の動作をサポート しています。 コンソール ポートはハード ウェア  フロー制御をサポート して
いません。

（注） • 必ず適切な終端のシールド  USB ケーブルを使用して ください。 USB シ リ アル コンソール 
インターフェイス  ケーブルの長さは 3 m 以下にする必要があ り ます。

• 同時にアクテ ィブにできるのは 1 個のコンソール ポート だけです。 ケーブルを  USB コン
ソール ポート に接続する と、 RJ-45 ポートは非アクテ ィブにな り ます。 反対に、 USB ケー
ブルを  USB ポート から外すと、 RJ-45 ポートはアクテ ィブにな り ます。

• 4 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コネク タは、 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コネク タ と混同しやすい
コネク タです。 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B だけがサポート されます。

干渉に関する考慮事項

ある程度の距離にわたって配線する場合は、 干渉と して遊離信号が配線に誘導される リ ス クが
あ り ます。 干渉信号が強い場合、 データ  エラーや機器の損傷を引き起こすこ とがあ り ます。

次に、 干渉の原因および Cisco ASR 1001-X ルータへの影響を最小限に抑える方法について説明
します。
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EMI

AC 電流を動力とするすべての機器は、 EMI （電磁干渉） を引き起こす可能性のある電気エネ
ルギーを伝達し、 他の機器の動作に影響を与える こ とがあ り ます。 EMI の代表的な発生源は、
機器の電源コードおよび電力会社からの電力供給ケーブルです。

強力な EMI は、 Cisco ASR 1001-X ルータの信号ド ライバおよびレシーバを破壊し、 電力線を通じ
て設置機器に電力サージを発生させるこ とによ り、 電気事故を引き起こすこ と もあ り ます。 この
よ う な問題が起きるこ とはめったにあ り ませんが、 いったん起きる と深刻な事態になり ます。

これらの問題を解決するには、 専門知識および特殊な機器が必要であ り、 時間も コス ト も相当
かかる場合があ り ます。 しかし、 電気環境のアースおよびシールドが適切である こ と を確認
し、 電力サージを抑制する必要性に十分配慮する こ とは必要です。

表 3-6 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの電極磁気に関する準拠規格を示します。

無線周波数干渉

電磁場が長距離に及ぶ場合、 RFI （無線周波数干渉） が伝達される可能性があ り ます。 建物の
配線がしばしばアンテナの役割を果たし、 RFI 信号を受信して、 配線上で EMI をさ らに増やし
ます。

アース用導体を確実に施設してプラン ト配線にツイス トペア  ケーブルを使用する と、 プラン ト
配線から無線干渉が発生する こ とはほとんどあ り ません。 推奨距離を超える場合は、 データ信
号ごとにアース導体を  1 つずつ使用し、 高品質のツイス トペア  ケーブルを使用して ください。

雷および AC 電源障害の干渉

信号線が推奨ケーブル距離を超える場合、 または信号線が複数の建物にまたがる場合は、 施設
付近への落雷が Cisco ASR 1001-X ルータに与える影響を検討する必要があ り ます。

表 3-6 EMC および安全規格

EMC 規格 FCC 47 CFR Part 15 ク ラス  A

VCCI ク ラス  A

AS/NSZ ク ラス  A

ICES-003 ク ラス  A
EN55022/CISPR 22 Information Technology Equipment 
(Emissions)

EN55024/CISPR 24 Information Technology Equipment 
(Immunity)

EN300 386 Telecommunications Network Equipment 
(EMC)

EN50082-1/EN61000-6-1 Generic Immunity Standard

安全基準 UL60950-1

CSA C22.2 No.60950-1-03

EN 60950-1

IEC 60950-1

AS/NZS 60950.1
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雷またはその他の高エネルギー現象がもたらすEMP （電磁パルス） は、 電子機器を損傷または破
壊できるだけのエネルギーをシールドなしの導体に結合する可能性があ り ます。 過去にこの種の
問題を経験している場合は、 RFI/EMI の専門家に相談し、 Cisco ASR 1001-X ルータの運用環境に
おいて、 適切な電力サージ抑制および信号ケーブルのシールドを確保する必要があ り ます。

ラックマウン トに関する注意事項

こ こでは、 ラ ッ クマウン ト作業の注意事項について説明します。

ラックマウン トに関する注意事項

安全を確保するために、 ラ ッ クマウン ト に関する次の注意事項を守って ください。

• 一人で大型ラ ッ クを移動させてはな り ません。 ラ ッ クは高さ と重量があるので、 最低でも
二人で移動作業を行う必要があ り ます。

• ラ ッ クから コンポーネン ト を引き出す前に、 ラ ッ クが水平で安定している こ と を確認して
ください。

• ラ ッ ク内のコンポーネン ト に適切なエアーフローが確保されている こ と を確認して くだ
さい。

• ラ ッ ク内のシステムまたはコンポーネン ト を保守する と きに、 他のコンポーネン ト または
システムの上に足をかけた り、 乗った り してはな り ません。

• 空きがある ラ ッ クに Cisco ASR 1001-X ルータを設置する場合は、 最も重い装置を一番下に
設置して、 ラ ッ クの下から順番に取り付けます。

• ラ ッ クにスタビラ イザが付いている場合は、 スタビラ イザを取り付けてから、 ラ ッ クに装
置を設置した り、 ラ ッ ク内の装置を保守した り して ください。

一般的なラック選択ガイドライン

Cisco ASR 1001-X ルータは、装置ラ ッ ク （EIA-310-D 19 インチ） に関する  Electronics Industries 
Association （EIA） 標準に準拠した ほとんどの 2 支柱または 4 支柱 19 インチ装置ラ ッ クに設置
できます。 ラ ッ クは最低 2 支柱で、 シャーシをマウン トするための取り付けフランジを備えて
いる必要があ り ます。

注意 いずれのタイプであっても、 ラ ッ ク装置にシャーシをマウン トする と きには、 シャーシに取り
入れる空気が 131 °F （55 °C） を超えないよ うにする必要があ り ます。

2 本の支柱の取り付け穴の中心線の間隔は 18.31 インチ  ± 0.06 インチ （46.50 cm ± 0.15 cm） に
する必要があ り ます。 シャーシに付属しているラ ッ クマウン ト金具は、 ほとんどの 19 インチ 
（48.3 cm） 装置ラ ッ クに適合します。

Cisco ASR 1001-X ルータは、 次の特性を備えたラ ッ クに設置する こ と を検討して ください。

• NEBS 準拠、 19 インチ （48.3 cm） 幅のラ ッ ク。

• 取り付けレールの EIA または ETSI 穴パターン。必要な取り付け金具は、Cisco ASR 1001-X 
ルータに付属しています。 システムの設置を予定している ラ ッ クに、 メー トル ネジ用の
レールがある場合は、 独自にメー トル取り付け金具を用意する必要があ り ます。

• 過熱防止の換気用に穴が空いた天板と開放型の底面。

• 安定性を確保するための水平調節脚
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（注） Cisco ASR 1001-X ルータを閉鎖型ラ ッ クに設置してはな り ません。 内蔵コンポーネン ト の動作
温度を許容範囲内で維持するために、 シャーシの冷気の流れが妨げられないよ うにする必要が
あるからです。 前後の扉を取り外したと しても、 閉鎖型ラ ッ クにルータを設置した場合は、 空
気の流れが妨げられ、 シャーシの横に熱がこ も り、 ルータ内部が過熱状態になるおそれがあ り
ます。 閉鎖型ラ ッ クを使用する場合は、 ラ ッ クのすべての側面にエアー ベン ト があ り、 十分な
換気が行われる こ と を確認して ください。

23 インチ （Telco） ラ ックに関するガイドライン

必要に応じて、 Cisco ASR 1001-X ルータを  23 インチ （Telco） ラ ッ クに設置する こ と もできま
す。 23 インチ ラ ッ クに必要なアダプタについては、 次の Newton Instrument Company にお問い
合わせください。

http://www.enewton.com

111 East A Street, Butner NC, USA, 27509

919 575-6426

装置ラックに関する注意事項

ラ ッ クの配置は、 人の安全、 システムのメ ンテナンス、 およびシステムが表 3-2 に記載された
環境特性の範囲内で動作できるかど うかを左右します。 次のガイ ド ラ インに従って、 Cisco 
ASR 1001-X ルータに適した場所を選択して ください。

安全な場所の選択

Cisco ASR 1001-X ルータがラ ッ ク内で最も重量がある場合、 または唯一の装置の場合は、 最下
部または最下部近くに設置し、 ラ ッ クの重心をできるだけ低く して ください。

電子機器の適切な配置の詳細については、 『GR-63-CORE, Network Equipment Building System 
(NEBS) Requirements: Physical Protection』 を参照して ください。

メンテナンスが容易な場所の選択

ラ ッ クの前後に 3 フ ィー ト以上のスペースを確保して ください。 このスペースによって、 Cisco 
ASR 1001-X ルータ  コンポーネン ト を取り外し、 日常の保守またはアップグレードを容易に行
う こ とができます。

混み合ったラ ッ クには Cisco ASR 1001-X ルータを設置しないでください。 また、 同じ ラ ッ ク内
の他の装置から引き回されたケーブルが、 ルータ  カードのアクセスにどのよ うに影響するかを
検討して ください。

十分なエアーフローを確保し、 シャーシ内部の過熱を防止するために、 シャーシの前面および
上部を遮る ものがないよ うにしておく必要があ り ます。

通常のシステム  メ ンテナンスに必要なスペースは、 次のとおりです。

• シャーシ上部 ： 3 インチ （7.6 cm） 以上

• シャーシ前面 ： 3 ～ 4 フ ィー ト （91.44 ～ 121.92 cm）
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静電破壊の防止
設置時および動作時に問題が起きないよ うに、 機器の位置および接続を考える と きには、 次の
一般的な注意事項に従って ください。

• 定期的に show environment all コマン ド と  show facility-alarm status コマン ドを使用して、
内部システムの状態を確認します。 環境モニタがシャーシ内部の環境をたえず確認し、 高
温になった場合は警告を出し、 その都度リ ポー ト を作成します。 警告メ ッセージが表示さ
れた場合は、 ただちに問題の原因を突き止めて解消して ください。 これらのコマン ドの詳
細については、 「環境モニタおよびリ ポー ト機能」 （P.5-16） を参照して ください。

• Cisco ASR 1001-X ルータは、 床から離し、 ほこ りのたま りやすい場所に設置しないでくだ
さい。

• 静電気防止手順に従い、 機器が損傷しないよ うにして ください。 静電放電による損傷に
よって、 即時または断続的な機器障害が発生する可能性があ り ます。

十分なエアーフローを確保できる場所の選択

システム動作が環境特性の範囲内で維持されるよ う に、 また、 システムの熱放散を補える温
度の空気が得られるよ う に、 Cisco ASR 1001-X ルータには十分なエアーフローを確保して く
ださい。

シャーシの空気取り入れ口に隣接機器の排気が流れ込むよ う な場所には、 Cisco ASR 1001-X 
ルータを配置しないでください。 ルータを通るエアーフローを考慮して ください。 エアーフ
ローの方向は前方から後方であ り、 シャーシ前方側面の取り入れ口から周囲の空気が取り込ま
れます。

静電破壊の防止
静電放電 （ESD） 破壊は、 電子カード またはコンポーネン ト の取り扱いが不適切な場合に発生
し、 完全なまたは間欠的な故障を引き起こ します。 静電気がシステム内部の敏感なコンポーネ
ン ト を傷める こ とがあ り ます。 静電気による損傷を防止するために、 マイ ク ロプロセッサなど
のシステム  コンポーネン ト を扱う と きには、 その前に体内の静電気を放電して ください。 作業
中も定期的に、 コンピュータ  シャーシの塗装されていない金属面に触れて ください。

静電破壊を防ぐために、 次の注意事項に従って ください。

• 常に静電気防止用リ ス ト またはアンクル ス ト ラ ップを肌に密着させて着用して ください。
シャーシからカードを取り外す前に、 ス ト ラ ップの装置側をシャーシ最下部、 電源入力モ
ジュールの下にある  ESD プラグに接続して ください。

• ラ インカードは前面プレート と フレームの端だけを持ち、 カード  コンポーネン ト またはコ
ネク タ  ピンには決して触れないでください。

• 取り外したカードは、 モジュールのコンポーネン ト側を上にして、 静電気防止用シート の
上に置くか、 または静電気防止用袋に入れて ください。 モジュール ID を工場に返却する場
合は、 すばやく静電気防止用袋に入れて ください。

• モジュールと衣服が接触しないよ うに注意して ください。 リ ス ト  ス ト ラ ップは身体の静電気
からカードを保護するだけです。 衣服の静電気が、 静電破壊の原因になるこ とがあ り ます。

• 静電気の影響を受けやすいコンポーネン ト を輸送する場合は、 静電気防止用の容器または
包装材に入れます。

• 精密なコンポーネン トは必ず耐静電気の安全な区域で処理します。 可能な限り、 静電気防
止のフロア  パッ ドおよび作業台を使用します。
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電気を扱う場合の安全上の注意
注意 安全のために、 静電気防止用ス ト ラ ップの抵抗値を定期的にチェ ッ ク して ください。 抵抗値は 
1 ～ 10 Ωでなければな り ません。

注意 システム  コンポーネン ト を取り付ける と きには、 すべてのシステム  コンポーネン トで、 非脱落
型ネジを締めてください。 非脱落型ネジはモジュールの脱落を防ぐだけではなく、 システムに適
切なアースを提供し、 バッ クプレーンにバス  コネクタを確実に固定させるために必要です。

電気を扱う場合の安全上の注意
すべてのシステム コンポーネン トがホッ ト スワ ップ可能です。 システムの動作中に取り外しおよ
び取り付けを行っても、 電気的事故やシステムの故障を引き起こ さない設計になっています。

電気機器を取り扱う際には、 次の基本的な注意事項に従って ください。

• シャーシ内部の作業を行う前に、 室内の緊急電源遮断スイ ッチの場所を確認しておきます。

• シャーシの取り付けや取り外しを行う前に、 すべての電源コードおよび外部ケーブルを外
して ください。

• 危険を伴う作業は、 一人では行わないでください。

• 回路の電源が切断されている と思い込まず、 必ず確認して ください。

• 人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。 故障している
と思われる機器は取り付けないでください。

• 床が濡れていないか、 アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かど うか、 作業場所の安全を十分に確認して ください。

さ らに、 電源から切断されていても、 電話回線または他のネッ ト ワーク配線に接続されている
装置を扱う場合には、 次の注意事項に従って ください。

• 雷が発生している と きには、 電話線の接続を行わないでください。

• 防水設計されていない電話ジャ ッ クは、 湿気の多い場所に取り付けないでください。

• 電話回線がネッ ト ワーク  インターフェイスから切り離されている場合以外、 絶縁されてい
ない電話ケーブルや端子には、 触れないでください。

• 電話回線の設置または変更は、 十分注意して行って ください。

警告 雷が発生しているときには、 システムに手を加えたり、 ケーブルの接続や取り外しを行ったり
しないで く ださい。 ステート メン ト  1006
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シャーシの持ち運びに関する注意事項
シャーシの持ち運びに関する注意事項
シャーシの頻繁な移動は想定されていません。 電源やネッ ト ワーク接続の都合で、 後から
シャーシを移動させな くてもすむよ うに、 システムを設置する前に、 設置場所の準備を適切に
整えておいて ください。

シャーシまたはその他の重量物を運ぶと きには、 必ず、 次の注意事項に従って ください。

• 足下を安定させ、 両足の間でバランスを取って、 シャーシの重量を支えます。

• シャーシはゆっ く り持ち上げます。 持ち上げる と きに、 決して突然動いた り、 身体をひ
ねった り しないでください。

• 背中をまっすぐに保ち、 背中ではな く脚で持ち上げます。 シャーシを持ち上げるためにか
がまなければならない場合は、 腰ではな く、 ひざからかがんで、 背筋の負荷を軽減して く
ださい。

• 搭載されているコンポーネン ト をシャーシから取り外さないでください。

• シャーシを持ち運ぶ前に、 必ずすべての外部ケーブルを取り外して ください。

工具および機器
Cisco ASR 1001-X ルータの設置に最低限必要なものと して、 次の工具および備品を推奨しま
す。 関連機器やケーブルの取り付けに、 他の工具や部品が必要になる こ と もあ り ます。 また、
電気信号、 光信号、 パワー レベル、 通信リ ンクのチェ ッ クに、 テス ト機器も必要になる可能性
があ り ます。

• プラス  ド ラ イバ

• 3.5 mm マイナス  ド ラ イバ 

• 巻き尺 （任意）

• 水準器 （任意）

• 電気ド リル

• 8 ゲージのケーブル

• ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト

• ケーブル管理ブラケッ ト

開梱および梱包内容の確認

シャーシが届いたら、 次の手順に従って ください。 また、 「梱包内容の確認」 （P.3-20） の梱包
内容チェ ッ ク リ ス ト を使用して ください。

ステップ 1 輸送中の損傷がないか、 箱を点検します （損傷が見つかった場合は、 シスコのサービス担当者
に連絡して ください）。

ステップ 2 Cisco ASR 1001-X ルータを開梱します。

ステップ 3 目で見て、 シャーシを点検します。

ステップ 4 システムを開梱したら、 アクセサ リ品目を含めて、 必要なすべてのコンポーネン ト が揃ってい
る こ と を確認します。 梱包リ ス ト をガイ ド と して使用して、 注文書に記載されたすべての機器
が届いており、 設定が梱包リ ス ト と一致する こ と を確認します。
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梱包内容の確認
梱包内容の確認
表 3-7 のコンポーネン ト  リ ス ト を使用して、 Cisco ASR 1001-X ルータの梱包内容を確認しま
す。 梱包用の箱は廃棄しないでください。 将来、 Cisco ASR 1001-X ルータを移動または発送す
る場合にこの箱が必要です。

Cisco ASR 1001-X ルータの設置チェ ックリスト
表 3-8 に示す Cisco ASR 1001-X ルータの設置チェ ッ ク リ ス ト をコピーして、 設置者と設置内容
を記録し、 設置作業に役立てて ください。 各手順および確認作業の完了時刻を記入します。
チェ ッ ク リ ス ト が完成したら、 新しいルータの他の記録と と もにサイ ト  ログに保管します。

表 3-7 Cisco ASR 1001-X ルータの梱包内容

コンポーネン ト 説明

シャーシ 共有ポート  アダプタまたは NIM が注文されなかった場合、 Cisco 
ASR 1001-X ルータは、デュアル AC 電源またはデュアル DC 電源と、
共有ポート  アダプタおよび NIM ブランク  パネルで構成されます。

アクセサ リ  キッ ト

（注） 予備として Cisco 
ASR 1001-X ルー
タ  シャーシを注
文した場合は、 ア
クセサリ  キッ ト
を別途注文する必
要があり ます。

シャーシに取り付ける前面および背面シャーシ  ラ ッ クマウン ト  ブ
ラケッ ト 、 対応するネジ

ネジは次の 3 セッ ト が用意されています。

• 前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト （ブラ ッ クのネジを使用）

• 背面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト （ネジが 5 本入ったパッケー
ジを使用）

• ケーブル管理ブラケッ ト （ネジが 4 本入ったパッケージを使用）

U 字型金具が取り付けられた 2 本のケーブル管理ブラケッ ト

RJ-45/RJ-45 ク ロス  ケーブル x 1 

RJ-45/DB-9 （ メ ス） アダプタ  x 1

静電気防止用リ ス ト  ス
ト ラ ップ （使い捨て）

使い捨て リ ス ト  ス ト ラ ップ x 1

マニュアル Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータの適合
規格および安全性に関する情報

オプシ ョ ン品 AC 電源モジュールが出荷された場合は、 電源コード。 DC 電源ユ
ニッ ト の場合はなし

表 3-8 Cisco ASR 1001-X ルータの設置チェ ックリス ト

タスク 確認者 日付

シャーシの受領日

シャーシおよびすべてのアクセサ リの開梱

インターフェイスのタ イプおよび個数の確認

安全に関する注意および注意事項の確認

インス ト レーシ ョ ン  チェ ッ ク リ ス ト のコピー

サイ ト  ログの作成およびバッ クグラ ウン ド情報の記入 
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第 3 章      設置場所の準備

Cisco ASR 1001-X ルータの設置チェ ック リス ト
設置場所の電源電圧の確認

設置場所の環境仕様の確認

必要なパスワード、 IP アド レス、 デバイス名などの準備

必要な道具を用意しました

ネッ ト ワーク接続機器の準備

ケーブル管理ブラケッ ト の取り付け （任意であるが推奨）

AC 電源コードを  AC 電源およびルータに接続

DC 電源コードを  DC 電源およびルータに接続

ネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルおよびデバイスを接続

システム電源を投入

システム  ブート が完了 （STATUS LED が点灯）

共有ポート  アダプタ と  NIM （必要に応じて） がいつでも使用できる

システム  バナーの表示後に、 正しいハード ウェア構成が表示される
こ と を確認

適切なラ イセンスがルータにインス トールされている

表 3-8 Cisco ASR 1001-X ルータの設置チェ ックリス ト  （続き）

タスク 確認者 日付
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Cisco ASR 1001-X ルータの設置チェ ック リス ト
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第 章4

Cisco ASR 1001-X ルータの取り付け

こ こでは、 機器シェルフ、 台上、 または装置ラ ッ クへの Cisco ASR 1001-X ルータの取り付け手
順を説明します。

この章の内容は、 次のとおりです。

• 「取り付け方法」 （P.4-1）

• 「ス タン ドアロン機器シェルフまたは台上への設置のガイ ド ラ イン」 （P.4-2）

• 「ラ ッ クの取り付けに関する一般ガイ ド ラ イン」 （P.4-3）

• 「ケーブル管理ブラケッ ト の取り付け」 （P.4-9）

• 「シャーシのアース接続」 （P.4-10）

• 「ケーブル接続」 （P.4-12）

取り付け方法
Cisco ASR 1001-X ルータは、 スタン ドアロンの 2 レールの 19 インチ ラ ッ クマウン ト （前面
レールのみ）、 および 4 レールの 19 インチ ラ ッ クマウン ト （前面レールと背面レール） に取り
付けるよ うに設計されています。

Cisco ASR 1001-X ルータの取り付け方法と してはラ ッ クマウン ト が推奨の方法ですが、 シャー
シを機器シェルフまたは台上に設置する こ と もできます。

警告 「危険」 の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 装置の取り扱
い作業を行う ときは、 電気回路の危険性に注意し、 一般的な事故防止策に留意して く ださい。
警告の各国語版は、 各注意事項の番号を基に、 装置に付属の 「Translated Safety Warnings」 を
参照して く ださい。 ステート メン ト  1071

警告 システムの取り付け、 操作、 保守を行う前に、 『Regulatory Compliance and Safety Information 
for Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers』 に目を通して く ださい。 このマニュア
ルには、 システムを扱う前に理解してお く必要がある安全に関する重要な情報が記載されてい
ます。 ステート メン ト  200

（注） シャーシを開梱し、 新しい機器の現場での要件をすべて確認してから取り付けを行ってください。
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スタンドアロン機器シェルフまたは台上への設置のガイド ライン
スタンドアロン機器シェルフまたは台上への設置のガイ
ドライン

シャーシは、 設置する場所に前もって準備しておく必要があ り ます。 シャーシの設置場所が決
まっていない場合は、 「設置場所の準備」 （P.3-1） を参考にして場所を決めて ください。

Cisco ASR 1001-X ルータを頑丈な機器シェルフまたは台上に設置する場合、 表面が汚れていな
いこ とを確認し、 次の点を遵守して ください。

• Cisco ASR 1001-X ルータでは、 吸気口および排気口 （シャーシの前後） を塞がないよ うに
するために、 それぞれ 3 インチ （7.62 cm） 以上のスペースが必要です。

• Cisco ASR 1001-X ルータは床から離して設置する必要があ り ます。 床に溜まった埃が冷却
ファンによってルータ内部に吸い込まれます。 ルータが埃を過度に吸い込むと、 過熱状態
およびコンポーネン ト故障の原因にな り ます。

• シャーシの前後に、 FRU の設置や交換、 またはネッ ト ワークケーブルや機器へのアクセス
のための約 19 インチ （48.3 cm） の空間を確保する必要があ り ます。

• Cisco ASR 1001-X ルータは適切に換気する必要があ り ます。 換気が十分に行われないキャ
ビネッ ト に設置しないでください。

• ケーブル管理ブラケッ ト をシャーシの前面に取り付ける場合は、 ブラケッ ト を用意してお
きます。

• ルータのシャーシが適切にアース接続している こ と を確認します （「シャーシのアース接
続」 （P.4-10） を参照）。

スタンドアロン装置シェルフまたは台上への Cisco ASR 1001-X ルータ
の設置手順

Cisco ASR 1001-X ルータを機器シェルフまたは台上に設置するには、 次の手順を実行して くだ
さい。

ステップ 1 台上またはプラ ッ ト フォーム、 およびその周囲の埃やゴ ミ を取り除きます。

ステップ 2 シャーシを機器シェルフまたは台上に置きます。

（注） ラ ッ ク  シェルフに Cisco ASR 1001-X ルータを設置する場合は、 ステップ 3 ～ 9 は任意で
す。 ケーブル管理ブラケッ ト を取り付ける前に、 シャーシのラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト
を取り付ける必要があ り ます。 「シャーシのラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の取り付け」
（P.4-5） および 「ケーブル管理ブラケッ ト の取り付け」 （P.4-9） を参照して ください。

ステップ 3 前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り付けます。 シャーシの前面のネジ穴 （通気穴の横の最初
の穴） の位置を確認し、 シャーシに付属している黒いネジのパッケージを使用します。

ステップ 4 前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト をシャーシの一方の側面に合わせます。

ステップ 5 ネジを差し込み、 締めます。

ステップ 6 シャーシの反対側面についても、 ステップ 2 ～ 3 を繰り返します。 すべてのネジを使用して
ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト をシャーシに固定します。
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ラックの取り付けに関する一般ガイ ド ライン
（注） ケーブル管理ブラケッ ト の U 字フッ クの開放側が外向きになるよ うにして、 ケーブル
管理ブラケッ ト をシャーシに取り付けて ください。

ステップ 7 シャーシに付属している  2 つのケーブル管理ブラケッ ト とネジを用意します。 「ケーブル管理
ブラケッ ト の取り付け」 （P.4-9） を参照して ください。

ステップ 8 シャーシに取り付けられた左右のラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト に、 ケーブル管理ブラケッ ト をネ
ジ留めします。 ケーブル管理ブラケッ ト をそれぞれ 2 個のネジで留めます。 4 本のネジのパッ
ケージから  1 本を使用します。

ステップ 9 ネジがすべてしっかり締まっている こ と を確認します。

ステップ 10 インス トールの継続についての手順は、 「シャーシのアース接続」 （P.4-10） に進みます。

ラックの取り付けに関する一般ガイドライン
ラ ッ ク取り付けを計画する と き、 次のガイ ド ラ インに留意する必要があ り ます。

• Cisco ASR 1001-X ルータでは、 縦方向に少な く と も  3.5 インチ （8.9 cm） のラ ッ ク  ユニッ
ト  スペースが必要です。 ラ ッ クにシャーシを設置する前に、 設置を予定している ラ ッ ク位
置を測定して ください。

• ラ ッ クを使用する前に、 ラ ッ ク設置の妨げとなる障害物 （電源コードなど） がないか確認
して ください。 電源コードがラ ッ ク設置の障害になっている場合、 シャーシを取り付ける
前に電源コードを一旦外し、 シャーシを取り付けた後に再度接続します。

• ラ ッ クの周りにメ ンテナンスに必要な空間を確保します。 ラ ッ クが移動できる場合、 通常
の動作時は壁やキャビネッ ト の近くに設置しておき、 メ ンテナンス （カードの取り付け/取
り外し、 ケーブルの接続、 コンポーネン ト の交換/アップグレードなど） の際に手前に引き
出すこ とができます。 移動できない場合、 FRU の取り外しができるよ うに 19 インチ
（48.3 cm） の空間を確保しておいて ください。

• シャーシの前後に、 冷却空気の吸気口と排気口のための空間をそれぞれ 3 インチ以上確保
します。 シャーシを装置が過密なラ ッ クに配置した り、 別の機器ラ ッ クに近接した場所に
配置した り しないでください。 他の機器から排出された高温の空気が吸気口に入り、 ルー
タ内部が高温になるおそれがあ り ます。

注意 シャーシが非常に高温になる危険があるため、 Cisco ASR 1001-X ルータは通気や空調が不十分
な場所に設置しないでください。

• ラ ッ クが転倒しないよ うに重心を低く保つため、 重い機器は必ずラッ クの下部に設置します。

• Cisco ASR 1001-X ルータに付属したケーブル管理ブラケッ ト を使用してケーブルをま とめ、
カードやプロセッサに接触しないよ うにします。 ラ ッ クにすでに設置されている他の機器
のケーブルがカードへのアクセスの妨げになった り、 機器のメ ンテナンスやアップグレー
ドのためだけに無関係なケーブルを外さなければならな くなった りする こ とがないよ うに
して ください。

• ルータのシャーシを適切にアース接続します。

このガイ ド ラ インのほか、 「寸法および重量」 （P.3-10） および 「設置環境の条件」 （P.3-9） の過
熱防止のための注意事項にも目を通して ください。
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ラックの取り付けに関する一般ガイド ライン
Cisco ASR 1001-X ルータのラックマウン ト

Cisco ASR 1001-X ルータは次に示すタイプのラ ッ クに設置できます。

• 19 インチまたは 23 インチの 2 支柱ラ ッ ク。 内側の寸法 （2 本の支柱またはレールの内側の
間隔） は 19 インチ （48.26 cm） 以上必要です。 シャーシの高さは 3.47 インチ （8.8 cm） で
す。 シャーシ内の通気は前面から背面に向かって流れます。

• 19 インチの 4 支柱ラ ッ ク。 内側の寸法 （2 本の支柱またはレールの内側の間隔） は 19 イン
チ （48.26 cm） 以上必要です。 シャーシの高さは 1.71 インチ （43.43 cm） です。 シャーシ
内の通気は前面から背面に向かって流れます。

Cisco ASR 1001-X ルータは、 前面または背面のラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト で取り付ける こ とが
できます。

ラックの寸法の確認

シャーシの取り付けを開始する前に、 機器ラ ッ クの垂直設置フランジ （レール） 間の距離を測
定し、 ラ ッ クが図 4-1 に示す測定値の要件を満たしている こ と を確認します。

図 4-1 機器ラックの寸法の確認

ステップ 1 左と右の設置レールの穴の中心間距離を測定します。

この距離は 18.31 インチ ± 0.06 インチ （46.5 cm ± 0.15 cm） である こ とが必要です。

（注） ラ ッ クの支柱が平行である こ と を確認するため、 機器ラ ッ クの下部、 中央部、 上部で左
右の穴の中心間距離を測定して ください。

ステップ 2 機器ラ ッ クの左前面および右前面の設置フランジ内側ど う しの距離を測定します。

幅が 17.25 インチ （43.8 cm） のシャーシを収容してラ ッ クの設置支柱の間に収めるには、 少な
く と も  17.7 インチ （45 cm） の距離が必要です。

Minimum usable
aperture 17.7 inches

(45.0 cm)

Hole centerline
to hole centerline

18.31 inches ± 0.06 inches
(46.5 cm ± 0.15 cm)

Mounting flanges

28
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ラックの取り付けに関する一般ガイ ド ライン
シャーシのラックマウン ト  ブラケッ トの取り付け

こ こでは、 前面のラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト をシャーシに取り付ける方法を説明します。 ラ ッ
クにシャーシを取り付ける前に、 シャーシの両側面にラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り付ける
必要があ り ます。

ラ ッ クマウン ト  ブラケッ トおよびケーブル管理ブラケッ ト の取り付けに必要な部品および工具
については、 「工具および機器」 （P.3-19） を参照して ください。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータには、 必要に応じて一連の背面取り付けブラケッ ト を収容するネジ山
付き機能のセッ ト がシャーシの背面にあ り ます。

（注） シャーシへのケーブル管理ブラケッ ト の取り付けは、 シャーシのラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を
シャーシに取り付けてシャーシをラ ッ クに設置した後に行って ください。

シャーシ前面ラックマウン ト  ブラケッ ト

ラ ッ クのどの位置にシャーシを取り付けるかを決めます。 ラ ッ クに複数のシャーシを設置する
場合、 ラ ッ クの下部または中央から順に設置して ください。 図 4-2 に、 シャーシにブラケッ ト
を取り付けた状態を示します。 使用するブラケッ ト の穴によっては、 シャーシがラ ッ クからは
み出すこ とがあ り ます。

Cisco ASR 1001-X ルータに前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り付けるには、 次の手順を実行
します。

ステップ 1 シャーシの側面にあるネジ穴の位置を確認します。 前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ トは、 ラ ッ ク
取り付け部とその穴がシャーシ前面側を向く よ うに取り付けます。

図 4-2 に、 Cisco ASR 1001-X ルータへの前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の取り付け位置を示し
ます。

図 4-2 Cisco ASR 1001-X ルータへの前面ラックマウン ト  ブラケッ トの取り付け

1 前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト のラ ッ ク
取り付け部とその穴

3 前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト  ネジ

2 前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト — —

2
3

1
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ラックの取り付けに関する一般ガイド ライン
ステップ 2 前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の最も上の穴と、 シャーシ側面の通気穴の隣にある穴の最も上
のものを合わせます。

ステップ 3 黒いネジを差し込み、 締めます。

ステップ 4 シャーシの反対側面についても、 ステップ 1 ～ 3 を繰り返します。 黒いネジを使用してラ ッ ク
マウン ト  ブラケッ ト をシャーシに固定して ください。

これで、 Cisco ASR 1001-X ルータに前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り付ける手順は完了
です。

ラックへの Cisco ASR 1001-X ルータの取り付け

シャーシにラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を取り付けたら、 付属ネジを使用してラ ッ クの 2 つの支
柱または取り付け板にラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト を固定して、 シャーシを取り付けます。 ラ ッ
クマウン ト  ブラケッ ト でシャーシ全体の重量を支えるため、 必ずすべてのネジを使用して、
シャーシのラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト をラ ッ ク支柱に固定して ください。

2 本支柱ラックへの設置

Cisco ASR 1001-X ルータは、 19 インチまたは 23 インチの 2 支柱ラ ッ クに設置する こ とができ
ます。

警告 ラックへのユニッ トの設置や、 ラ ッ ク内のユニッ トの保守作業を行う場合は、 負傷事故を防ぐ
ため、 システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認して く ださい。 安全を確保す
るために、 次のガイ ド ラインを守って く ださい。
- ラ ッ クに設置する装置が 1 台だけの場合は、 ラ ッ クの一番下に取り付けます。
- 空きがあるラ ックに装置を設置する場合は、 最も重い装置を一番下に設置して、 下から順番
に取り付けます。
- ラ ッ クにスタビライザが付いている場合は、 スタビライザを取り付けてから、 ラ ッ クに装置
を設置したり、 ラ ッ ク内の装置を保守したり して く ださい。 ステート メン ト  1006

ルータ とその上下の装置との間に、 1 インチまたは 2 インチ （2.54 cm または 5.08 cm） 以上の
スペースを確保して ください。

シャーシをラ ッ クに取り付ける手順は、 次のとおりです。

ステップ 1 シャーシに設置されたコンポーネン ト のすべてのネジや固定装置がしっかり固定されている こ
と を確認します。

ステップ 2 作業の妨げになるものが通路にないこ とを確認します。 ラ ッ クにキャスタが付いている場合、 ブ
レーキがかかっているか、 または別の方法でラ ッ クが固定されているこ とを確認して ください。

ステップ 3 （任意） Cisco ASR 1001-X ルータを支持するためのシェルフをラ ッ クに設置します。 シェルフを
使用する と、 ラ ッ クへシャーシを固定する と きに、 シャーシを容易に支えるこ とができます。

（注） シェルフを使用する場合、 シャーシをシェルフの上に置き、 シャーシ下部がシェルフに
載っている状態で、 取り付け穴と ラ ッ クの支柱の穴が合う までシャーシ前面を少し持ち
上げます。
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ラックの取り付けに関する一般ガイ ド ライン
ステップ 4 シャーシを  2 本のラ ッ ク支柱の間に持ち上げます。 この作業は 2 人で行います。

ステップ 5 ブラケッ トのラ ッ ク取り付け穴と ラ ッ クの支柱の穴を合わせ、 シャーシをラ ッ クに取り付けます。

ステップ 6 ラ ッ クマウン ト  フランジがラ ッ クの設置レールとぴった り合う よ うにシャーシを配置します。

ヒン ト ステップ 7 と  8 で指定されたラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト のイア穴を使用する と、 ス
ペースが確保され、 ラ ッ ク内のシャーシにケーブル管理ブラケッ ト を取り付けやすく
な り ます。

ステップ 7 シャーシを機器ラ ッ クの設置レールの位置に合わせ、 次のステップを実行します。

a. 下側のネジをラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の下から  2 番めの穴に差し込み、 ド ラ イバを使用
してネジをラ ッ ク  レールに締め付けます。

ヒン ト 取り付けを容易に行うには、 1 つのネジをシャーシの下部に差し込み、 次のネジを対
角線上のシャーシの上部に差し込みます。

b. 上側のネジをラ ッ クマウン ト取り付け部の上から  2 番めの穴 （下側ネジの対角線上にある
穴） に差し込み、 ラ ッ クレールに締め付けます。

c. 残りのネジでシャーシをラ ッ クに固定します。

ステップ 8 両側のすべてのネジを締めて、 シャーシをラ ッ クに固定します。

（注） 内側の寸法 （2 本の支柱またはレールの内側の間隔） は 19 インチ （48.26 cm） 以上必要です。
シャーシの高さは 1.71 インチ （4.34 cm） です。 シャーシ内の通気は前面から背面に向かって
流れます。

これで、 2 支柱ラ ッ クにシャーシを取り付ける手順は完了です。 「シャーシのアース接続」
（P.4-10） に進み、 設置作業を続けて ください。

図 4-3 に、 2 支柱装置ラ ッ クの Cisco ASR 1001-X ルータを示します。

図 4-3 2 支柱装置ラックに取り付けられた Cisco ASR 1001-X ルータ
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4 本支柱ラックへの設置

ステップ 1 （任意） Cisco ASR 1001-X ルータを支持するためのシェルフをラ ッ クに設置します。 シェルフ
を使用している場合は、 シャーシをシェルフの高さまで持ち上げます。 シャーシをブラケッ ト
に載せた後も、 引き続きシャーシを支えて ください。 別の作業者に手伝っても らい、 サイ ド  ハ
ンドルを使ってシャーシをラ ッ クに引き上げ、 電源ベイの底を持ち上げます。

ステップ 2 ラ ッ クマウン ト  フランジがラ ッ クの設置レールとぴった り合う よ うにシャーシを配置します。

（注） ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の下から  2 番めの穴と ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の上から  2 番めの
穴を使用して ください。 こ うする こ とによ り、 機器ラ ッ ク内でシャーシにケーブル管理ブラ
ケッ ト を容易に取り付けられます。

ステップ 3 シャーシを設置レールの位置に合わせながら、 も う一人の作業者がシャーシの両側のラ ッ ク
レールのネジを手で締めます。

ステップ 4 シャーシの両側のラ ッ クレールの残りのネジも手で締めます。

ステップ 5 両側のすべてのネジを締めて、 シャーシをラ ッ クに固定します。

図 4-4 に、 4 支柱ラ ッ クへの Cisco ASR 1001-X ルータの前面と背面のラ ッ クマウン ト を示し
ます。

図 4-4 前面と背面のラックマン トで 4 支柱ラックに設置した Cisco ASR 1001-X ルータ

ステップ 6 水準器を使用して 2 つのブラケッ ト が同じ高さにある こ と を確認します。 または、 巻き尺を使
用して両方のブラケッ ト がラ ッ クレールの上部から同じ距離である こ と を確認します。

これで、 ラ ッ クにシャーシを取り付ける手順は完了です。 「ケーブル管理ブラケッ ト の取り付
け」 （P.4-9） に進み、 設置作業を続けて ください。
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ケーブル管理ブラケッ トの取り付け
ケーブル管理ブラケッ トの取り付け
シャーシの各ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト に取り付けるカスタム  ケーブル管理ブラケッ ト に
よって、 シャーシの両側で （カードの向き と平行に） ケーブルを管理できます。 このブラケッ
トは、 ケーブルの取り付けと取り外しが容易に行えるよ う 、 ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト にネジ
で固定されます。

Cisco ASR 1001-X ルータのケーブル管理ブラケッ ト には、 4 本のネジを持つ独立した 1 個の
ケーブル管理 U 字フッ クがあ り、 各カード  モジュール スロ ッ ト のケーブルを処理できます。

ラ ッ ク内の Cisco ASR 1001-X ルータの両側にケーブル管理ブラケッ ト を取り付ける手順は、 次
のとおりです。

ステップ 1 Cisco ASR 1001-X ルータの一方のラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト にケーブル管理ブラケッ ト の位置
を合わせます。 ケーブル管理ブラケッ ト が、 シャーシのラ ッ ク  マウン ト  ブラケッ ト の一番上
の穴の位置にぴった り重な り ます。

ステップ 2 ケーブル管理ブラケッ ト からシャーシのラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト にネジを通し、 プラス ド ラ
イバで締めます。

（注） シャーシに付属している  4 個入りパッケージのネジを使用して ください。

図 4-5 に、ラ ッ ク内の Cisco ASR 1001-X ルータへの前面ラ ッ クマウン ト  ブラケッ ト の取り付け
位置を示します。

図 4-5 シャーシのラックマウン ト  ブラケッ トにあるケーブル管理ブラケッ ト取り付け穴

ステップ 3 下側のラ ッ クマウン ト取り付け穴を使用して、 ケーブル管理ブラケッ ト からシャーシのラ ッ ク
マウン ト  ブラケッ ト にネジを通します （図 4-5 を参照）。

これで、 シャーシにケーブル管理ブラケッ ト を取り付ける手順は完了です。

1 ケーブル管理ネジ
37
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シャーシのアース接続
シャーシのアース接続
シャーシを電源に接続する前、 または電源をオンにする前に、 Telcordia 接地要件に従って
シャーシを適切にアース接続して ください。 Cisco ASR 1001-X ルータにはシャーシのアース  コ
ネク タが設けられています シャーシ側面および DC 電源モジュールにはアース  スタ ッ ドが付い
ています （プラ イマ リ  アース  スタ ッ ド）。

警告 この装置は、 アースさせる必要があります。 絶対にアース導体を破損させたり、 アース線が正
し く取り付けられていない装置を稼働させたり しないで く ださい。 アースが適切かどうかはっ
きり しない場合には、 電気検査機関または電気技術者に確認して く ださい。 ステート メン ト  
1024

注意 アース線の取り付けと接続は必ず最初に行い、 取り外しは最後に行う必要があ り ます。

この手順を開始する前に、 推奨の工具と備品を用意して ください。

推奨する工具および部品

システム  アースをシャーシに接続するには、 次の工具、 装置、 および消耗品が必要です。

• プラス  ド ラ イバ

• 3.5 mm マイナス  ド ラ イバ （Phoenix # 1205053 または同等の 3.5 mm マイナス  ド ラ イバ）

• デュアル端子シャーシ  アース  コンポーネン ト

• アース線
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シャーシのアース接続
図 4-6 に、 Cisco ASR 1001-X ルータにアース  ラグを接続する方法を示します。

図 4-6 Cisco ASR 1001-X ルータへのアース接続の取り付け

次の手順に従って、 アース  ラグをシャーシのシャーシ  アース  コネク タに取り付けます。

ステップ 1 ワイヤ ス ト リ ッパを使用して、 AWG #6 アース線の一端の被覆を約 0.75 インチ （19.05 mm） 取
り除きます。

ステップ 2 AWG #6 アース線をアース  ラグの開放端に差し込みます。

ステップ 3 圧着工具を使用して、 導線の導線レセプタ クルを注意深く圧着します。 これは、 アース線を確
実にレセプタ クルに接続するために必要な手順です。

ステップ 4 アース  ラグをワイヤに取り付けてアース線が電源と重ならないよ うにします。

図 4-7 に、 アース  ラグをシャーシ アース  コネク タに取り付ける方法を示します。

37
10

85

12

3
4

2

1 シャーシのアース  スタ ッ ドおよび導線 3 シャーシのアース  コネク タ

2 アース  ネジ 4 アース記号
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図 4-7 シャーシ アース コネクタへのアース ラグの取り付け

ステップ 5 シャーシ側面のシャーシ  アース  コネク タの位置を確認します。

ステップ 6 アース  ラグの穴に 2 つのネジを差し込みます。

ステップ 7 No.2 のプラス  ド ラ イバを使用して、 アース  ラグがシャーシに固定されるまで、 慎重にネジを
締めます。 ネジを締めすぎないよ うにして ください。

ステップ 8 アース線の反対側の端を設置場所の適切なアース設備に接続し、 シャーシが十分にアースされ
るよ うにします。

これで、 シャーシをアース接続する手順は完了です。

ケーブル接続
Cisco ASR 1001-X ルータに外部ケーブルを接続する と きは、 次のガイ ド ラ インに留意して くだ
さい。

• 干渉を防止するため、 高出力の回線がインターフェイス  ケーブルと接触しないよ うにして
ください。

• システムの電源を入れる前に、 配線の限度 （特に距離） を確認して ください。

コンソール ポートおよび AUX ポートのケーブル接続

こ こでは、 Cisco ASR 1001-X ルータのコンソール ポート または補助ポート にケーブルを接続す
る方法について説明します。 ルータでは、 コンソール端末を接続するため、 補助ポート と コン
ソール ポート の両方に RJ-45 ポート を使用します。

Cisco ASR 1001-X ルータには、 前面パネルに CON とい う ラベルが貼付された非同期シ リ アル
（EIA/TIA-232） RJ-45 コンソール ポート が搭載されています。 Cisco ASR 1001-X ルータに付属
のコンソール ケーブル キッ ト を使用して、 ほとんどのタ イプのビデオ端末にこのポート を接
続できます。 コンソール ケーブル キッ ト に含まれている ものは、 次のとおりです。

• RJ-45/RJ-45 ク ロス  ケーブル x 1

• RJ-45/DB-9 （ メ ス） アダプタ  x 1

1 シャーシ アース導線 3 アース  ネジ

2 アース  スタ ッ ド 4 シャーシ アース  コネク タの穴

28
01

86

4

1 2

3
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ケーブル接続
ク ロス  ケーブルは一方のピン接続が反対側と逆にな り ます。 つま り、 （一方の） ピン  1 と （反
対側の） ピン  8、 ピン  2 と ピン  7、 ピン  3 と ピン  6 のよ うに接続します。 ク ロス  ケーブルは、
ケーブルの 2 つのモジュラ端末を比較する こ とによって識別できます。 タブが後ろにく る よ う
にケーブルの端を並べて手に持ちます。 左側プラグの外側 （左端） のピン （ピン  1） に接続さ
れたワイヤと、 右側プラグの外側 （右端） のピン （ピン  8） に接続されたワイヤが同じ色にな
り ます。

注意 コンソール ポート と補助ポートは両方と も非同期シ リ アル ポート です。 これらのポート に接
続する装置には、 非同期伝送機能が必要です ク ラス  A エ ミ ッシ ョ ン要件に適合するために、 コ
ンソールと補助ポート  コネク タにシールド付きケーブルを使用する必要があ り ます。

端末または PC を使用してルータのコンソール インターフェイスに接続する前に、 次の手順を
実行します。

ステップ 1 コンソール ポート に端末を接続する前に、 シャーシのコンソール ポート に合わせて、 端末を  
9600 ボー、 8 データ  ビッ ト 、 パ リ テ ィなし、 1 ス ト ップ ビッ ト （9600 8N1） に設定します。

ステップ 2 RJ-45/DB-9 ケーブルを使用して、Cisco ASR 1000-X ルータのシ リ アル RJ-45 コンソール ポート
（CON） に RJ-45 ケーブルの一方の端を接続します。 端末機器に DB-9 側を接続します。

（注） ご使用の端末またはホス ト の要件に合わせてデフォル ト設定を変更する方法については、
『Cisco IOS Terminal Services Configuration Guide』 を参照して ください。

ステップ 3 ルータが正常に動作したあとは、 端末を接続解除できます。

コンソール ポート にビデオ端末を接続する手順は、 次のとおりです。

ステップ 4 「 ミ ニ USB コンソール ポートへの接続」 （P.4-13） に進み、 設置作業を続けて ください。

ミニ USB コンソール ポートへの接続

USB シ リ アル コンソール ポートは、 USB タ イプ A to 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B ケーブルを使
用して、 PC の USB コネク タに直接接続します。 USB コンソールはフル スピード （12 Mbps）
の動作をサポート しています。 コンソール ポートはハード ウェア  フロー制御をサポート して
いません。

（注） • 必ず適切な終端のシールド  USB ケーブルを使用して ください。 USB シ リ アル コンソール 
インターフェイス  ケーブルの長さは 3 m 以下にする必要があ り ます。

• 同時にアクテ ィブにできるのは 1 個のコンソール ポート だけです。 ケーブルを  USB コン
ソール ポート に接続する と、 RJ-45 ポートは非アクテ ィブにな り ます。 反対に、 USB ケー
ブルを  USB ポート から外すと、 RJ-45 ポートはアクテ ィブにな り ます。

• 4 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コネク タは、 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B コネク タ と混同しやすい
コネク タです。 5 ピン  ミ ニ USB タ イプ B だけがサポート される点に注意して ください。

コンソール ポート のデフォル ト  パラ メータは、 9600 ボー、 8 データ  ビッ ト 、 パ リ テ ィなし、
および 1 ス ト ップ スロ ッ ト です。
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Windows 7 よ り前の Microsoft Windows OS のバージ ョ ンで使用する場合、 コンソール ポート に
接続されているすべての PC に Cisco Windows USB Console Driver をインス トールする必要があ
り ます。 ド ラ イバがインス トールされていない場合、 簡単なインス トール プロセスが案内され
ます。

Cisco Windows USB Console Driver を使用する と、 Windows HyperTerminal の操作に影響を与え
る こ とな く、 コンソール ポート の USB を着脱できます。 Mac OS X または Linux の場合、 特別
なド ラ イバは必要あ り ません。

USB コンソール ポート のボー レー トは、 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、
115200 bps です。

管理イーサネッ ト  ポートのケーブル接続

注意 ク ラス  A の放射要件を満たすには、接続にシールド付きイーサネッ ト  ケーブルを使用する必要
があ り ます。

ルータ上で管理イーサネッ ト  インターフェイスを使用するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 MGMT ETHERNET ポート にイーサネッ ト  RJ-45 ケーブルを差し込みます。

ステップ 2 RJ-45 ケーブルの反対の端を管理デバイスまたはネッ ト ワークに接続します。

内蔵 1 GE SFP および 10 GE SFP+ ポート  ケーブルの接続

内蔵 1 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート

6 個の内蔵ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート （前面パネルに黄色で示されています） には、 SFP 
モジュールをサポートする  6 個の光ファ イバ レシーバがあ り ます。 各ポートは、 光ファ イバ接
続を使用して ト ラフ ィ ッ クを送受信できます。

SFP モジュール接続

小型フォーム  ファ ク タ （SFP） モジュールは、 6 個の内蔵ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート上の 
6 個のギガビッ ト  イーサネッ ト光スロ ッ ト に挿入する入出力 （I/O） デバイスです。

（注） 6 個の内蔵ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポートは、 表 2-2に記載されているサポート対象 SFP モ
ジュールだけを受け入れます。 SFP モジュールが内蔵ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート に挿入さ
れるたびに SFP モジュール チェ ッ クが実行され、 このチェ ッ クに合格した  SFP モジュールだ
けが使用可能にな り ます。 SFP モジュールは、 ギガビッ ト  イーサネッ ト以外のテク ノ ロジー、
および 6 個の内蔵ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート以外の製品に使用するためのものです。

内蔵 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート

2 個の内蔵 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート （前面パネルにオレンジ色で示されています）
には、 SFP+ モジュールをサポートする  2 個の光ファ イバ レシーバがあ り ます。 各ポー トは、
光ファ イバ接続を使用して ト ラフ ィ ッ クを送受信できます。
4-14
Cisco ASR 1001-X ルータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド

OL-32376-02-J



第 4 章      Cisco ASR 1001-X ルータの取り付け

ケーブル接続
SFP+ モジュールの接続

小型フォーム  ファ ク タ （SFP+） モジュールは、 2 個の内蔵 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート
上の 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト光スロ ッ ト に挿入する入出力 （I/O） デバイスです。

（注） 2 個の内蔵 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポートは、 表 2-4に記載されているサポート対象 SFP+ 
モジュールだけを受け入れます。 SFP+ モジュールが 2 個の内蔵 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  
ポート に挿入されるたびに SFP モジュール チェ ッ クが実行され、 このチェ ッ クに合格した  
SFP+ モジュールだけが使用可能にな り ます。 SFP+ モジュールは、 ギガビッ ト  イーサネッ ト以
外のテク ノ ロジー、 および 2 個の内蔵 10 ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート以外の製品に使用す
るためのものです。

警告 Cisco ASR 1001-X ルータの内蔵 1 GE SFP モジュールと  2 個の 10 GE SFP+ モジュールは同一の基
本フォーム ファクタを共有するため、 相互のポート  スロッ トに適合します。 SFP+ モジュール
を誤って SFP ポートに装着したり、 またはその逆で装着したりすると、 次のエラー メ ッセー
ジが表示されます。
Jun 23 12:07:51.273 EST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP0/0: transceiver module 

inserted in TenGigabitEthernet0/0/0

Jun 23 12:07:53.068 EST: %TRANSCEIVER-3-NOT_SUPPORTED: SIP0/0: Detected for 

transceiver module in TenGigabitEthernet0/0/0, module disabled

Jun 23 12:08:09.273 EST: %TRANSCEIVER-6-INSERTED: SIP0/0: transceiver module 

inserted in GigabitEthernet0/0/1

Jun 23 12:08:10.959 EST: %TRANSCEIVER-3-INIT_FAILURE: SIP0/0: Detected for 

transceiver module in GigabitEthernet0/0/1, module disabled

Cisco ASR 1000 シ リーズ ルータに搭載された内蔵ギガビッ ト  イーサネッ ト  ポート のケーブル
接続の汎用手順については、 次の URL の 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers 
SIP and SPA Hardware Installation Guide』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/interfaces_modules/shared_port_adapters/install_upgrade/ASR1
000/asr_sip_spa_hw.html

共有ポート  アダプタ  ケーブルの接続

Cisco ASR 1001-X ルータに搭載された共有ポー ト  アダプタのケーブル接続手順については、 次
の URL にある 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers SIP and SPA Hardware 
Installation Guide』 を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/interfaces_modules/shared_port_adapters/install_upgrade/ASR1
000/asr_sip_spa_hw.html
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第 章5

Cisco ASR 1001-X ルータの起動と初期設定

この章を参考にする こ とによ り、 ルータの基本設定を理解し、 ネッ ト ワークにアクセスする こ
とができます。 複雑な設定手順はこのマニュアルの対象外です。 シスコ  ハード ウェア製品にイ
ンス トールされている  Cisco IOS ソフ ト ウェア  リ リースに対応するコンフ ィギュレーシ ョ ン  ガ
イ ドおよびコマン ド  リ フ ァレンスを参照して ください。

この章の内容は、 次のとおりです。

• 「システム起動前の確認」 （P.5-1）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの電源投入」 （P.5-2）

• 「ルータの初期設定の実行」 （P.5-4）

• 「ルータ設定の保存」 （P.5-14）

• 「初期設定の確認」 （P.5-14）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの安全な電源オフ」 （P.5-15）

• 「環境モニタおよびリ ポー ト機能」 （P.5-16）

システム起動前の確認
すべてのカード  スロ ッ ト と収納部が塞がっている こ と を確認して ください。 空のスロ ッ ト には
ブランクの前面プレート を取り付けます。 電源スロ ッ トは空の状態にしておかないでくださ
い。 電源スロ ッ ト にカバーが付いていない場合、 ミ ッ ドプレーンの電源ピンの危険電圧に晒さ
れる危険があ り ます。

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、 3 つの重要な機能があります。 シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、 他の装置への電磁干渉 （EMI） の影響を防ぐ
こと、 およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。 システムは、 必ずすべて
のカード、 前面プレート、 前面カバー、 および背面カバーを正し く取り付けた状態で運用して
く ださい。 ステート メン ト  1029 

（注） 起動シーケンスを確認するには、 Cisco ASR 1001-X ルータを起動する前にコンソールを接続し
ておく必要があ り ます。
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ルータを起動する前に、 次の条件に適合している こ と を確認します。

• ネッ ト ワーク  インターフェイス  ケーブルまたはオプシ ョ ンのファス ト  イーサネッ ト管理
ポート のケーブルが接続されている。

• シャーシが確実に設置されていて、 アースされている。

• 電源コードおよびインターフェイス  ケーブルが接続されている。

• ターミナル エ ミ ュレーシ ョ ン  プログラム （hyperTerminal または同等のプログラム） がイ
ンス トールされた PC がコンソール ポート に接続され、 電源投入されている。 また、 9600 
ボー、 8 データ  ビッ ト 、 1 ス ト ップ ビッ ト 、 パ リ テ ィなし、 フロー制御なしに設定されて
いる。

• アクセス  コン ト ロールのためにパスワードが選択されている。

• 取り外し可能なコンポーネン ト の固定ネジがすべてしっかり と締められている こ と

• コンソール端末がオンになっている。

• ネッ ト ワーク  インターフェイスの IP アド レスを判別済みである。

• 共有ポート  アダプタおよび NIM がそれぞれのスロ ッ ト に挿入されている （該当する場合）。

• 空のカード  スロ ッ ト にブランクの正面プレート が取り付けられている。 これによ り、
シャーシ内部の空気流を確保でき、 適切な電磁適合性 （EMC） を得る こ と もできます。

Cisco ASR 1001-X ルータの電源投入
前提条件

電源を入れる前に、 次のこ とを確認して ください。

• 電源コードが電源差し込み口に接続されている こ と

• すべてのケーブルが接続されている こ と

• コンピュータが起動され、 接続されている こ と

システムに初めて電源を入れる準備ができました。 次の手順を実行します。

ステップ 1 電源スイ ッチをオンの位置に動かします。 ファンの音を聞きます。 すぐに作動音が聞こえるは
ずです。 電源の LED OK が緑色に点灯していて、 FAIL LED が点灯してないこ とを確認します。

前面パネルのインジケータ  LED では、 起動中の電源、 動作、 ステータスに関する有益な情報
が得られます。 LED の詳細については、 「Cisco ASR 1001-X ルータの LED」 （P.1-3） を参照し
て ください。

ステップ 2 初期化プロセスを確認します。 システム  ブート が完了する と （ブー ト  プロセスには数秒かか
り ます） は、 Cisco ASR 1001-X ルータが初期設定を開始します。

以下に、 システム  ブート  プロセス中に表示される出力例を示します。

例 5-1 Loading from ROMMON with a System Image in Bootflash

Initializing Hardware ...

System integrity status: 00000610

System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014  by cisco Systems, Inc.

Current image running: Boot ROM0
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Cisco ASR 1001-X ルータの電源投入
Last reset cause: PowerOn

ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory

File size is 0x1c103d44
Located 
asr1001x-universalk9.BLD_V154_2_S0A_XE3120A_THROTTLE_LATEST_20140427_042227-std.SPA.bin
Image size 470826308 inode num 81931, bks cnt 114948 blk size 8*512
##########################################################################################
##########
##########################################################################################
##########
Validating dev_mode signature
done

Boot image size = 470826308 (0x1c103d44) bytes

ROM:RSA Self Test Passed
ROM:Sha512 Self Test Passed
Self Tests Latency: 58 mSec

Package header rev 1 structure detected
Calculating SHA-1 hash...done
validate_package_cs: SHA-1 hash:
        calculated ef1e9e3f:519cec63:1f14c20f:c3b39303:dbb4c3c5
        expected   ef1e9e3f:519cec63:1f14c20f:c3b39303:dbb4c3c5

RSA Signed RELEASE Image Signature Verification Successful.
Package Load Test Latency : 5070 mSec
Image validated
Validating dev_mode signature
done

              Restricted Rights Legend

Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec.52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec.252.227-7013.

           cisco Systems, Inc.
           170 West Tasman Drive
           San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software, ASR1000 Software (X86_64_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9-M), Experimental 
Version 15.4(20140427:063816) 
[v154_2_s0a_xe3120a_throttle-BLD-BLD_V154_2_S0A_XE3120A_THROTTLE_LATEST_20140427_042227-io
s 106]
Copyright (c) 1986-2014 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 27-Apr-14 00:02 by mcpre

cisco ASR1001-X (1NG) processor with 3765392K/6147K bytes of memory.
Processor board ID P4A-17
6 Gigabit Ethernet interfaces
3 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
8388608K bytes of physical memory.
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6684671K bytes of eUSB flash at bootflash:.

Press RETURN to get started!

*May 13 15:17:59.791: %SMART_LIC-6-AGENT_READY: Smart Agent for Licensing is initialized
*May 13 15:18:00.810: %IOS_LICENSE_IMAGE_APPLICATION-6-LICENSE_LEVEL: Module name = 
asr1001x Next reboot level = adventerprise and License = adventerprise
*May 13 15:18:03.504: %IOSXE_THROUGHPUT-6-LEVEL: Throughput level has been set to 20000000 
kbps
*May 13 15:18:14.767: %SPANTREE-5-EXTENDED_SYSID: Extended SysId enabled for type vlan
*May 13 15:18:17.981: VOIPHA: removing default handlers

*May 13 15:18:18.838: %LINK-3-UPDOWN: Interface Lsmpi0, changed state to up
*May 13 15:18:18.838: %LINK-3-UPDOWN: Interface EOBC0, changed state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface VoIP-Null0, changed 
state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface LI-Null0, changed 
state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0, changed state to down
.
.
.

ルータの初期設定の実行
以降の項で説明する手順に従って、 ルータの初期設定を行う こ とができます。

• 「Cisco setup コマン ド機能の使い方」 （P.5-4）

• 「Cisco IOS-XE CLI の使い方 （手動設定）」 （P.5-7）

Cisco setup コマンド機能の使い方

setup コマン ド機能を使用する と、 プロンプ ト に従って必要な情報を入力する こ とで、 簡単に
ルータを設定できます。 また、 LAN および WAN インターフェイスなどの初期設定を順番に実
行できます。

（注） 起動した際に Cisco IOS XE ルータに何も設定がない場合には、 この setup コマン ド機能が自動
的に入力されます。

設定の作成後に設定を変更する方法については、 『Cisco IOS XE Configuration Guide』 および
『Cisco IOS XE Command References』 を参照して ください。

こ こでは、 ルータのホス ト名とパスワードを設定し、 管理ネッ ト ワーク と通信するためのイン
ターフェイスを設定する方法について説明します。

（注） setup コマン ド機能を間違って使用した場合は、 setup コマン ド機能を終了し、 再度実行して く
ださい。 Ctrl+C を押し、 特権 EXEC モード （Router#） に setup コマン ドを入力します。
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ステップ 1 Cisco IOS-XE CLI から、 特権 EXEC モードで setup コマン ドを入力します。

Router> enable 
Password: <password> 
Router# setup 

         --- System Configuration Dialog ---
Continue with configuration dialog? [yes/no]:

setup コマン ド機能のプロンプ トは、 ルータのモデル、 組み込まれているインターフェイス  モ
ジュール、 さ らにソフ ト ウェア  イ メージによって異な り ます。 次の手順およびユーザ入力 （太
字の部分） は、 あ く までも例です。

ステップ 2 setup コマン ド機能を使用して操作を進めるには、 yes を入力します。

Continue with configuration dialog? [yes/no]:

At any point you may enter a question mark '?' for help.

Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

ステップ 3 基本の管理設定で、 必要な接続だけを設定します。

Would you like to enter basic management setup? [yes/no]: yes

ステップ 4 ルータのホス ト名を入力します （例では myrouter）。
Configuring global parameters:
Enter host name [Router]: myrouter

ステップ 5 イネーブル シークレ ッ ト  パスワードを入力します。 このパスワードは暗号化される （安全性
が高い） ので、 設定を表示してもパスワードは表示されません。

The enable secret is a password used to protect access to
privileged EXEC and configuration modes. This password, after
entered, becomes encrypted in the configuration.
Enter enable secret: cisco

ステップ 6 イネーブル シークレッ ト  パスワード とは異なるイネーブル パスワードを入力します。 このパス
ワードは暗号化されない （安全性が低い） ので、 設定を表示する とパスワード も表示されます。

The enable password is used when you do not specify an
enable secret password, with some older software versions, and
some boot images.
Enter enable password: cisco123

ステップ 7 仮想端末パスワードを入力します。 このパスワードによって、 コンソール ポート以外のポート
からの不正アクセスを防止できます。

The virtual terminal password is used to protect
access to the router over a network interface.
Enter virtual terminal password: cisco

ステップ 8 次のプロンプ ト に対して、 使用するネッ ト ワークに適した応答を入力します。

Configure SNMP Network Management? [no]: yes
    Community string [public]:

使用可能なインターフェイスの要約が表示されます。 インターフェイスの概要には、 インター
フェイスのナンバ リ ングが含まれます。 これはルータ  モデルおよびインス トールされているモ
ジュールと インターフェイス  カードによって変わり ます。

Current interface summary
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Interface              IP-Address      OK? Method Status                Protocol
Te0/0/0                20.1.1.1        YES NVRAM  administratively down down    
Te0/0/1                21.1.1.1        YES NVRAM  administratively down down    
GigabitEthernet0/0/0   11.1.1.1        YES NVRAM  down                  down    
GigabitEthernet0/0/1   12.1.1.1        YES NVRAM  administratively down down    
GigabitEthernet0/0/2   13.1.1.1        YES NVRAM  administratively down down    
GigabitEthernet0/0/3   14.1.1.1        YES NVRAM  administratively down down    
GigabitEthernet0/0/4   15.1.1.1        YES NVRAM  administratively down down    
GigabitEthernet0/0/5   200.1.1.1       YES NVRAM  administratively down down    
Te0/1/0                22.1.1.1        YES NVRAM  administratively down down    
GigabitEthernet0       2.1.12.233      YES NVRAM  up                    up

Any interface listed with OK? value "NO" does not have a valid configuration

ステップ 9 次のプロンプ ト に対して、 使用するネッ ト ワークに適した応答を入力します。

Configuring interface GigabitEthernet0/0/1:
Configure IP on this interface? [yes]: yes
    IP address for this interface [10.10.10.12]:
    Subnet mask for this interface [255.0.0.0] : 255.255.255.0
    Class A network is 10.0.0.0, 24 subnet bits; mask is /24

次のコンフ ィギュレーシ ョ ン  コマン ド  ス ク リプ ト が作成されます。

hostname myrouter
enable secret 5 $1$t/Dj$yAeGKviLLZNOBX0b9eifO0
enable password cisco123 
line vty 0 4 password cisco snmp-server community public !
no ip routing

!
interface GigabitEthernet0/0/0

シャ ッ ト ダウン
no ip address
!
interface GigabitEthernet0/0/1
no shutdown
ip address 10.10.10.12 255.255.255.0
!
interface GigabitEthernet0/0/2

シャ ッ ト ダウン
no ip address
!
.
.
.
end

ステップ 10 次のプロンプ ト に応答します。 [2] を選択して、 初期設定を保存します。

[0] Go to the IOS command prompt without saving this config.
[1] Return back to the setup without saving this config.
[2] Save this configuration to nvram and exit.

Enter your selection [2]: 2
Building configuration...
Use the enabled mode 'configure' command to modify this configuration.

Press RETURN to get started!RETURN

次のユーザ プロンプ ト が表示されます。

myrouter>
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設定の完了

シスコの setup コマン ド機能を使用する場合、 機能が要求する情報を 「Cisco setup コマン ド機
能の使い方」 （P.5-4） の説明に従ってすべて入力する と、 最終的な設定が表示されます。 ルー
タ設定を完了するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 設定を保存するよ うにプロンプ ト が表示されます。

• no と答える と、 入力した設定情報は保存されません。 また、 ルータ  イネーブル プロンプ
ト に戻り ます （Router#）。 setup と入力する と、 システム設定ダイアログ  ボッ ク スに戻り
ます。

• yes と答える と、 設定は保存され、 ユーザ EXEC プロンプ ト （Router>） に戻り ます。

Use this configuration? {yes/no} : yes
Building configuration...
Use the enabled mode 'configure' command to modify this configuration.

%LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/1/0, changed state to up
%LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/1/0, changed state to up

<Additional messages omitted.>

ステップ 2 画面にメ ッセージが表示されな くなったら、 Return キーを押して、 Router> プロンプ ト を表
示します。

ステップ 3 Router> プロンプ トは、 コマン ド ラ イン  インターフェイス （CLI） を実行中で、 ルータの初期
設定を完了したこ と を示します。 この時点では、 設定はまだ完了していないこ とに注意して く
ださい。 この時点で 2 つの選択肢があ り ます。

• も う一度 setup コマン ド機能を実行し、 別の設定を作成します。

Router> enable
Password: password
Router# setup

• CLI を使用して、 既存の設定を変更するか、 追加の機能を設定します。

Router> enable
Password: password
Router# configure terminal
Router(config)#

Cisco IOS-XE CLI の使い方 （手動設定）

こ こでは、 ルータの初期設定を行う ために CLI にアクセスする方法を示します。

システム設定メ ッセージが表示されない場合、 デフォル ト の設定ファ イルは出荷前にルータに
インス トールされています。 ルータを設定する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1 次のシステム  メ ッセージがルータに表示されたら、 no と入力します。

--- System Configuration Dialog ---

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no
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ステップ 2 Return を押して、 手動設定を続行します。

複数のログ  メ ッセージが表示されます。

ステップ 3 Return を押すと  Router> プロンプ ト が表示されます。

ステップ 4 enable と入力して特権 EXEC モードを開始します。

Router> enable 
Router#

ルータのホスト名の設定

ホス ト名は CLI プロンプ ト とデフォル ト の設定ファ イル名に使用されます。 ルータのホス ト名
を設定しない場合、 出荷時のデフォル ト のホス ト名である 「Router」 が使用されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. hostname name 

4. end 

手順の詳細

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 enable

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。

ステップ 3 hostname name 

例 ：
Router(config)# hostname myrouter 

ネッ ト ワーク  サーバのホス ト名を指定または修正
します。

ステップ 4 end 

例 ：
myrouter# end

（任意） 特権 EXEC モードに戻り ます。
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イネーブルおよびイネーブル シークレッ ト  パスワードの設定

セキュ リ テ ィのレイヤを追加するには、 特にネッ ト ワークを経由するパスワード または TFTP 
サーバに保存されるパスワードの場合、enable password コマン ド または enable secret コマン ド
を使用します。 どちらのコマン ド も同じ結果を達成します。 つま り、 特権 EXEC （イネーブル）
モードにアクセスするために入力する必要がある、 暗号化されたパスワードを設定できます。

よ り高度な暗号化アルゴ リ ズムが使用されるので、 enable secret コマン ドを使用する こ と を推
奨します。

詳細については、 『Cisco IOS Security Configuration Guide』 の 「Configuring Passwords and 
Privileges」 の章を参照して ください。 また、 『Cisco IOS Password Encryption Facts』 テクニカル 
ノー ト と 『Improving Security on Cisco Routers』 テクニカル ノー ト も参照して ください。

[Restrictions （機能制限） ]

enable secret コマン ドを設定した場合、このコマン ドは enable password コマン ド よ り も優先さ
れます。 同時に 2 つのコマン ドを有効にはできません。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. enable secret password 

4. end 

5. enable 

6. end 

手順の詳細

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 enable

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

• パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。

ステップ 3 enable secret password 

例 ：
Router(config)# enable secret greentree

enable password コマン ド よ り も強化したセキュ リ
テ ィ  レイヤを指定します。

ステップ 4 end 

例 ：
Router(config)# end

特権 EXEC モードに戻り ます。
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コンソールのアイドル特権 EXEC タイムアウトの設定

こ こでは、 コンソール回線のアイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を設定する方法について説明し
ます。 デフォル ト では、 特権 EXEC コマン ド  インタープ リ タは、 ユーザ入力の検出を  10 分間
待ってから タイムアウ ト します。

コンソール回線を設定する と き、 通信パラ メータの設定、 自動ボー接続の指定、 および使用し
ている端末の端末操作パラ メータの設定を行う こ と もできます。 コンソール回線の設定の詳細
については、 『Cisco IOS Configuration Fundamentals and Network Management Configuration 
Guide』 を参照して ください。 具体的には、 「Configuring Operating Characteristics for Terminals」
と 「Troubleshooting and Fault Management」 の章を参照して ください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. line console 0 

4. exec-timeout minutes [seconds] 

5. end 

6. show running-config 

手順の詳細

ステップ 5 enable 

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

新しいイネーブルまたはイネーブル シークレ ッ ト  
パスワードが機能している こ と を確認します。

ステップ 6 end 

例 ：
Router(config)# end

（任意） 特権 EXEC モードに戻り ます。

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 enable

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。

ステップ 3 line console 0 

例 ：
Router(config)# line console 0 

コン ソール回線を設定し、 回線コンフ ィ ギュレー
シ ョ ン  コマン ドのコレ クシ ョ ン  モード を開始し
ます。
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例 

次に、 コンソールのアイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を  2 分 30 秒に設定する例を示します。

line console
 exec-timeout 2 30

次に、 コンソールのアイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を  30 秒に設定する例を示します。

line console
 exec-timeout 0 30 

ギガビッ ト  イーサネッ ト管理インターフェイスの概要

ルータには、 GigabitEthernet0 とい う名前のイーサネッ ト管理ポート があ り ます。

このインターフェイスの目的は、 ユーザがルータ上で管理タス クを実行できるよ うにする こ と
です。 これは、 ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クを転送すべきでないか、 多くの場合は転送できない
インターフェイスですが、 Telnet および SSH を介してルータにアクセスしてルータ上の管理タ
ス クを実行するために使用できます。 このインターフェイスは、 ルータがルーテ ィ ングを開始
する前か、 またはその他の転送インターフェイスが非アクテ ィブ時に ト ラブルシューテ ィ ング
を行う場合に有用な機能を提供します。

管理イーサネッ ト  インターフェイスでは、 次の点に注意して ください。

• ルータには、 GigabitEthernet0 とい う名前の管理イーサネッ ト  インターフェイスが 1 つあ り
ます。

• インターフェイスでサポート されるルーテッ ド  プロ ト コルは、 IPv4、 IPv6、 および ARP だ
けです。

• このインターフェイスは、 転送インターフェイスが機能していないか、 Cisco IOS がダウン
していても、 ルータにアクセスする手段とな り ます。

ステップ 4 exec-timeout minutes [seconds] 

例 ：
Router(config-line)# exec-timeout 0 0

アイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を設定します。
これは特権 EXEC コマン ド  インタープ リ タがユー
ザの入力が検出されるまで待つ間隔です。

次に、 タイムアウ ト なしを指定する例を示します。
exec-timeout 値を  0 に設定する と、 ルータへのログ
イン後にタイムアウ トでログアウ トするこ とがな く
な り ます。 この場合、 disable コマンドを使用して
手動でログアウ トせずにコンソールを離れる と、 セ
キュ リ ティ上の問題が発生する可能性があ り ます。

ステップ 5 end 

例 ：
Router(config)# end

特権 EXEC モードに戻り ます。

ステップ 6 show running-config 

例 ：
Router# show running-config 

実行コンフ ィ ギュレーシ ョ ン  フ ァ イルを表示し
ます。

アイ ドル特権 EXEC タ イムアウ ト を適切に設定し
たこ と を確認します。

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的
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• 管理イーサネッ ト  インターフェイスは、 自身の VPN ルーティ ングおよび転送 （VRF） の一
部となっています。 詳細については、 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers 
Software Configuration Guide』 を参照して ください。

ギガビッ ト  イーサネッ トのデフォルト構成

デフォル ト では、 転送 VRF は、 Mgmt-intf とい う特殊なグループ名を持つインターフェイス用
に設定されます。 この設定を変更する こ とはできません。 これは、 管理インターフェイスの ト
ラフ ィ ッ クをフォワーディ ング  プレーンから分離します。 そ う しないと、 ほとんどの機能に対
して、 インターフェイスが他のギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイス と同じよ うに設定
できてしまいます。

たとえば、 デフォル ト設定は次のとおりです。

interface GigabitEthernet0 
vrf forwarding Mgmt-intf 
ip address 172.18.77.212 255.255.255.240 
negotiation auto

ギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイスの設定

こ こでは、 IP アド レスおよびインターフェイスの説明をルータのイーサネッ ト  インターフェイ
スに割り当てる方法について説明します。

ギガビッ ト  イーサネッ ト  インターフェイスの包括的な設定情報については、 『Cisco IOS 
Interface and Hardware Component Configuration Guide』 の 「Configuring LAN Interfaces」 の章を
参照して ください。

インターフェイス番号の詳細については、 ご使用のルータに関連する ソフ ト ウェア  コンフ ィ
ギュレーシ ョ ン  ガイ ドを参照して ください。

手順の概要

1. enable
2. show ip interface brief 
3. configure terminal
4. interface gigabitethernet 0
5. ip address ip-address mask 

6. no shutdown 

7. end 

8. show ip interface brief 
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手順の詳細

（注） IP ルーティ ングおよび IP ルーティ ング  プロ ト コルに関する総合的な設定情報については、
Cisco.com の 『Configuring IP Routing Protocol-Independent Feature』 を参照して ください。

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 enable

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 show ip interface brief 

例 ：
Router# show ip interface brief

IP に設定されているインターフェイスの簡単なス
テータスを表示します。

ルータ上にあるイーサネッ ト  インターフェイスの
種類がわかり ます。

ステップ 3 configure terminal

例 ：
Router# configure terminal

グローバル コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開始
します。

ステップ 4 interface gigabitethernet 0 

例 ：
Router(config)# interface gigabitethernet 0

イーサネッ ト  インターフェイスを指定し、 イン
ターフェイス  コンフ ィギュレーシ ョ ン  モードを開
始します。

ステップ 5 ip address ip-address mask 

例 ：
Router(config-if)# ip address 172.16.74.3 
255.255.255.0

インターフェイスのプラ イマ リ  IP アド レスを設定
します。

ステップ 6 no shutdown 

例 ：
Router(config-if)# no shutdown 

インターフェイスをイネーブルにします。

ステップ 7 end 

例 ：
Router(config)# end

特権 EXEC モードに戻り ます。

ステップ 8 show ip interface brief 

例 ：
Router# show ip interface brief 

IP に設定されているインターフェイスの簡単なス
テータスを表示します。

イーサネッ ト  インターフェイスが起動していて、
正し く設定されている こ と を確認します。
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ルータ設定の保存
こ こでは、実行コンフ ィギュレーシ ョ ンを  NVRAM のスター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン
に保存する こ とで、 次のシステム  リ ロード時、 または電源の再投入時に設定を失わない方法に
ついて説明します。 NVRAM は、 ルータ上に 32 MB のス ト レージを提供します。

手順の概要

1. enable
2. copy running-config startup-config 

手順の詳細

（注） ファ イルの破損時にファ イルの回復を補助し、 ダウンタ イムを最小限に抑えるために、 スター
ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルおよび Cisco IOS-XE ソフ ト ウェア  システム  イ メー
ジ ファ イルのバッ クアップ コピーをサーバに保存する こ とを推奨します。

（注） 完了した作業内容を失わないために、 進行に合わせてと きどき設定を保存して ください。
copy running-config startup-config コマン ドを使用して設定を  NVRAM に保存します。

初期設定の確認
Cisco IOS-XE で次のコマン ドを入力する こ とで、 ルータの初期設定を確認できます。

• show version ： システムのハード ウェア バージ ョ ン、 インス トールされているソフ ト ウェア 
バージ ョ ン、 コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルの名前と ソース、 ブート  イ メージ、 および使
用されている  DRAM、 NVRAM、 およびフラ ッシュ  メモ リの合計サイズを表示します。

• show diag ： インス トールされているコン ト ローラ、 インターフェイス  プロセッサ、 および
ポート  アダプタに関する診断情報を一覧表示します。

• show interfaces ： インターフェイスが正常に機能しているかど うか、 およびインターフェ
イス と回線プロ ト コルが正しい状態 （アップまたはダウンのいずれかの状態） にあるど う
かを示します。

コマンドまたはアクシ ョ ン 目的

ステップ 1 enable

例 ：
Router> enable

特権 EXEC モードをイネーブルにします。

パスワードを入力します （要求された場合）。

ステップ 2 copy running-config startup-config 

例 ：
Router# copy running-config startup-config 

実行中の設定をスター ト アップ コンフ ィギュレー
シ ョ ンに保存します。
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• show ip interface brief ： IP プロ ト コルに設定されているインターフェイスの概要を表示し
ます。

• show configuration ： 正しいホス ト名とパスワードが設定されているかど うかを確認する場
合に役立ちます。

初期設定を完了および確認した後、 特定の特性と機能を設定できます。 『Cisco ASR 1000 Series 
Aggregation Services Routers Software Configuration Guide』 を参照して ください。

Cisco ASR 1001-X ルータの安全な電源オフ
こ こでは、 Cisco ASR 1001-X ルータのシャ ッ ト ダウン方法について説明します。 シャーシのす
べての電源を切る前に、 reload コマン ドを発行する こ と を推奨します。 これによ り、 オペレー
テ ィ ング  システムによってすべてのファ イル システムがク リーンアップされます。 リ ロード
処理が完了したら、 Cisco ASR 1001-X ルータの電源を安全に切断できます。

Cisco ASR 1001-X ルータの電源を安全に切断する手順は、 次のとおりです。

ステップ 1 アクセサ リ  キッ ト に含まれている静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップの一端を手首に付けます。

ステップ 2 reload コマン ドを入力します。

ステップ 3 reload コマン ドを確認します。

Router# reload

Proceed with reload? [confirm]
Apr 21 03:42:45.619 EDT: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by console.Reload Reason: Reload 
Command.Apr 21 03:42:59.920 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: Process manager is exiting: process 
exit with reload chassis code 

ステップ 4 reload コマン ドを確認したあと、 システム  ブー ト ス ト ラ ップ メ ッセージが表示されるまで、
システムの電源を切らずに待機します。

System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014  by cisco Systems, Inc.

Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: LocalSoft

ASR1001-X platform with 16777216 Kbytes of main memory

rommon 1 >

ステップ 5 スタンバイ  スイ ッチをスタンバイの位置にします。

（注） スタンバイ  スイ ッチがスタンバイの位置にあっても、 電源モジュールのファンは動作し続け
ます。

（注） ルータの電源をオフにしたのち、 再度電源をオンにするまで、 30 秒以上間隔をあけてください。
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環境モニタおよびリポート機能
環境モニタおよびリ ポー ト機能によ り、 環境状態が悪化する前に状態を特定し、 解決する こ と
ができるので、 システムの正常な稼働を維持できます。

注意 シャーシの過熱を防ぐために、 システムに冷気が取り込まれている こ と を確認します。 他の機
器からの排気がシステムに流入している と、 過熱状態になる こ とがあ り ます。 冷気がシャーシ
内を妨げられずに流れ、 シャーシ内の排気が他の装置の空気取り入れ口に流れ込まれないよ う
にするために、 シャーシの周りに十分なスペースを設けて ください。

Cisco ASR1001-X ルータのアラーム モニタ

Cisco ASR 1001-X ルータは、 CRIT、 MAJ、および MIN アラーム  インジケータ  LED を表示しま
す。 Cisco ASR 1001-X ルータのこれら  3 つのシステム  アラーム  LED は、 ルータのアラーム状
態を視覚的に示します。 これらの LED は常にルータの状態を表示しますが、 これらの LED が
ルータのアラーム条件を正し く感知できる こ と をユーザが直接確認する必要があ り ます。 さ ら
に、 show facility-alarm status コマン ドを使用して、 アラームを表示する こ と もできます。

Router# show facility-alarm status

System Totals  Critical: 4  Major: 0  Minor: 0

Source                     Time                   Severity      Description [Index]
------                     ------                 --------      -------------------
Power Supply Module 1      Mar 12 2014 09:05:21   CRITICAL      Power Supply Failure [0]
xcvr container 0/0/0       Mar 12 2014 09:05:42   CRITICAL      Transceiver Missing - Link 
Down [1]
xcvr container 0/0/1       Mar 12 2014 09:05:42   INFO          Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/2       Mar 12 2014 09:05:42   CRITICAL      Transceiver Missing - Link 
Down [1]
xcvr container 0/0/3       Mar 12 2014 09:05:42   CRITICAL      Transceiver Missing - Link 
Down [1]
xcvr container 0/0/4       Mar 12 2014 09:05:42   INFO          Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/5       Mar 12 2014 09:05:42   INFO          Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/6       Mar 12 2014 09:05:42   INFO          Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/7       Mar 12 2014 09:05:42   INFO          Transceiver Missing [0]

（注） Cisco ASR 1001-X ルータに、 外部アラームのモニタ リ ング機能はあ り ません。

視覚アラームを解除するには、 アラーム条件を解決する必要があ り ます。 clear facility-alarm 
コマン ドによって、 Cisco ASR 1001-X ルータのアラーム  LED がク リ アされる こ とはあ り ませ
ん。 たとえば、 SPA を正し く非アクテ ィブ化せずに取り外したためにク リ テ ィ カル アラーム  
LED が点灯した場合、 このアラームは SPA を再度取り付けなければ解決できません。
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Environmental Monitoring （環境モニタ）

環境モニタ機能では、 センサーを使用して、 シャーシ内部を流れる冷却空気の温度を監視します。

ローカル電源モジュールで監視できる ものは、 次のとおりです。

• 入力および出力電圧

• 出力電流

• コンセン ト の温度

Cisco ASR 1001-X ルータは次の環境動作条件を満たしている必要があ り ます。

• 動作温度 （通常） ： 0° ～ 40°C

• 動作温度 （短期間） ： 0° から  +55°C

• 動作湿度 （公称） （相対湿度） ： 10 ～ 90% （相対）

• 動作湿度 （短期間） ： 5 から  90% （相対） 

• 動作時の高度 ： – 500 ～ 10,000 フ ィー ト

• DC 入力電圧範囲 ： -40 ～ -72 VDC

• AC 入力電圧範囲 ： 85 ～ 264 VAC 

さ らに、 電源モジュールが内部電源温度および電圧を監視します。 電源モジュールの状態は、
許容範囲内 （ノーマル） または許容範囲外 （ク リ テ ィ カル） のどちらかです。 内部電源モ
ジュールの温度または電圧がク リ テ ィ カル レベルに達する と、 電源モジュールはシステム  プ
ロセッサと相互作用する こ とな く シャ ッ ト ダウンします。

環境モニタ機能は、 次のレベルのステータスによ り、 システムをモニタ します。

• ノーマル ： モニタ されたすべてのパラ メータが通常の許容範囲内にあ り ます。

• 警告 ： システムが特定のしきい値を超えています。 システムは稼働し続けますが、 オペ
レータが操作してシステムを ノーマル ステー ト に戻すこ とを推奨します。

• ク リ テ ィ カル ： 温度または電圧条件が許容値を超えています。 システムは稼働し続けます
が、 その う ちにシャ ッ ト ダウンします。 ただちにオペレータが操作する必要があ り ます。

• シャ ッ ト ダウン ： シャ ッ ト ダウンが行われる前に、 モニタ されたパラ メータのステータス
が NVRAM （不揮発性 RAM） に記録されます。 このログ情報は、 あとで問題の原因を突き
止めるのに役立ちます。

• 電源モジュールのシャ ッ ト ダウン ： 電源モジュールが許容値を超える内部電圧、 電流、 ま
たは温度状態を検出し、 シャ ッ ト ダウンしました。 電源スイ ッチを切り替えるまで、 すべ
ての DC 電源はシャ ッ ト ダウンされたままです。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータは過熱状態でも自動的にシャ ッ ト ダウンしません。 ルータは、 周囲温
度に関係な く アクテ ィブな状態を維持します。 ルータが極度に高温の環境に長時間さ ら される
場合でも、 ハード ウェア障害が発生するまでは稼働し続けます。

facility-alarm critical exceed-action shutdown コマン ドは、 Cisco ASR 1001-X ルータでは無効
です。

facility-alarm critical exceed-action shutdown コマン ドを実行する と、 コンソール端末に次のエ
ラー メ ッセージが表示されます。

Router(config)# facility-alarm critical exceed-action shutdown

Router(config)# end

Router#
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*Apr 22 15:27:26.939: %CMANRPCHAIN-6-NOSHUTWARN: Shutdown not supported on this platform

*Apr 22 15:27:27.974: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console

Router#

温度が規定のしきい値を超える と、 システム  コン ト ローラによ り コンソール端末に次の警告
メ ッセージが表示されます。

Router#

*Apr 22 15:30:37.749: %CMRP_ENVMON-3-TEMP_WARN_CRITICAL: R0/0: cmand:  WARNING: Temp: 
Inlet temperature sensor on R0 is in a critical state reading 81

Router#

show facility-alarm status コマン ドを実行する と、 コンソール端末に次のステータスが表示され
ます。

Router# show facility-alarm status

System Totals  Critical: 2  Major: 0  Minor: 0

Source                     Time                   Severity      Description [Index]

------                     ------                 --------      -------------------

xcvr container 0/0/1       Apr 22 2014 15:25:57   CRITICAL      Transceiver Missing - 
Link Down [1]

Temp: Inlet R0/30          Apr 22 2014 15:30:37   CRITICAL      Temp Above Normal (Shutdown) 
[1]

GigabitEthernet0           Apr 22 2014 15:25:42   INFO          Physical Port Administrative 
State Down [2]

Router#

ファン障害

4 台の内蔵ファンによって冷気がシャーシに取り入れられ、 内部コンポーネン ト に通気されて、
動作温度が許容範囲に保たれます。 ファンは、 シャーシの中央に設置されています。 ファンに
は右から左の順に、 0 ～ 3 の番号が付けられています。 システム電源を投入する と、 すべての
ファンが作動します。 ただし、 ファンが作動しな くても、 システムは稼働し続けます。

ファンの状態を表示するには、 show platform hardware slot <slot> fan status コマン ドを使用し
ます。 次に一例を示します。

Router# show platform hardware slot P2 fan status

Fan group 1 speed: 60%

Fan 0: Normal

Fan 1: Normal

Fan 2: Normal

Fan 3: Fail
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リポート機能

FECP のシャーシ マネージャがフォワーディ ング  プロセッサのローカル リ ソースを管理しま
す。 シャーシ インターフェイスによ りモニタ されたパラ メータがしきい値を超える と、
Cisco ASR 1001-X Router はコンソールに警告メ ッセージを表示します。 また、 次のコマン ドを
使用して、 環境ステータス  レポート を取得および表示できます。

• show environment all
• show version
• show inventory
• show platform
• show platform software status control-processor
• show diag

60 秒ごとにパラ メータが測定され、 リ ポー ト機能が更新されます。 上記コマン ドの簡単な説明
を次に示します。

show environment all コマンドを実行する と、 温度、 電圧、 ファン、 電源の情報が表示されます。

次に、 show environment all コマン ドの出力例を示します。

例 5-2 show environment all コマンド

Router# show environment all

Sensor List:  Environmental Monitoring
 Sensor           Location          State             Reading
 PEM Iout         P0                Normal            6 A
 PEM Vout         P0                Normal            12 V DC
 PEM Vin          P0                Normal            117 V AC
 Temp: PEM In     P0                Normal            35 Celsius
 Temp: PEM Out    P0                Normal            32 Celsius
 Temp: PEM Int    P0                Normal            37 Celsius
 PEM Iout         P1                Normal            6 A
 PEM Vout         P1                Normal            12 V DC
 PEM Vin          P1                Normal            117 V AC
 Temp: PEM In     P1                Normal            31 Celsius
 Temp: PEM Out    P1                Normal            27 Celsius
 Temp: PEM Int    P1                Normal            31 Celsius
 VVM 0: VX1       R0                Normal            1502 mV
 VVM 0: VX2       R0                Normal            751 mV
 VVM 0: VX3       R0                Normal            1004 mV
 VVM 0: VX4       R0                Normal            1055 mV
 VVM 0: VX5       R0                Normal            901 mV
 VVM 0: VP1       R0                Normal            5096 mV
 VVM 0: VP3       R0                Normal            1505 mV
 VVM 0: VP4       R0                Normal            1792 mV
 VVM 0: VH        R0                Normal            11940 mV
 VVM 1: VX1       R0                Normal            1203 mV
 VVM 1: VX2       R0                Normal            859 mV
 VVM 1: VX3       R0                Normal            857 mV
 VVM 1: VX4       R0                Normal            999 mV
 VVM 1: VX5       R0                Normal            950 mV
 VVM 1: VP2       R0                Normal            3320 mV
 VVM 1: VP3       R0                Normal            1787 mV
 VVM 1: VP4       R0                Normal            997 mV
 VVM 1: VH        R0                Normal            11945 mV
 VVM 2: VX1       R0                Normal            1112 mV
 VVM 2: VX2       R0                Normal            1102 mV
5-19
Cisco ASR 1001-X ルータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

OL-32376-02-J



第 5 章      Cisco ASR 1001-X ルータの起動と初期設定    
環境モニタおよびリポート機能
 VVM 2: VX3       R0                Normal            1216 mV
 VVM 2: VX4       R0                Normal            2516 mV
 VVM 2: VX5       R0                Normal            910 mV
 VVM 2: VP2       R0                Normal            1526 mV
 VVM 2: VP3       R0                Normal            1508 mV
 VVM 2: VP4       R0                Normal            2481 mV
 VVM 2: VH        R0                Normal            11935 mV
 VVM 2: AUX1      R0                Normal            747 mV
 VVM 2: AUX2      R0                Normal            752 mV
 Temp: sTCAM      R0                Normal            31 Celsius
 Temp: Inlet      R0                Normal            22 Celsius
 Temp: Outlet     R0                Normal            36 Celsius
 Temp: QFP Die    R0                Normal            58 Celsius
 Temp: Center     R0                Normal            37 Celsius
 Temp: Oct Die    R0                Normal            41 Celsius
 Temp: CPU Inlt   R0                Normal            26 Celsius
 Temp: CPU VRM    R0                Normal            24 Celsius
 Temp: CPU Die    R0                Normal            37 Celsius
 Temp: FC FANS    R0                Fan Speed 60%     21 Celsius

show version コマンドを実行する と、 システムのハード ウェア構成、 ソフ ト ウェア バージ ョ ン、
およびコンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルとブート  イ メージの名前と ソースが表示されます。

次に、 show version コマン ドの出力例を示します。

例 5-3 show version コマンド

Router# show version

Cisco IOS XE Software, Version BLD_V154_2_S_XE312_THROTTLE_LATEST_20140709_150034-std
Cisco IOS Software, ASR1000 Software (X86_64_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9-M), Experimental 
Version 15.4(20140709:163658) 
[v154_2_s_xe312_throttle-BLD-BLD_V154_2_S_XE312_THROTTLE_LATEST_20140709_150034-ios 159]
Copyright (c) 1986-2014 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Wed 09-Jul-14 12:25 by mcpre

Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 2005-2014 by cisco Systems, Inc.
All rights reserved.Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License ("GPL") Version 2.0.The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY.You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0.For more details, see the
documentation or "License Notice" file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
software.

ROM: IOS-XE ROMMON

Router uptime is 21 hours, 43 minutes
Uptime for this control processor is 21 hours, 44 minutes
System returned to ROM by reload
System image file is "tftp:images/rls_3_12_nightster/asr1001x-universalk9.BLD_V154_2_"
Last reload reason: Reload Command

This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use.Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
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compliance with U.S.and local country laws.By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations.If you are unable
to comply with U.S.and local laws, return this product immediately.

A summary of U.S.laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html

If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.

License Level: adventerprise
License Type: Permanent
Next reload license Level: adventerprise

cisco ASR1001-X (1NG) processor with 6837243K/6147K bytes of memory.
Processor board ID JAE17460APT
6 Gigabit Ethernet interfaces
3 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
16777216K bytes of physical memory.
6684671K bytes of eUSB flash at bootflash:.

Configuration register is 0x0

Router#

show inventory コマン ドを実行する と、 ネッ ト ワーキング  デバイスに組み込まれているすべて
のシスコ製品を リ ス ト した製品目録を含む拡張レポート が表示されます。

次に、 show curpriv コマン ドの出力例を示します。

例 5-4 show inventory コマンド

Router# show inventory
NAME: "Chassis", DESCR: "Cisco ASR1001-X Chassis"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: P3A-9 

NAME: "Power Supply Module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616HJ

NAME: "Power Supply Module 1", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616GG

NAME: "Fan Tray 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Fan Tray"
PID: ASR1001-X-FANTRAY , VID: , SN:

NAME: "module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X SPA Interface Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:

NAME: "SPA subslot 0/1", DESCR: "4-port Serial Shared Port Adapter"
PID: SPA-4XT-SERIAL , VID: V01, SN: JAB111105M4

NAME: "NIM subslot 0/2", DESCR: "NIM SSD Module"
PID: NIM-SSD , VID: V01, SN: FOC18071SNN

NAME: "subslot 0/2 disk0", DESCR: "harddisk"
PID: Micron P400m-MTFDDAK400MAN , VID: 0225 , SN: MSA1802019A

NAME: "subslot 0/2 disk1", DESCR: "harddisk"
PID: UB88RTB400HE6-NTH-EID , VID: 5.2.4 , SN: 11000302418 

NAME: "SPA subslot 0/0", DESCR: "8-port Built-in GE SPA"
PID: BUILT-IN-2T+6X1GE , VID: , SN:
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NAME: "module R0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Route Processor"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: JAE1719030S

NAME: "module F0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Embedded Services Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:

Router#

show platform コマン ドは、 プラ ッ ト フォーム情報を表示します。

次に、 show platform コマン ドの出力例を示します。

例 5-5 show platform コマンド

Router# show platform

Chassis type: ASR1001-X

Slot      Type                State                 Insert time (ago) 
--------- ------------------- --------------------- ----------------- 
0         ASR1001-X           ok                    00:34:05      
 0/0      BUILT-IN-2T+6X1GE   ok                    00:33:14      
 0/1      SPA-4XT-SERIAL      ok                    00:33:14      
 0/2      NIM-SSD             ok                    00:33:11      
R0        ASR1001-X           ok                    00:34:05      
 R0/0                         ok, active            00:34:05      
 R0/1                         ok, standby           00:32:47      
F0        ASR1001-X           ok, active            00:34:05      
P0        ASR1001X-PWR-AC     ps, fail              00:33:44      
P1        ASR1001X-PWR-AC     ok                    00:33:42      
P2        ASR1001-X-FANTRAY   ok                    00:33:47      

Slot      CPLD Version        Firmware Version                        
--------- ------------------- --------------------------------------- 
0         14041015            15.4(2r)S                           
R0        14041015            15.4(2r)S                           
F0        14041015            15.4(2r)S

show platform software status control-processor コマン ドは平均負荷、 メモ リ使用量、 ルータ動
作中の CPU 使用率レベルを表示します。 また、 出力はこれらのシステム状態パラ メータ  レベ
ルが定義されたしきい値内であるかど うかを区別します。

（注） 出力には、 モノ リ シッ ク  ルータの SIP 関連の情報は表示されません。

次に show platform software status control-processor コマン ドの出力例を示します。

例 5-6 show platform software status control-processor コマンド

Router# show platform software status control-processor

RP0: online, statistics updated 1 seconds ago
Load Average: healthy
  1-Min: 0.00, status: healthy, under 8.00
  5-Min: 0.03, status: healthy, under 8.00
  15-Min: 0.07, status: healthy, under 10.00
Memory (kb): healthy
  Total: 8092776
  Used: 3491556 (43%)
  Free: 4601220 (57%)
  Committed: 3566404 (44%), status: healthy, under 95%
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Per-core Statistics
CPU0: CPU Utilization (percentage of time spent)
  User:  0.00, System:  0.00, Nice:  0.00, Idle:100.00
  IRQ:  0.00, SIRQ:  0.00, IOwait:  0.00
CPU1: CPU Utilization (percentage of time spent)
  User:  1.30, System:  0.40, Nice:  0.00, Idle: 98.30
  IRQ:  0.00, SIRQ:  0.00, IOwait:  0.00
CPU2: CPU Utilization (percentage of time spent)
  User:  0.49, System:  8.89, Nice:  0.00, Idle: 90.60
  IRQ:  0.00, SIRQ:  0.00, IOwait:  0.00
CPU3: CPU Utilization (percentage of time spent)
  User:  2.00, System:  0.40, Nice:  0.00, Idle: 97.60
  IRQ:  0.00, SIRQ:  0.00, IOwait:  0.00
CPU4: CPU Utilization (percentage of time spent)
  User:  0.00, System:  0.30, Nice:  0.00, Idle: 99.69
  IRQ:  0.00, SIRQ:  0.00, IOwait:  0.00
CPU5: CPU Utilization (percentage of time spent)
  User:  0.40, System:  0.10, Nice:  0.00, Idle: 99.50
  IRQ:  0.00, SIRQ:  0.00, IOwait:  0.00
CPU6: CPU Utilization (percentage of time spent)
  User:  0.40, System:  0.40, Nice:  0.00, Idle: 99.19
  IRQ:  0.00, SIRQ:  0.00, IOwait:  0.00
CPU7: CPU Utilization (percentage of time spent)
  User:  0.80, System:  1.30, Nice:  0.00, Idle: 97.90
  IRQ:  0.00, SIRQ:  0.00, IOwait:  0.00

show diag chassis eeprom detail コマン ドを実行する と、 ラ インカードの DRAM および SRAM 
などの構成ハード ウェア情報が表示されます。

次に、 show  diag chassis eeprom detail コマン ドの出力例を示します。

例 5-7 show diag chassis eeprom detail コマンド

Router#: show diag chassis eeprom detail
MIDPLANE EEPROM data:

        EEPROM version           : 4
        Compatible Type          : 0xFF
        Controller Type          : 2030
        Hardware Revision        : 1.0
        PCB Part Number          : 73-14409-07
        Board Revision           : A0
        Deviation Number         : 0-0
        Fab Version              : 07
        PCB Serial Number        : JAE1817044D
        RMA Test History         : 00
        RMA Number               : 0-0-0-0
        RMA History              : 00
        Top Assy. Part Number    : 68-4703-07
        CLEI Code                : CMMP410DRA
        Product Identifier (PID) : ASR1001-X
        Version Identifier (VID) : V01
        Manufacturing Test Data  : 00 00 00 00 00 00 00 00
        Field Diagnostics Data   : 00 00 00 00 00 00 00 00
        Chassis MAC Address      : a80c.0dee.c600
        MAC Address block size   : 128
        Chassis Serial Number    : FXS1814Q2K0
        Environment Monitor Data : 00 06 00 FA Asset ID                 :
Power/Fan Module P0 EEPROM data:

        EEPROM version           : 4
        Compatible Type          : 0xFF
        Hardware Revision        : 0.3
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        Version Identifier (VID) : V00
        Product Identifier (PID) : ASR1001X-PWR-AC
        PCB Serial Number        : LIT171616GE
        Top Assy. Part Number    : 341-0608-01
        Board Revision           : 01
        Deviation Number         : 0
        Power Supply Type        : AC
        RMA Test History         : 00
        RMA Number               : 0-0-0-0
        RMA History              : 00
        CLEI Code                : UNASSIGNED
        Manufacturing Test Data  : 00 00 00 00 00 00 00 00
        Field Diagnostics Data   : 00 00 00 00 00 00 00 00
        Unknown Field (type 00DA): 00 00 00 00 00 00 00 00
                                   00 00 00 00 00 00 00 00
        Platform features        : 00 01 01 DE 15 F4 07 C6
                                   00 00 00 00 00 00 00 00
                                   4 A
        Environment Monitor Data : 00 06 00 FA
        Asset ID                 :
Power/Fan Module P1 EEPROM data:

        EEPROM version           : 4
        Compatible Type          : 0xFF
        Hardware Revision        : 0.3
        Version Identifier (VID) : V00
        Product Identifier (PID) : ASR1001X-PWR-AC
        PCB Serial Number        : LIT171616GX
        Top Assy. Part Number    : 341-0608-01
        Board Revision           : 01
        Deviation Number         : 0
        Power Supply Type        : AC
        RMA Test History         : 00
        RMA Number               : 0-0-0-0
        RMA History              : 00
        CLEI Code                : UNASSIGNED
        Manufacturing Test Data  : 00 00 00 00 00 00 00 00
        Field Diagnostics Data   : 00 00 00 00 00 00 00 00
        Unknown Field (type 00DA): 00 00 00 00 00 00 00 00
                                   00 00 00 00 00 00 00 00
        Platform features        : 00 01 01 DE 15 F4 07 C6
                                   00 00 00 00 00 00 00 00
                                   4 A
        Environment Monitor Data : 00 06 00 FA
        Asset ID                 :
Power/Fan Module P2 EEPROM data is not initialized
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第 章6

Cisco ASR 1001-X ルータ  ライセンスの確認

この章では、Cisco IOS ラ イセンス  レベルの確認、Cisco ASR 1001-X ルータ  ラ イセンスの表示、
およびスループッ ト  レベルの設定に関する情報を提供します。

この章の内容は、 次のとおりです。

• 「Cisco IOS ラ イセンス  レベルの表示」 （P.6-1）

• 「スループッ ト  レベルの設定」 （P.6-2）

• 「ラ イセンス情報の表示」 （P.6-3）

• 「ポー ト単位カウン ト  ラ イセンス （10 GE インターフェイス）」 （P.6-8）

Cisco IOS ライセンス レベルの表示
show version コマン ドを使用して、 ルータ内の Cisco IOS ラ イセンス  レベルを特定します。 次
に例を示します。

Router# show version

.

.

.

License Level: adventerprise

License Type: RightToUse 

Next reload license Level: adventerprise

.

.

.

表 6-1 show version コマンド出力の説明

フ ィールド名 説明

License Level: adventerprise 現在の Cisco IOS ラ イセンス  コード  レベルを
示します。

License Type: RightToUse 永久 （購入済み） ラ イセンス、 60 日間評価ラ
イセンス、 またはラ イセンスの購入が必要な
こ とを示す機能使用ラ イセンスのどれが使用
されているかを示します。
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スループッ ト  レベルの設定
show running-config コマン ド または show startup-config コマン ドを使用して、ラ イセンス  レベ
ル情報を表示します。 次に、 show running-config コマン ドの出力例を示します。

Router# show running-config

.

.

.

license boot level adventerprise

.

.

.

スループッ ト  レベルの設定
Cisco ASR 1001-X ルータの組み込みエンベデッ ド  サービス  プロセッサは、 ソフ ト ウェア  ラ イ
センスに応じて、 2.5 Gbps （デフォル ト ）、 5 Gbps、 10 Gbps、 および 20 Gbps のスループッ ト を
サポート します。

ソフ ト ウェア  アクテ ィベーシ ョ ンによるパフォーマンス  アップグレード  ラ イセンスを適用し
てから、 ルータを リ ロードする こ とによって、 ESP のスループッ ト を  2.5 Gbps （デフォル ト ）
から  5 Gbps にアップグレードできます。 ESP のスループッ トは、 任意のラ イセンス  レベルか
ら別のラ イセンス  レベルにアップグレードできます。

ESP の現在のスループッ ト  レベルを特定するには、 show platform hardware throughput level 
コマン ドを実行します。 次に、 20 Gbps パフォーマンス  アップグレード  ラ イセンスの適用と
ルータの リ ロード後のこのコマン ドの出力例を示します。

Router# show platform hardware throughput level
The current throughput level is 2000000 kb/s

ルータを リ ロードする と、 ルータ  スター ト アップ時のログ  メ ッセージに、 次のよ う なラ イセ
ンス  レベル情報と スループッ ト  レベル情報が表示されます。

%IOS_LICENSE_IMAGE_APPLICATION-6-LICENSE_LEVEL: Module name = asr1001x Next reboot level 
= adventerprise and License = adventerprise

%IOSXE_THROUGHPUT-6-LEVEL: Throughput level has been set to 20000000 kbps

Next reload license Level: adventerprise 次回の リ ロード  インスタンスに使用されるス
ター ト アップ コンフ ィギュレーシ ョ ン定義を
示します。

表 6-1 show version コマンド出力の説明 （続き）

フ ィールド名 説明

表 6-2 show running-config コマンド出力の説明

フ ィールド名 説明

license boot level adventerprise ブー ト に必要な Cisco lOS ラ イセンス  レベル
を示します。
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ライセンス情報の表示
システム  フォワーディ ング  プレーンによって処理された ト ラフ ィ ッ クが設定されたスルー
プッ ト  ラ イセンス  レベルに近づいている、 または、 そのレベルを超えている場合は、 24 時間
ごとに次のメ ッセージが表示されます。 この例で設定されているスループッ ト  レベルは 20 
Gbps です。

Exceeding 95% threshold:

*May 24 09:42:41.687 EDT: %BW_LICENSE-5-THROUGHPUT_THRESHOLD_LEVEL: F0: cpp_ha:  Average 
throughput rate exceeded 95 percent of licensed bandwidth 20000000000 bps 25 times, sample 
period 300 seconds, in last 24 hours

Exceeding total bw:

*May 24 09:42:41.687 EDT: %BW_LICENSE-4-THROUGHPUT_MAX_LEVEL: F0: cpp_ha:  Average 
throughput rate exceeded the total licensed bandwidth 20000000000 bps and dropped 8 times, 
sample period 300 seconds, in last 24 hours

ソフ ト ウェア アクティベーシ ョ ンによるパフォーマンス  アップグレード  ラ イセンスの詳細につ
いては、『Software Activation Configuration Guide, Cisco IOS XE Release 3S』 を参照して ください。

ライセンス情報の表示
show license udi コマン ドを使用して、 シャーシのユニバーサル デバイス  識別子 （UDI） 情報を
特定します。 これは、 新しいラ イセンスを購入する場合に必要になる こ とがあ り ます。 次に、
show license udi コマン ドの出力例を示します。

router# show license udi

SlotID   PID                    SN                      UDI

--------------------------------------------------------------------------------

*6       ASR1001-X             JAE17450EUZ     ASR1001-X:JAE17450EUZ

router#

次のよ うに、 show running-config コマン ドを使用して  UDI 情報を特定する こ と もできます。

Router# show running-config

.

.

.

license udi pid ASR1001-X sn myroutersn123

.

.

.

show license all コマン ドを使用して、プラ イマ リ  ラ イセンス  ス ト レージと組み込みラ イセンス  
ス ト レージの両方に適用可能なすべてのラ イセンスを表示します。

表 6-3 show running-config コマンド出力の説明

フ ィールド名 説明

license udi pid ASR1001-X sn myroutersn123 ラ イセンス識別情報 （show license udi コマン
ドでも表示される）。
6-3
Cisco ASR 1001-X ルータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド

OL-32376-02-J

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/csa/configuration/xe-3s/csa-xe-3s-book.html


第 6 章      Cisco ASR 1001-X ルータ  ライセンスの確認    
ライセンス情報の表示
（注） プラ イマ リ  ラ イセンス  ス ト レージには、 購入してインス トールされたラ イセンスが保存され
ます。

次に、 show license all コマン ドの出力例を示します。

router# show license all

License Store: Primary License Storage

StoreIndex: 0   Feature: interface_10g                     Version: 1.0

        License Type: Permanent

        License State: Active, In Use

        Lock type: Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>ASR1001-X</PID><SN>JAE17450EUZ</SN></UDI>

        License Addition: Exclusive

        License Generation version: 0x8100000

        License Count: 2/0/0  (Active/In-use/Violation)

        License Priority: Medium

License Store: Built-In License Storage

StoreIndex: 0   Feature: adventerprise                     Version: 1.0

        License Type: RightToUse

        License State: Active, In Use

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: Low

StoreIndex: 1   Feature: advipservices                     Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 2   Feature: avc                               Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked
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        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 3   Feature: fwnat_red                         Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 4   Feature: ipsec                             Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 5   Feature: lawful_intr                       Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 6   Feature: lisp                              Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days
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            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 7   Feature: otv                               Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 8   Feature: sw_redundancy                     Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 7  weeks 5  days

            Period used: 5  days 2  hours

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: Low

StoreIndex: 9   Feature: throughput_5g                     Version: 1.0

        License Type: RightToUse

        License State: Active, In Use

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: Low

StoreIndex: 10  Feature: throughput_10g                    Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second
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        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 11  Feature: throughput_20g                    Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 12  Feature: vpls                              Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 4  days

            Period used: 0  minute  0  second

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: Non-Counted

        License Priority: None

StoreIndex: 13  Feature: interface_10g                     Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Inactive

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 1  day

            Period used: 2  days 8  hours

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: 0/0  (In-use/Violation)

        License Priority: Low

router#
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ポート単位カウン ト  ライセンス （10 GE インターフ ェ
イス）

Cisco ASR 1001-X ルータの 10 GE インターフェイスでは、次の特徴を持つポート単位カウン ト  
ラ イセンスが使用されます。

• カウン トベースのラ イセンスは 10 GE ポート に対して使用され、1 ポート あた り  1 カウン ト
されます。

• 各ポート をサポートする永久ラ イセンスが存在しない場合は、 ポー ト ご とのエン ドユーザ 
ラ イセンス契約書 （EULA） が表示されます。

• イ メージには 2 カウン ト の 10 GE ポー ト  EvalRTU （評価） ラ イセンスが付属しています。
EvalRTU ラ イセンスの期限が切れる と、 使用 （RTU） ラ イセンスにな り ます。

• 10 GE インターフェイスで no shut コマン ドを実行する と、 1 カウン ト分のラ イセンスを要
求し、 使用中カウン ト を  1 つインク リ メ ン ト します。

• 10 GE インターフェイスで shut コマン ドを実行する と、 1 カウン ト分のラ イセンスを解放
し、 使用中カウン ト を  1 つデク リ メ ン ト します。

次の EvalRTU ラ イセンスの例は、10 GE ポート上で使用されている  EvalRTU ラ イセンスを表示
しています。 永久ラ イセンスの場合も同様に機能します。

StoreIndex: 13  Feature: interface_10g                     Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Inactive

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 8  weeks 1  day

            Period used: 2  days 8  hours

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: 0/0  (In-use/Violation)

        License Priority: Low

StoreIndex: 13  Feature: interface_10g                     Version: 1.0

        License Type: EvalRightToUse

        License State: Active, In Use

            Evaluation total period: 8  weeks 4  days

            Evaluation period left: 2  weeks 6  days

            Period used: 5  weeks 4  days

表 6-4 show license all コマンド出力の説明

フ ィールド名 説明

License Store: Primary License Storage プラ イマ リ  ラ イセンス  ス ト レージ。

License Store: Built-In License Storage 組み込みラ イセンス  ス ト レージ。
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            Transition date: Jun 09 2014 05:14:47

        Lock type: Non Node locked

        Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

        License Addition: Additive

        License Generation version: 0x8200000

        License Count: 2/0  (In-use/Violation)

        License Priority: Low

10 GE インターフェイス評価ライセンスの特徴

10 GE インターフェイス評価ラ イセンスの特徴を以下に示します。

• 2 つの 10 GE ポート に対して  60 日評価期間カウン ト ダウン  タ イマーは 1 つしか存在しませ
ん。 タ イマーは 2 つのポート のどちらかがイネーブルになった直後に開始されます。

• 要求したポート を利用するために 2 つのポート のどちらかを初めてイネーブルにしたと き
に、 EULA が表示され、 同意する必要があ り ます。

• 60 日の評価期間が過ぎる と、 ラ イセンスは自動的に RTU ラ イセンスに変更されます。 他の
すべての RTU ラ イセンス と同様に、 この移行後に機能の中断やアクセシビ リ テ ィの問題は
発生しません。 表 6-4を参照して ください。

• アクテ ィブな  interface_10g ラ イセンスは 1 つしか存在できません。 永久ラ イセンス と  
EvalRTU ラ イセンスのどちらかをアクテ ィブにする こ とはできますが、 両方をアクテ ィブ
にする こ とはできません。

• 過去のラ イセンス実装と同様に、 永久ラ イセンスの方が組み込み EvalRTU ラ イセンスよ り
も優先されます。 ただし、 永久ラ イセンスに十分なポート  カウン ト がない （つま り、 ユー
ザは両方の組み込み 10GE ポート を要求したが、 永久ラ イセンスが 1 つのポート にしか許
可されない） 場合は、 永久ラ イセンス と評価ラ イセンスの間で優先順位が入れ替わり ます。
この場合は、 両方のポート に適合可能な評価ラ イセンスがアクテ ィブにな り ます。 永久ラ
イセンスは、 そのポート  カウン ト がユーザの設定を満たした段階で、 自動的にアクテ ィブ
にな り ます。

表 6-5 show license all コマンド出力の説明

フ ィールド名 説明

License Count: 0/0  (In-use/Violation) 評価ラ イセンス用に使用されている  10-GE 
ポー ト が存在しません。

License Count: 2/0  (In-use/Violation) 評価ラ イセンス用に 2 つの 10 GE ポート が使
用されています （使用前にそれぞれの EULA 
が同意されています）。
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第 章7

Cisco ASR 1001-X ルータからの FRU の取り外
しと取り付け

この章では、 Cisco ASR 1001-X ルータから現場交換可能ユニッ ト （FRU） を取り外して再取り
付けする手順について説明します。

この章の内容は、 次のとおりです。

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールの取り外し と取り付け」 （P.7-1）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの USB フラ ッシュ  メモ リ  ステ ィ ッ ク またはセキュア  トークンの
取り外し と取り付け」 （P.7-8）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM の取り外し と取り付け」 （P.7-9）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの SPA の取り外し と取り付け」 （P.7-14）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータの NIM の取り外し と取り付け」 （P.7-17）

• 「NIM-SSD モジュールからの SSD の取り外し と取り付け」 （P.7-18）

• 「ルータの再梱包」 （P.7-22）

Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールの取り外しと取
り付け

以降のセクシ ョ ンでは、 Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールの取り外し と取り付けに関
する手順について説明します。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータにはホッ ト スワ ップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。

警告 カバーは製品の安全設計のために不可欠な部品です。 カバーを装着しない状態でユニッ ト を操
作しないで く ださい。 ステート メン ト  1077

警告 装置を取り付けるときには、 必ずアースを最初に接続し、 最後に接続解除します。 ステート メ
ン ト  1046
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警告 次の手順を実行する前に、 DC 回路に電気が流れていないことを確認して く ださい。 ステート
メン ト  1003

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

Cisco ASR 1001-X ルータからの AC 電源モジュールの取り外し

こ こでは、 Cisco ASR 1001-X ルータから  AC 電源モジュールを取り外す方法について説明しま
す。 Cisco ASR 1001-X ルータには、 スタンバイ  スイ ッチの横にある電源モジュール スロ ッ ト  0
（PS0） と左側の電源モジュール スロ ッ ト  1 （PS1） の 2 つの電源モジュール スロ ッ ト があ り ま
す （図 7-3 を参照）。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータにはホッ ト スワ ップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。

Cisco ASR 1001-X ルータから  AC 電源モジュールを取り外すには、 次の手順に従います。

ステップ 1 ルータの背面で、 電源スイ ッチがスタンバイの位置にある こ と を確認します。

（注） 単一の電源モジュールをホッ ト  スワ ップする場合は、 電源スイ ッチをスタンバイの位
置にする必要はあ り ません。

ステップ 2 図 7-1 に示すよ うに、 電源モジュールから電源コードを抜き取り ます。

ステップ 3 図 7-2 に示すよ うに、 固定ラ ッチをプル ハンドルの方向に押して、 片方の手でハンドルをつか
み、 も う片方の手で電源モジュールの重量を支えながら、 電源モジュールをスロ ッ ト から引き
出します。

図 7-1 スロッ ト  PS1 からの AC 電源コードの取り外し

37
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7-2
Cisco ASR 1001-X ルータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド

OL-32376-02-J



第 7 章      Cisco ASR 1001-X ルータからの FRU の取り外しと取り付け

Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールの取り外しと取り付け
図 7-2 AC 電源モジュールの取り外し

ステップ 4 他の AC 電源モジュールを取り外す必要がある場合は、 これらの手順を繰り返します。

これで、 Cisco ASR 1001-X ルータから  AC 電源モジュールを取り外す手順は完了です。

Cisco ASR 1001-X ルータへの AC 電源モジュールの取り付け

（注） シャーシ カバーを取った状態で電源を取り付けないでください。

Cisco ASR 1001-X ルータに AC 電源モジュールを取り付けるには、 次の手順に従います。

ステップ 1 シャーシの背面で、 シャーシの電源スイ ッチがスタンバイの位置にある こ と を確認します。

図 7-3 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの AC 電源モジュールのスタンバイ  スイ ッチを示します。

（注） 単一の電源モジュールをホッ ト  スワ ップする場合は、 電源スイ ッチをスタンバイの位
置にする必要はあ り ません。

37
28

44

1

1 固定ラ ッチ
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図 7-3 Cisco ASR 1001-X ルータの AC 電源モジュールのスタンバイ  スイッチ

ステップ 2 適切なスロ ッ ト に電源モジュールを挿入して、 固定ラ ッチが正しい位置にある こ と を確認しま
す。 電源ハンドルを軽く引っ張る こ とによって、 電源モジュールが固定されている こ と を確認
する こ とができます。

ステップ 3 電源モジュールに電源コードをしっか り差し込みます。

（注） 両方の電源モジュールが奥まで挿入され、 電源コードが正しい位置にある こ と を確認し
ます。

ステップ 4 AC 電源コードが図 7-4 に示すよ うに配置されている こ と を確認します。

図 7-4 Cisco ASR 1001-X ルータの AC 電源コードの正しい位置 

1 電源をオフにしない Cisco ASR 1001-X ルータのスタンバイ  スイ ッチ。
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1 AC 電源モジュール 2 電源コードの位置
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Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールの取り外しと取り付け
ステップ 5 ステップ 1 でスタンバイ  スイ ッチをスタンバイの位置に変更した場合は、スタンバイ  スイ ッチ
をオンの位置にします。

電源 LED が点灯します （緑色）。

これで、 AC 入力電源の接続手順は完了です。

Cisco ASR 1001-X ルータからの DC 入力電源の取り外し

（注） Cisco ASR 1001-X ルータにはホッ ト スワ ップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。

こ こでは、 Cisco ASR 1001-X ルータから  DC 電源モジュールを取り外す方法について説明しま
す。 手順は次のとおりです。

ステップ 1 電源の回路ブレーカーをオフにします。

ステップ 2 ルータの背面で、 電源スイ ッチがスタンバイの位置にある こ と を確認します。

（注） 単一の電源モジュールをホッ ト  スワ ップする場合は、 電源スイ ッチをスタンバイの位
置にする必要はあ り ません。

ステップ 3 ユニッ ト上の 2 つの端子ブロ ッ ク導線コネク タ （マイナス とプラス） のネジを外します。
図 7-7を参照して ください。

ステップ 4 固定ラ ッチをプル ハンドルの方向に押して、 片方の手でハンドルをつかみ、 も う片方の手で電
源モジュールの重量を支えながら、 電源モジュールをスロ ッ ト から引き出します。 図 7-5を参
照して ください。

図 7-5 DC 電源モジュールの取り外し

これで、 Cisco ASR 1001-X ルータから  DC 電源モジュールを取り外す手順は完了です。
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Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールの取り外しと取り付け
Cisco ASR 1001-X ルータへの DC 入力電源の取り付け

警告 次の手順を実行する前に、 DC 回路に電気が流れていないことを確認して く ださい。 ステート
メン ト  1003

警告 この装置の設置、 交換、 または保守は、 訓練を受けた相応の資格のある人が行って く ださい。
ステート メン ト  1030

こ こでは、 DC 電源モジュールの入力電源の導線を  Cisco ASR 1001-X ルータの DC 入力電源モ
ジュールに取り付ける方法について説明します。 作業を始める前に、 次の重要事項に留意して
ください。

• DC 入力電源モジュールの導線のカラー コーディ ングは、 設置場所の DC 電源のカラー 
コーディ ングによって異な り ます。 DC 入力電源モジュールに選択した導線の色分けが DC 
電源に使用されている導線の色分けと一致する こ と を確認し、 電源が電源モジュールのマ
イナス （-） 端子とプラス （+） 端子に接続されている こ と を確認します。

• DC 電源モジュールの取り付けを開始する前に、 シャーシ  アースがシャーシに接続されて
いる こ と を確認します。 「シャーシのアース接続」 （P.4-10） の手順に従って ください。

DC 入力電源の配線

Cisco ASR 1001-X ルータの DC 電源モジュールでは、 その端子ブロ ッ ク  ヘッダーに端子ブロ ッ
クが取り付けられています。

DC 入力電源に配線するには、 次の手順を使用します。

ステップ 1 電源の回路ブレーカーをオフにします。

ステップ 2 ルータの背面で、 電源スイ ッチがスタンバイの位置にある こ と を確認します。

（注） 単一の電源モジュールをホッ ト  スワ ップする場合は、 電源スイ ッチをスタンバイの位
置にする必要はあ り ません。

ステップ 3 ワイヤス ト リ ッパを使って、 DC 入力電源から伸びる  2 本の導線の被覆を約 0.39 インチ
（10 mm） + 0.02 インチ （0.5 mm） だけ剥がします。 端子ブロ ッ クから導線が露出する可能性が
あるため、 推奨されている長さ以上に被覆を剥がさないでください。 図 7-6 に、 被覆を剥がし
た DC 入力電源線を示します。
7-6
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Cisco ASR 1001-X ルータの電源モジュールの取り外しと取り付け
図 7-6 被覆を剥がした DC 入力電源線

警告 DC 入力電源に接続された導線が露出していると、 感電の危険性があります。 DC 入力電源の導線
の露出部分が端子ブロックからはみ出ていないことを確認して く ださい。 ステート メン ト  122

ステップ 4 端子ブロッ クを接続するプラス とマイナスの給電位置を特定します。 配線順序は次のとおりです。

1. プラス （+） 導線 （右）

2. マイナス （-） 導線 （左）

ステップ 5 露出した導線を端子ブロ ッ クに挿入します。 プラスチッ ク  カバーから導線が見えないこ とを確
認します。 端子ブロ ッ クから伸びる導線部分は、 絶縁体で覆われている必要があ り ます。

注意 端子ブロ ッ クの非脱落型ネジをきつく締めすぎないよ うにして ください。 連結部はぴった り
く っついているが、 導線が押しつぶされていないこ とを確認します。 各導線を軽く引っ張って
動かないこ とを確認します。

ステップ 6 図 7-7 に示すよ うに、 ド ラ イバを使って端子ブロ ッ クの非脱落型ネジを締め付けます。

図 7-7 導線を使用する DC 電源

1 0.39 インチ （10 mm） が端子ブロ ッ クに対して推奨されている被覆はぎ取り長です。
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1 マイナス （-） 導線 2 プラス （+） 導線
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Cisco ASR 1001-X ルータの USB フラッシュ  メモリ  ステ ィ ックまたはセキュア トークンの取り外しと取り付
ステップ 7 必要に応じて、 残りの DC 入力電源線に対してこれらの手順を繰り返します。

ステップ 8 タ イ  ラ ップを使用してラ ッ クにワイヤを固定し、 多少ワイヤに接触してもワイヤが端子ブロ ッ
クで引っ張られないよ うにします。

ステップ 9 電源の回路ブレーカーをオンにします。

ステップ 10 ステップ 1 でスタンバイ  スイ ッチをスタンバイの位置に変更した場合は、スタンバイ  スイ ッチ
をオンの位置にします。

電源モジュールの LED がグ リーンに点灯します。

これで、 Cisco ASR 1001-X ルータに DC 電源モジュールを接続する手順は完了です。

Cisco ASR 1001-X ルータの USB フラッシュ  メモリ  ス
ティ ックまたはセキュア トークンの取り外しと取り付け

Cisco ASR 1001-X ルータには、 設定や Cisco IOS XE 統合パッケージを保存するためのフラ ッ
シュ  メモ リ  ステ ィ ッ ク またはセキュア  トークン用のポート があ り ます。

図 7-8 に、 Cisco ASR 1001-X ルータ上にあるフラ ッシュ  メモ リ  ステ ィ ッ ク またはセキュア  
トークン用の USB ポート  0 または 1 コネク タを示します。

図 7-8 Cisco ASR 1001-X ルータのフラッシュ  トークン メモリ  ステ ィ ック  ポート

注意 フラ ッシュ  メモ リ  ステ ィ ッ ク またはセキュア  トークンに対してファ イル アクセス  コマン ド ま
たは読み取り /書き込み操作を発行して処理が終わるまでは、 USB フラ ッシュ  メモ リ  ステ ィ ッ
ク またはセキュア  トークンを取り外さないでください。 ルータが リ ロード した り、 USB フ
ラ ッシュ  メモ リ  ステ ィ ッ ク またはセキュア  トークンが破損した りする可能性があ り ます。
USB デバイスを取り外す前に、 前面パネルの USB 活動 LED が点滅しているかど うかを確認し
て ください。

Cisco ASR1001-X ルータから  USB フラ ッシュ  トークン  メモ リ  ステ ィ ッ クを取り外して再取り
付けするには、 次の手順に従います。

ステップ 1 フラ ッシュ  メモ リ  ステ ィ ッ ク またはセキュア  トークンを  USB ポート から抜き取り ます。
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Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM の取り外しと取り付け
ステップ 2 シスコ  USB フラ ッシュ  メモ リ  ステ ィ ッ ク またはセキュア  トークンを取り付けるには、 図 7-8 
に示すよ うに、 そのモジュールを  USB ポート  0 または 1 に差し込みます。 フラ ッシュ  メモ リ  
モジュールまたはセキュア  トークンは決まった方向にだけ差し込むこ とができます。 また、
ルータの電源が入っているかど うかに関係な く、 いつでも取り付けや取り外しが可能です。

これで、 USB フラ ッシュ  メモ リの取り付け手順は完了です。

Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM の取り外しと取り付け
こ こでは、 Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM を取り付ける方法について説明します。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータは 8 GB と  16 GB の設定をサポート しています。

次のよ う な理由で、 DIMM をアップグレード しなければならない場合があ り ます。

• メモ リの増設を必要とする新しい Cisco IOS フ ィーチャ  セッ トや リ リースにアップグレー
ド した場合。

• 非常に大きなルーテ ィ ング  テーブルまたは多数のプロ ト コルを使用する場合。

Cisco ASR 1001-X ルータ  DIMM メモリ  モジュールの取り外しおよび取り
付け

DIMM メモ リ  モジュールを取り外して再取り付けするプロセスを開始する前に、 次の手順を実
行します。

• 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用します。

• 保存したいデータのバッ ク  アップを取り ます。

• シャーシの上部カバーを取り外す前に電源モジュールを取り外します。

注意 電源モジュールをシャーシから取り外すまで、 上部カバーは取り外せません。 電源モ
ジュールを取り外すまで上部カバーの取り外しが行えないよ うに、 シャーシには安全
装置が組み込まれています。

• DIMM コンポーネン トはキー付きで溝があ り、 接続が容易になっています。

• Cisco ASR 1001-X ルータには、 2 つの DIMM スロ ッ ト があ り ます。

表 7-1 に、 Cisco ASR 1001-X ルータへのメモ リ  DIMM の挿入に対応したスロ ッ ト を示します。

こ こでは、 シャーシ  カバーを外して、 Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM を取り外して再取り
付けする方法について説明します。

図 7-9 に、 Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM スロ ッ ト の位置を示します。

表 7-1 DIMM の挿入に対応したスロッ ト

メモリ  PID オプシ ョ ン スロッ ト  0 （U101D） スロッ ト  1 （U103D）

U1D0 4 GB 4 GB

U1D1 8 GB 8 GB
7-9
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図 7-9 Cisco ASR 1001-X ルータの内部コンポーネン トの位置

Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM の取り外し

Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM を取り外すには、 次の手順に従います。

ステップ 1 ESD リ ス ト  ス ト ラ ップを装着して、 電源モジュールをシャーシから取り外します。

（注） 電源モジュールをシャーシから取り外すまで、 シャーシ  カバーは取り外せません。

Cisco ASR 1001-X ルータから  AC 電源モジュールと  DC 電源モジュールを取り外す方法につい
ては、 以下を参照して ください。

• 「Cisco ASR 1001-X ルータからの AC 電源モジュールの取り外し」 （P.7-2）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータからの DC 入力電源の取り外し」 （P.7-5）

ステップ 2 電源モジュールを取り外したら、 次の手順に従ってシャーシの上部カバーを外します。

a. シャーシ カバーの上面ネジをすべて取り外します。

b. シャーシの左側面と右側面から  2 つの側面ネジを取り外します。

c. 両手を使って、 シャーシのカバーを後方に少しずら して外します。

1 Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM の位置
（2 スロ ッ ト ）

1
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Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM の取り外しと取り付け
図 7-10 Cisco ASR 1001-X ルータのカバーの取り外し

（注） 電源モジュールがシャーシ内にある場合、 カバーはシャーシから外せません。

ステップ 3 DIMM を取り外すために最も楽な姿勢でアクセスできるよ うにシャーシを移動します。

ステップ 4 Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM を探します。 図 7-9を参照して ください。

ステップ 5 DIMM モジュールのスプ リ ング  ラ ッチを下げて、 対応する  DIMM をソケッ ト から解放します。
図 7-11を参照して ください。

図 7-11 Cisco ASR 1001-X ルータから  DIMM を取り外すための DIMM モジュール スプリング 

ラ ッチ

ステップ 6 DIMM の両端がソケッ ト から外れたら、 親指と人差し指で DIMM の両端をつかみ、 ソケッ ト か
ら  DIMM を完全に抜き取り ます。 DIMM は必ずその両端だけで持つよ うにします。 メモ リ  モ
ジュール、 メモ リのピン、 コネク タ部に並んでいる串状の金属製接続部には触れないよ うにし
て ください。

ステップ 7 静電気防止用袋に DIMM を入れ、 静電破壊から保護します。

ステップ 8 必要に応じて、アップグレード用の残りの DIMM に対してステップ 5 ～ステップ 7 を繰り返し
ます。

これで、 シャーシから  Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM を取り外す手順は完了です。
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Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM の再取り付け

こ こでは、 Cisco ASR 1001-X ルータに DIMM を取り付ける手順を説明します。

ステップ 1 リ ス ト  ス ト ラ ップなどの静電気防止用器具をした状態で、 静電気防止用マッ ト またはシート の
上に DIMM を置きます。

注意 DIMM は静電気放電の影響を受けやすい部品なので、 誤った取り扱いをする と内部短
絡が発生する こ とがあ り ます。 DIMM を取り扱う と きは必ず端だけを持つよ うにして、
ピンに触れないよ うにして ください。

ステップ 2 静電防止用袋から新しい DIMM を取り出します。

ステップ 3 方向ノ ッチを探して、 DIMM をソケッ ト に挿入する前に、 DIMM と ソケッ ト の位置を合わせま
す。 図 7-12を参照して ください。

図 7-12 Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM 方向ノ ッチ

ステップ 4 DIMM の端にあるピンを傷つけないよ うに注意しながら、 新しい DIMM をゆっ く り挿入しま
す。 両手の人差し指と親指で DIMM の上端の両側を持ち、 ゆっ く り、 DIMM をソケッ ト に沿っ
てスラ イ ド させます。 DIMM の面が平行になるよ うに慎重に力を加えながら、 DIMM の上部を
ソケッ ト の方向に押します。

注意 DIMM を確実に差し込めるだけの力をかけ、 過剰な力はかけないよ うにします。 ソ
ケッ ト を破損した場合は、 ルータを工場に戻して修理する必要があ り ます。

ステップ 5 DIMM がまっすぐ挿入されるよ うにゆっ く り押し込みます。 必要に応じ、 DIMM をゆっ く り と
前後に押して確実に固定された状態にします。図 7-13 に、 Cisco ASR 1001-X ルータのソケッ ト
に DIMM を取り付ける方法を示します。

Polarization notch
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図 7-13 Cisco ASR 1001-X ルータのソケッ トへの DIMM の取り付け

ステップ 6 DIMM を取り付けたら、 リ リース  レバーが DIMM ソケッ ト の側面に接して閉じている こ と を
確認します。 閉じていない場合は、 DIMM がしっかり固定されていない可能性があ り ます。
DIMM の取り付けが不完全と思われる場合は、DIMM の取り外し手順に従っていったん DIMM 
を注意深く取り外してから、 ソケッ ト に差し込み直します。 リ リース  レバーが DIMM ソケッ
ト の側面に接して閉じるまで、 DIMM をソケッ ト にしっか り押し込みます。

ステップ 7 残りの DIMM に対してステップ 4～ステップ 6 を繰り返します。

ステップ 8 Cisco ASR 1001-X ルータの上部カバーを取り付けるには、 次の手順に従います。

a. 連結フッ ク機構がシャーシ  カバーとベースに接触している こ と を確認しながら、 カバーを
シャーシにスラ イ ド させます。

b. 上面ネジと側面ネジを取り付け、 軽く締め付けます。

ステップ 9 電源モジュールをシャーシに取り付けます。 次を参照して ください。

• 「Cisco ASR 1001-X ルータへの AC 電源モジュールの取り付け」 （P.7-3）

• 「Cisco ASR 1001-X ルータへの DC 入力電源の取り付け」 （P.7-6）

これで、 Cisco ASR 1001-X の DIMM を取り付ける手順は完了です。

Cisco ASR 1001-X ルータの DIMM が正し く取り付けられていれば、システムが正常に再起動す
るはずです。

新しい DIMM を取り付けた後、 システムが正し く再起動しない場合や、 チェ ッ クサム  エラー
やメモ リ  エラーがコンソール端末に表示される場合は、 次の点を確認して ください。

両方の DIMM が正し く取り付けられている こ と を確認します。 必要な場合は、 システムを
シャ ッ ト  ダウンし、 シャーシ  カバーを取り外します。 DIMM の取り付け状態を真正面から目
の高さで観察します。 DIMM の取り付けが適切であれば、 すべての DIMM の角度と高さが揃っ
ているはずです。 他の DIMM と高さや角度が揃っていない DIMM がある場合は、 その DIMM 
をいったん取り外し、 取り付け直します。 上部シャーシ  カバーを再取り付けし、 システムを再
起動して、 も う一度取り付け後の確認を行います。

25
09
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（注） 何回試してもシステムが正常に再起動しない場合は、 シスコのサービス担当者にお問い合わせ
ください。 お問い合わせの前に、 エラー メ ッセージや LED の異常表示などの現象を記録して
おく と、 問題の解決に役立つこ とがあ り ます。

Cisco ASR 1001-X ルータの SPA の取り外しと取り付け 
活性挿抜 （OIR） 機能を使用すれば、 ルータの動作中に、 共有ポート  アダプタ （SPA） の取り
付けまたは交換を行う こ とができます。 システムの電源をシャ ッ ト  ダウンする必要はあ り ませ
んが、 共有ポート  アダプタの取り外し中にそこを通過する ト ラフ ィ ッ クを実行しないでくださ
い。 OIR は、 ネッ ト ワーク上のエンド  ユーザにシームレスにサービスを提供し、 すべてのルー
テ ィ ング情報を維持し、 セッシ ョ ンを保護する手段を提供します。

（注） ルータから  SPA を取り外すと、 OIR が SPA 内のすべてのアクテ ィブ インターフェイスを
シャ ッ ト  ダウンします。

（注） SPA の OIR の準備やアクテ ィブ化と非アクテ ィブ化の設定例など、SPA ソフ ト ウェア  コマン ド
の詳細については、 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers SIP and SPA Hardware 
Installation Guide』 を参照して ください。

SPA を取り付けるために、 次の工具と部品をいつでも使える よ う にしておく こ と をお勧めし
ます。

• No.2 のプラス  ド ラ イバまたは 3/16 インチのマイナス  ド ラ イバ

• SPA

• ケーブル 

• 静電気防止用器具または使い捨ての静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ、 すべてのアップグ
レード  キッ ト 、 現場交換可能ユニッ ト （FRU）、 スペア

• 静電気防止用マッ ト またはシート 、 あるいは静電気防止用袋

その他の機器が必要な場合は、 発注情報についてサービス担当者にお問い合わせください。

静電破壊防止のための注意事項

静電放電 （ESD） によ り、 装置や電子回路が損傷を受けるこ とがあ り ます （静電破壊）。 静電気
はプリ ン ト基板の取り扱いが不適切な場合に発生し、 故障または間欠的な障害をもたらします。

SPA 回路基板は金属製フレームに取り付けられていますが、 静電破壊の影響を受けやすい基板
です。 SPA は、 金属製フレームに固定されたプ リ ン ト基板で構成されます。 電磁干渉 （EMI）
シールド、 コネク タ、 およびハンドルはフレームを構成する部品です。

未使用のサブスロ ッ ト がある場合は、 必ず SPA ブランク  フ ィ ラー プレート を取り付けて空の
サブスロ ッ ト を塞いでください。 これによ り、 ルータが EMI 防止基準を満たすこ とができ、 取
り付けたモジュール間に適度な通気が保たれます。 未使用のサブスロ ッ ト に SPA を取り付ける
場合は、 まず SPA ブランク  フ ィ ラー プレート を取り外す必要があ り ます。
7-14
Cisco ASR 1001-X ルータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイ ド

OL-32376-02-J

http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/shared_port_adapters/install_upgrade/ASR1000/asr_sip_spa_hw.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/shared_port_adapters/install_upgrade/ASR1000/asr_sip_spa_hw.html


第 7 章      Cisco ASR 1001-X ルータからの FRU の取り外しと取り付け

Cisco ASR 1001-X ルータの SPA の取り外しと取り付け
図 7-14 Cisco ASR 1001-X ルータの SPA の取り扱い

金属製フレームは ESD から  SPA を保護しますが、 SPA を扱う と きには必ず、 静電気防止用ス
ト ラ ップを着用して ください。 ス ト ラ ップは肌に密着させて着用し、 ス ト ラ ップのク リ ップを
シャーシの塗装されていない面に接続して、 不要な静電気が安全に放電されるよ うにします。

リ ス ト  ス ト ラ ップがない場合は、 シャーシの金属部分に触れて、 身体を接地して ください。

静電破壊を防ぐために、 次の注意事項に従って ください。

• Cisco ASR 1001-X SPA の取り付けまたは交換を行う と きは、 必ず静電気防止用リ ス ト  ス ト
ラ ップまたはアンクル ス ト ラ ップを着用して ください。 ス ト ラ ップが肌に密着している こ
と を確認して ください。

• 金属製フレームの端とハン ドルで Cisco ASR 1001-X の SPA を取り扱います。プ リ ン ト基板
にも コネク タ  ピンにも触れないよ うにして ください。

• Cisco ASR 1001-X の SPA を取り外す場合は、 プ リ ン ト基板コンポーネン ト側を上にして静
電気防止用シート の上に置くか、 静電気防止用袋の中に入れます。

共有ポート  アダプタの取り外し

SPA を取り外すには、 次の手順に従います。

ステップ 1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用し、 ス ト ラ ップの反対側をルータの塗装されていない面
に接続します。

ステップ 2 取り外している間に SPA を ト ラフ ィ ッ クが通過しないよ うに SPA を停止します。

注意 ト ラフ ィ ッ クがポート を通過している最中に SPA を取り外すと、 システムが停止する
可能性があ り ます。

1 プ リ ン ト基板 2 金属製フレーム

70
00

6

Metal carrier

GND

Printed circuit board
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SPA ベイ  0/1 で SPA を停止する次の例を参照して ください。

a. router# プロンプ ト で、 「hw-module subslot 0/1 stop」 と入力して、 Enter キーを押します。

b. router# プロンプ ト で、 「end」 と入力して、 Enter キーを押します。

ステップ 3 SPA からすべてのケーブルを外します。

ステップ 4 SPA の両側にある非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 5 両手でハンドルを握って、 SPA を引き出します。

これで、 Cisco ASR 1001-X ルータの SPA を取り外す手順は完了です。

共有ポート  アダプタの取り付け

SPA を交換するには、 次の手順に従います。

ステップ 1 SPA を挿入するために、 SPA を固定するガイ ド  レールの位置を確認します。 ガイ ド  レールは、
SPA スロ ッ ト の上部左右の、 1 インチ （2.54 cm） ほど奥にあ り ます。

ステップ 2 両手を使って、SPA が SPA インターフェイス  コネク タにしっかり装着されるまで、慎重に SPA 
をスラ イ ド させます。 完全に装着される と、 SPA は前面プレート のやや後方に位置します。

ステップ 3 SPA を正し く装着したら、 非脱落型ネジで SPA を  SPA のどちらかの位置に固定します。

（注） 非脱落型ネジを締めて適切に固定されている こ と を確認します。

ステップ 4 次の手順を使用して  SPA を再起動します。

a. router# プロンプ ト で、 「hhw-module subslot 0/1 start」 と入力して、 Enter キーを押します。

b. router# プロンプ ト で、 「end」 と入力して、 Enter キーを押します。

ステップ 5 例 7-1 に示すよ うに、 show platform コマン ドを使用してサブスロ ッ ト  0/1 のステータスが OK 
かど うかを確認します。

例 7-1 show platform コマンド

Router# show platform

Chassis type: ASR1001-X

Slot      Type                State                 Insert time (ago) 
--------- ------------------- --------------------- ----------------- 
0         ASR1001-X           ok                    00:34:05      
 0/0      BUILT-IN-2T+6X1GE   ok                    00:33:14      
 0/1      SPA-4XT-SERIAL      ok                    00:33:14      
 0/2      NIM-SSD             ok                    00:33:11      
R0        ASR1001-X           ok                    00:34:05      
 R0/0                         ok, active            00:34:05      
 R0/1                         ok, standby           00:32:47      
F0        ASR1001-X           ok, active            00:34:05      
P0        ASR1001X-PWR-AC     ps, fail              00:33:44      
P1        ASR1001X-PWR-AC     ok                    00:33:42      
P2        ASR1001-X-FANTRAY   ok                    00:33:47      

Slot      CPLD Version        Firmware Version                        
--------- ------------------- --------------------------------------- 
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0         14041015            15.4(2r)S                           
R0        14041015            15.4(2r)S                           
F0        14041015            15.4(2r)S

これで、 Cisco ASR 1001-X ルータの SPA を取り付ける手順は完了です。

Cisco ASR 1001-X ルータの NIM の取り外しと取り付け
OIR 機能を使用すれば、 ルータの動作中に NIM の取り付けや交換を行う こ とができます。 シス
テムの電源をシャ ッ ト  ダウンする必要はあ り ませんが、 NIM の取り外し中にそれを通過する
ト ラフ ィ ッ クを実行しないでください。 OIR は、 ネッ ト ワーク上のエンド  ユーザにシームレス
にサービスを提供し、 すべてのルーテ ィ ング情報を維持し、 セッシ ョ ンを保護する手段を提供
します。

（注） ルータから  NIM を取り外すと、 OIR が NIM 内のすべてのアクテ ィブ インターフェイスを
シャ ッ ト  ダウンします。

NIM を取り付けるために、 次の工具と部品をいつでも使えるよ うにしておく こ とをお勧めします。

• No.2 のプラス  ド ラ イバまたは 3/16 インチのマイナス  ド ラ イバ

• NIM

• ケーブル 

• 静電気防止用器具または使い捨ての静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップ、 すべてのアップグ
レード  キッ ト 、 FRU、 スペア

• 静電気防止用マッ ト またはシート 、 あるいは静電気防止用袋

その他の機器が必要な場合は、 シスコのサービス担当者に発注情報をお問い合わせください。

（注） 静電気防止については、 「静電破壊防止のための注意事項」 （P.7-14） を参照して ください。

NIM の取り外し

NIM を取り外すには、 次の手順に従います。

ステップ 1 静電気防止用リ ス ト  ス ト ラ ップを着用し、 ス ト ラ ップの反対側をルータの塗装されていない面
に接続します。

ステップ 2 次の手順を使用して、 取り外している間に NIM を ト ラフ ィ ッ クが通過しないよ うに NIM を停
止します。

注意 ト ラフ ィ ッ クがポート を通過している最中に NIM を取り外すと、 システムが停止する可能性
があ り ます。

a. router# プロンプ ト で、 「hw-module subslot 0/2 stop」 と入力して、 Enter キーを押します。

b. router# プロンプ ト で、 「end」 と入力して、 Enter キーを押します。
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ステップ 3 NIM からすべてのケーブルを外します。

ステップ 4 NIM の両側にある非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 5 両手でハンドルを握って、 NIM を引き出します。

これで、 NIM を取り外す手順は完了です。

NIM の交換

NIM を交換するには、 次の手順に従います。

ステップ 1 NIM を挿入するために、 NIM を固定するガイ ド  レールの位置を確認します。 ガイ ド  レールは、
NIM スロ ッ ト の上部左右の、 1 インチ （2.54 cm） ほど奥にあ り ます。

ステップ 2 両手を使って、 NIM が NIM インターフェイス  コネク タにしっかり装着されるまで、 慎重に NIM 
をスライ ド させます。 完全に装着される と、 NIM は前面プレートのやや後方に位置します。

ステップ 3 NIM を正し く装着したら、 非脱落型ネジで NIM を  NIM のどちらかの位置に固定します。

（注） 非脱落型ネジを締めて適切に固定されている こ と を確認します。

取り付け後に NIM が起動するはずです。

ステップ 4 例 7-1 に示すよ うに、 show platform コマン ドを使用してサブスロ ッ ト  0/2 のステータスが OK 
かど うかを確認します。

これで、 NIM を取り付ける手順は完了です。

NIM-SSD モジュールからの SSD の取り外しと取り付け
こ こでは、 NIM-SSD モジュールから ソ リ ッ ド  ステー ト  ド ラ イブ （SSD） を取り外す方法につ
いて説明します。

注意 NIM-SSD をサポー トする  Cisco 4400 シ リーズ サービス統合型ルータ （ISR） と、 NIM-SSD を
サポートする  Cisco ASR 1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータは、 別々の形式で 
NMI を利用します。

注意 Cisco ASR 1001-X ルータの NIM-SSD モジュールは、 両方のハード  ド ラ イブを  1 つのパーティ
シ ョ ン と して認識します。たとえば、2 台の 200 GB ハード  ド ラ イブは 1 台の 400 GB ハード  ド
ラ イブと して扱われます。 NIM-SSD モジュールにはデータ  バッ クアップ機能がないため、
SSD を交換する とデータが完全に失われます。 SSD を交換する前に、 重要なすべてのデータを
ク リーン  アップしてバッ クアップして ください。
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[Restrictions （機能制限） ]

• Cisco ASR 1001-X ルータは、 NIM-SSD モジュールが起動中の SSD ド ラ イブの動的な取り
外し とシャ ッ ト ダウンをサポート していません。 このよ う な誤った操作はディ ス クの破損
を引き起こす可能性があ り、 モジュールが正常にシャ ッ ト ダウンされなかったこ とを示す
カーネル メ ッセージが表示されます。 NIM-SSD モジュールの電源をオフにし、 電源 LED 
が消灯するのを待ってから、 SSD の取り外し と取り付けを行って ください。

• SSD ド ラ イブが搭載されていないシスコ  SSD キャ リ ア  カード  NIM はサポート されていま
せん。

NIM-SSD モジュールからの SSD の取り外し

NIM-SSD モジュールから  SSD を取り外すには、 次の手順に従います。

ステップ 1 NIM-SSD スロ ッ ト にアクセスします。

ステップ 2 次の手順を使用して SSD モジュールを停止します。

a. router# プロンプ ト で、 「hw-module subslot 0/2 stop」 と入力して、 Enter キーを押します。

b. router# プロンプ ト で、 「end」 と入力して、 Enter キーを押します。

ステップ 3 図 7-15 に示すよ うに、 NIM-SSD の両側の非脱落型ネジを外して、 NIM の前面プレー ト を取り
外します。

図 7-15 非脱落型ネジの位置

ステップ 4 図 7-16 に示すよ うに、 NIM-SSD カード  スロ ッ ト  カバーを下ろして、 SSD スロ ッ ト を露出させ
ます。

11
37

29
32

1. SSD ド ラ イブを  NIM キャ リ ア カードに取り付けている  SSD スロ ッ ト  カバーの非脱落型ネジ
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図 7-16 SSD スロッ ト  カバーを開く

ステップ 5 図 7-17 に示すよ うに、 両手を使って、 マザーボード上のコネク タから  NIM-SSD を引き出しま
す。 スロ ッ ト と絶縁体ポス ト の破損を防ぐために、 NIM-SSD とマザーボードを平行に保った
まま引き出します。

図 7-17 SSD の取り外し

ステップ 6 静電気防止用袋に NIM-SSD を入れ、 静電破壊から保護します。

これで、 NIM-SSD の取り外しは完了です。

1

37
29

33

1. キャ リ ア  カード  スロ ッ ト  カバー

37
29

34
11

1. SSD ド ラ イブを引き出すためのつまみ
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NIM-SSD モジュールからの SSD の取り外しと取り付け
NIM-SSD モジュールへの SSD の取り付け

NIM-SSD モジュールに SSD を取り付けるには、 次の手順に従います。

ステップ 1 図 7-15 に示すよ うに、 NIM-SSD で、 SSD カード  スロ ッ ト  カバーを固定している非脱落型ネジ
を緩めます。

ステップ 2 図 7-16 に示すよ うに、 NIM-SSD カード  スロ ッ ト  カバーを下ろして、 SSD スロ ッ ト を露出させ
ます。

ステップ 3 SSD を適切なスロ ッ ト に挿入します。

ステップ 4 コネク タ面を下に、 シ リ アル番号を上にして、 SSD のコネク タ端から先に挿入する必要があ り
ます。

ステップ 5 SSD の上の所定の位置まで NIM-SSD カード  スロ ッ ト  カバーを持ち上げます。

ステップ 6 NIM-SSD が正し く取り付けられている こ と を確認します。

ステップ 7 次の手順を使用して NIM-SSD モジュールを開始します。

a. router# プロンプ ト で、 「hhw-module subslot 0/2 start」 と入力して、 Enter キーを押します。

b. router# プロンプ ト で、 「end」 と入力して、 Enter キーを押します。

ステップ 8 例 7-1 に示すよ うに、 show platform コマン ドを使用してから、 例 7-2 に示すよ うに、 show 
inventory コマン ドを使用して、 サブスロ ッ ト  0/2 のステータスが OK かど うかを確認します。

例 7-2 show inventory コマンド

Router# show inventory
NAME: "Chassis", DESCR: "Cisco ASR1001-X Chassis"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: P3A-9 

NAME: "Power Supply Module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616HJ

NAME: "Power Supply Module 1", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616GG

NAME: "Fan Tray 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Fan Tray"
PID: ASR1001-X-FANTRAY , VID: , SN:

NAME: "module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X SPA Interface Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:

NAME: "SPA subslot 0/1", DESCR: "4-port Serial Shared Port Adapter"
PID: SPA-4XT-SERIAL , VID: V01, SN: JAB111105M4

NAME: "NIM subslot 0/2", DESCR: "NIM SSD Module"
PID: NIM-SSD , VID: V01, SN: FOC18071SNN

NAME: "subslot 0/2 disk0", DESCR: "harddisk"
PID: Micron P400m-MTFDDAK400MAN , VID: 0225 , SN: MSA1802019A

NAME: "subslot 0/2 disk1", DESCR: "harddisk"
PID: UB88RTB400HE6-NTH-EID , VID: 5.2.4 , SN: 11000302418 

NAME: "SPA subslot 0/0", DESCR: "8-port Built-in GE SPA"
PID: BUILT-IN-2T+6X1GE , VID: , SN:

NAME: "module R0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Route Processor"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: JAE1719030S
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ルータの再梱包
NAME: "module F0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Embedded Services Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:

Router#

ステップ 9 dir hardisk: コマン ドを使用して、 ハード  ディ ス ク  パーテ ィシ ョ ンの合計ファ イル サイズが正
しいかど うかを確認します。 次に例を示します。

Router# dir harddisk:

Directory of harddisk:

11 drwx 16384 Jul 16 2014 11:30:24 -03:00 lost+found

787616940032 bytes total (747608293376 bytes free)

Router#

これで、 NIM-SSD の交換手順は完了です。

ルータの再梱包
システムが損傷している場合は、 返品するために再梱包する必要があ り ます。

ルータを返却した り、 別の場所に移動した りする場合は、 元の梱包材を使ってシステムを梱包
して ください。
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第 章8

ROMMON および CPLD のアップグレード

この章では、 Cisco ASR 1001-X ルータの ROMMON をアップグレードする手順について説明し
ます。

この章の内容は、 次のとおりです。

• 「ROMMON のアップグレード」 （P.8-1）

• 「互換性のある  ROMMON リ リース」 （P.8-6）

• 「解決済みの警告」 （P.8-6）

• 「CPLD のアップグレードが必要なハード ウェア」 （P.8-6）

• 「ハード ウェアと ソフ ト ウェアの互換性の確認」 （P.8-7）

ROMMON のアップグレード
ルータのシステム  メ ッセージで ROMMON のアップグレードが必要である と通知された場合、
またはシステムのテクニカル サポート担当者が ROMMON のアップグレードを推奨する場合に
は、 Cisco ASR 1001-X ルータの ROMMON をアップグレードする必要があ り ます。

互換性要件

（注） ROMMON リ リース と  Cisco ASR 1001-X ルータ間の互換性については、『Cisco ASR 1000 Series 
Aggregation Services Routers Release Notes』 の 「ROMMON Release Requirements」 の項を参照し
て ください。

ROMMON イ メージをアップグレードするには、 ルータの特権 EXEC モードのプロンプ ト また
は診断モードのプロンプ トへのアクセス権が必要です。
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ROMMON のアップグレード
現在の ROMMON バージョンの確認

ROMMON のアップグレードが必要かど うかが不明な場合は、 こ こで説明する手順に従って く
ださい。

ルータで実行中の ROMMON のバージ ョ ンを表示するには、show rom-monitor コマン ド または 
show platform コマン ドを実行します。 出力に、 アップグレード し よ う と している リ リースが
すでにインス トール済みである こ とが示されている場合、 ROMMON をアップグレードする必
要はあ り ません。

Cisco ASR 1001-X ルータなどの単一フォーム  ファ ク タのプラ ッ ト フォームでは、 次のコマン ド
のすべてが同じ出力を表示します。

• show rom-monitor 0
• show rom-monitor F0
• show rom-monitor FP
• show rom-monitor R0
• show rom-monitor RP
次の例では、 show rom-monitor コマン ドの出力に、 Release 15.4(2r)S へのアップグレードが必
要ではないこ とが示されています。

Router# show rom-monitor 0

System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014  by cisco Systems, Inc.

Cisco ASR 1001-X ルータの ROMMON のアップグレード

Cisco ASR 1001-X ルータの ROMMON をアップグレードするには、 以下の手順に従います。

ステップ 1 （オプシ ョ ン） show platform コマン ド または show rom-monitor slot コマン ドを実行して、 ハー
ド ウェア上の ROMMON の現在の リ リース番号を表示します。

ステップ 2 ROMMON イ メージがルータにコピー済みでない場合は、 copy source-location 
destination-location コマン ドを使用して、 この ROMMON リ リースの一部と して用意されてい
る  PKG ファ イルを  bootflash: または usb[0-1]: ファ イル システムにコピーします。 たとえば、
Release 15.4(2r)S にアップグレードする場合は、 asr1000-rommon.154-2r.S.pkg ファ イルをコピー
します。

ステップ 3 ROMMON ファ イルが指定のディ レク ト リ にコピーされている こ と を確認するには、 dir 
file-system コマン ドを実行します。

ステップ 4 upgrade rom-monitor filename location all コマン ドを実行して、ROMMON イ メージのアップグ
レードを開始します。 location は、 ROMMON ファ イルへのパスです。

注意 ROMMON のアップグレードが完了するまでは、 ハード ウェアの取り外し、 電源オフ、
ルータへの割り込みを行わないでください。 ルータは、 ROMMON アップグレード中
のほとんどの割り込みから回復できますが、 条件によっては予想外の問題が発生する
可能性があ り ます。
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ROMMON のアップグレード
ステップ 5 アップグレードに関する メ ッセージがコンソールに表示されます。 これらのメ ッセージの表示
が停止し、 ルータ  プロンプ ト が使用可能になったら、 reload コマン ドを実行してルータを リ
ロード します。

（注） ROMMON アップグレードを開始した後、 ルータを リ ロードする前に Cisco IOS を使用
してコンフ ィギュレーシ ョ ン  レジスタの設定を変更した場合、 コンフ ィギュレーシ ョ
ン  レジスタの設定は適用されません。 Cisco IOS でコンフ ィギュレーシ ョ ン  レジスタを
変更する前に、 ルータを リ ロード して、 ROMMON アップグレードが適用されるよ うに
して ください。

ステップ 6 config-register 0x2102 コマン ドを使用しても自動ブート が有効にならない場合、 ROMMON プ
ロンプ ト で boot filesystem:/file-location コマン ドを実行して Cisco IOS XE イ メージをブート し
ます。 filesystem:/file-location は、 統合パッケージ ファ イルへのパスです。 ROMMON のアップ
グレードは、 Cisco IOS XE イ メージが起動されるまで、 いずれのハード ウェアにとっても永続
的なものではあ り ません。

（注） ROMMON プロンプ ト から起動する と きに、 reset コマン ドを  2 回入力する と、
ROMMON アップグレードは自動的に前の ROMMON イ メージにフォール バッ ク しま
す。 次のメ ッセージは、 2 回目の reset コマン ドを入力して  ROMMON イ メージの以前
のバージ ョ ンがインス トールされる と きに表示されます。
Rommon upgrade requested

Maximum upgrade attempts exceeded, continuing with old Rommon...

ステップ 7 起動が完了したら、 ユーザ プロンプ ト に enable コマン ドを実行して特権 EXEC モードを開始
します。

ステップ 8 ROMMON がアップグレード されたかど うかを確認するには、 show platform コマン ド または 
show rom-monitor slot コマン ドを実行します。

例 ： ROMMON のアップグレード

次のコマン ド  シーケンスは、Cisco ASR 1001-X ルータの ROMMON をアップグレードする手順
を示す一例です。

Router# copy tftp boot
Address or name of remote host []? 2.0.0.2
Source filename []? images/nightster/asr1000-rommon.154-2r.S.pkg
Destination filename [asr1000-rommon.154-2r.S.pkg]?
Accessing tftp://2.0.0.2/images/nightster/asr1000-rommon.154-2r.S.pkg...
Loading images/nightster/asr1000-rommon.154-2r.S.pkg from 2.0.0.2 (via GigabitEthernet0): 
!
[OK - 3832112 bytes]

3832112 bytes copied in 1.206 secs (3177539 bytes/sec)

Router# upgrade rom-monitor filename bootflash:asr1000-rommon.154-2r.S.pkg all
Chassis model ASR1001-X has a single rom-monitor.

Upgrade rom-monitor

Target copying rom-monitor image file
File size : //tmp/rommon_upgrade/latest.bin
File size is : 3211264
FIPS File size is : 3211264
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ROMMON のアップグレード
ROMMON Image Type : X86
File /tmp/rommon_upgrade/latest.bin is a FIPS ROMMON image
FIPS-140-3 Load Test on /tmp/rommon_upgrade/latest.bin has PASSED.
Authenticity of the image has been verified.
4259840+0 records in
4259840+0 records out
131072+0 records in
131072+0 records out
655360+0 records in
655360+0 records out
Checking upgrade image...
3211264+0 records in
6272+0 records out
Upgrade image MD5 signature is b806b4bffb47e9be24d26ecd976212e8
Burning upgrade partition...
3211264+0 records in
3211264+0 records out
Checking upgrade partition...
3211264+0 records in
3211264+0 records out
Copying ROMMON environment
4259840+0 records in
4259840+0 records out
131072+0 records in
131072+0 records out
131072+0 records in
131072+0 records out
655360+0 records in
655360+0 records out
Upgrade flash partition MD5 signature is b806b4bffb47e9be24d26ecd976212e8
ROMMON upgrade complete.
新しい ROMMON に永続的にアップグレードするには、 RP を再起動する必要があ り ます。

Router# reload

Proceed with reload? [confirm]

*Mar 24 17:39:33.712 EDT: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by console.Reload Reason: Reload 
Command.Mar 24 17:39:48.058 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: P rocess manager is exiting: process 
exit with reload chassis code

Initializing Hardware ...

System integrity status: 00000610

System Bootstrap, Version 12.2(20140222:162915) [rommon_release_1_49 101], DEVELOPMENT 
SOFTWARE
Copyright (c) 1994-2014  by cisco Systems, Inc.
Compiled Sat 02/22/2014  9:10:52.81

Current image running: Boot ROM1
Last reset cause: LocalSoft

ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory

Rommon upgrade requested
Flash upgrade reset 1 in progress
.......

Initializing Hardware ...

System integrity status: 00000610
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ROMMON のアップグレード
System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014  by cisco Systems, Inc.

Current image running: *Upgrade in progress* Boot ROM0
Last reset cause: BootRomUpgrade

***          Incorrect BIOS parameters           ***
*** Correcting the BIOS parameters and rebooting ***

Initializing Hardware ...

System integrity status: 00000610

System Bootstrap, Version 12.2(20140222:162915) [rommon_release_1_49 101], DEVELOPMENT 
SOFTWARE
Copyright (c) 1994-2014  by cisco Systems, Inc.
Compiled Sat 02/22/2014  9:10:52.81

Current image running: Boot ROM1
Last reset cause: LocalSoft

ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory

Rommon upgrade requested
Flash upgrade reset 2 in progress
.......

Initializing Hardware ...

System integrity status: 00000610

System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014  by cisco Systems, Inc.

Current image running: *Upgrade in progress* Boot ROM0
Last reset cause: BootRomUpgrade

ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory

（注） こ こからは、 ROMMON プロンプ ト から手動で リ ロードする こ と も、 ルータを直接 Cisco IOS 
に自動ブート させる こ と もできます。

show platform コマン ドを実行する と、 アップグレード されたバージ ョ ンの ROMMON が表示
されます。

Router# show platform

Chassis type: ASR1001-X

Slot      Type                State                 Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0         ASR1001-X           ok                    17:51:08
0/0      BUILT-IN-2T+6X1GE   ok                    17:50:18
0/1      SPA-1X10GE-L-V2     ok                    17:50:18
R0        ASR1001-X           ok                    17:51:08
R0/0                         ok, active            17:51:08
R0/1                         ok, standby           17:49:51
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互換性のある  ROMMON リ リース
F0        ASR1001-X           ok, active            17:51:08
P0        ASR1001X-PWR-AC     ok                    17:50:44
P1        ASR1001X-PWR-AC     ok                    17:50:42
P2        ASR1001-X-FANTRAY   ok                    17:50:45

Slot      CPLD Version        Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0         14022717            15.4(2r)S << New ROMmon is confirmed
R0        14022717            15.4(2r)S
F0        14022717            15.4(2r)S

互換性のある ROMMON リ リース
ROMMON リ リース と  Cisco ASR 1001-X ルータ間の互換性については、『Cisco ASR 1000 Series 
Aggregation Services Routers Release Notes』 の 「ROMMON Release Requirements」 の項を参照し
て ください。

解決済みの警告
各 ROMMON リ リースの解決済みの警告については、 『Cisco ASR 1000 Series Aggregation 
Services Routers Release Notes』 の 「Resolved Caveats」 の項を参照して ください。

CPLD のアップグレードが必要なハードウェア
Cisco ASR 1001-X ルータには、 現場で Complex Programmable Logic Device （CPLD） アップグ
レードを実行するために使用できる機能が備わっています。

コンポーネン ト の CPLD フ ィールド  プログラマブル アップグレードを必要とする  Cisco ASR 
1000 シ リーズ アグ リ ゲーシ ョ ン  サービス  ルータ  ハード ウェア構成の組み合わせの詳細につい
ては、 『Upgrading Field Programmable Hardware Devices for Cisco ASR 1000 Series Routers』 を参
照して ください。

CPLD のアップグレード

CPLD をアップグレードするには、 次の手順に従って ください。

ステップ 1 ブート フラ ッシュ  ディ レク ト リ に .pkg ファ イルをコピーします。

ステップ 2 upgrade hw-programmable cpld filename bootflash:<cpld.pkg> RP active コマンドを実行します。

Router# upgrade hw-programmable cpld filename bootflash:nightster_cpld_14041015.pkg RP 
active

Upgrade CPLD on Route-Processor 0 from current version 13081317 to 14041015 [Press Enter 
to confirm]

This command could take up to 10 minutes, please wait and do not power-cycle the chassis 
or the card.Otherwise, hardware may be unrecoverable.The system will be automatically 
power-cycled upon completion.[Press Enter to confirm]
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ハードウェアとソフ トウェアの互換性の確認
（注） ステップ 2 の後に CPLD をアップグレード しないこ とにした場合は、 Ctrl キーを押した
状態で C キーを押して中止します。

ステップ 3 Enter を押します。

ルータが CPLD をアップグレードする と、 情報が画面に表示されます。 ルータは次に電源を再
投入し、 コンフ ィギュレーシ ョ ン  レジスタ  ベースの設定 （Cisco IOS ブー ト または ROMMON 
プロンプ ト ） に戻り ます。

ステップ 4 アップグレードが完了したかど うかを確認するには、 show platform コマン ドを実行します。

Router# show platform

Chassis type: ASR1001-X

 

Slot      Type                State                 Insert time (ago)

--------- ------------------- --------------------- -----------------

0         ASR1001-X           ok                    2d22h

0/0      BUILT-IN-2T+6X1GE   ok                    2d20h

R0        ASR1001-X           ok, active            2d22h

F0        ASR1001-X           ok, active            2d22h

P0        ASR1001X-PWR-AC     ok                    2d22h

P1        ASR1001X-PWR-AC     ps, fail              2d22h

P2        ASR1001-X-FANTRAY   f1, fail              2d22h

 

Slot      CPLD Version        Firmware Version

--------- ------------------- ---------------------------------------

0         14041015            15.4(2r)S

R0        14041015            15.4(2r)S

F0        14041015            15.4(2r)S

 

ハードウェアとソフ トウェアの互換性の確認
シスコのソフ ト ウェアには、 特定のプラ ッ ト フォームに対応したソフ ト ウェア  イ メージで構成
されるフ ィーチャ  セッ ト が含まれています。特定のプラ ッ ト フォームで使用できるフ ィーチャ  
セッ トは、 リ リースに含まれるシスコ  ソフ ト ウェア  イ メージによって異な り ます。 特定の リ
リースで使用できる ソフ ト ウェア  イ メージのセッ ト を確認する場合、 またはある機能が特定の 
Cisco IOS XE ソフ ト ウェア  イ メージで使用可能かど うかを確認するには、 Cisco Feature 
Navigator を使用するか、 対応する ソフ ト ウェアの リ リース  ノー ト を参照して ください。

Cisco Feature Navigator の使用

プラ ッ ト フォームのサポートおよびソフ ト ウェア  イ メージのサポート に関する情報を検索する
には、 Cisco Feature Navigator を使用します。 Cisco Feature Navigator を使用する と、 特定のソフ
ト ウェア  リ リース、フ ィーチャ  セッ ト 、またはプラ ッ ト フォームをサポートする  Cisco IOS XE 
のソフ ト ウェア  イ メージを判別できます。 Cisco Feature Navigator には、
http://www.cisco.com/go/cfn からアクセスします。 Cisco.com のアカウン トは必要あ り ません。
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第 8 章      ROMMON および CPLD のアップグレード    
ハードウェアとソフ トウェアの互換性の確認
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付 録 A

Cisco ASR 1001-X ルータの仕様

この付録に、 Cisco ASR 1001-X ルータの仕様を記載します。

Cisco ASR 1001-X ルータの仕様
表 A-1 に Cisco ASR 1001-X ルータの物理仕様を示します。

（注） Cisco ASR 1001-X ルータのシャーシには、 ルー ト  プロセッサ、 エンベデッ ド  サービス  プロ
セッサ、 および SIP が搭載されています。

表 A-1 Cisco ASR 1001-X ルータの仕様

説明 仕様

サイズ （高さ  x 幅 x 奥行） 高さ ： 43.43 mm （1.71 インチ）

幅 ： 439.42 mm （17.3 インチ）

奥行き ： 571.5 mm （22.50 インチ） （カード  ハンドル、 ケーブル
管理ブラケッ ト 、 および電源モジュール ハンドルを含む）

重量 フル搭載時 25 ポンド

公称動作温度 0° ～ 40° C

動作温度 （短期間） 0° ～ 50° C

公称動作湿度 10 ～ 90 % （相対湿度）

動作湿度 （短期間） 5 ～ 90%

保管温度 – 20° ～ +70° C

消費電力 • 最大 （DC） ： 242 W

• 最大 （AC） ： 250 W

• 最大 （出力） ： 250 W
A-1
ータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド



付録 A      Cisco ASR 1001-X ルータの仕様    
Cisco ASR 1001-X ルータの仕様
Cisco ASR 1001-X ルータのメモリおよびストレージのオプション

表 A-2 に、Cisco ASR 1001-X ルータでサポート されているハード ウェア  メモ リおよびス ト レー
ジのオプシ ョ ンを示します。

表 A-2 Cisco ASR 1001-X ルータのメモリおよびスト レージのオプシ ョ ン

Memory Type デフォルト
システムでサポートする最
大値

ESP 4 GB の DRAM 4 GB の DRAM

ルート  プロセッサ Cisco ASR 1001-X ルータには 8 
GB の DRAM （デフォル ト ） が
搭載されています。

16 GB DRAM （最大）

外部の USB フラ ッシュ  メ
モ リ

Cisco ASR 1001-X ルータは、 2 つ
の USB フラ ッシュ  メモ リ  セキュ
ア トークンをサポート します。

—

SSD1

1. ソ リ ッ ド  ステート  ド ラ イブ

400 GB の SATA SSD x 2 —
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付 録 B

Cisco ASR 1001-X ルータの信号とピン割り
当て

こ こでは、 Cisco ASR 1001-X ルータの信号およびピン割り当ての仕様を示します。

管理イーサネッ ト  ポートの信号とピン割り当て
表 B-1 に、 管理イーサネッ ト  10/100 RJ-45 ポート のピン割り当てを示します。

コンソール ポートの信号とピン割り当て
表 B-2 に、 前面パネルにあるコンソール ポート用デュアル RJ-45 ポート のピン割り当てを示し
ます。

.

表 B-1 RJ-45 管理イーサネッ ト  ポートのピン割り当て

ピン 信号 方向 説明

1 TX/RX AData + I/O T/R データ  +
2 TX/RX AData - I/Ot T/R データ  -
3 TX/RX BData + I/O T/R データ  +
4 TX/RX CData + I/O T/R データ  + （10/100 では未使用）

5 TX/RX CData - I/O T/R データ  - （10/100 では未使用）

6 TX/RX BData - I/O T/R データ  -
7 TX/RX DData + I/O T/R データ  + （10/100 では未使用）

8 TX/RX DData - I/O T/R データ  - （10/100 では未使用）

表 B-2 Cisco ASR 1001-X ルータのコンソール ポートのピン割り当て

ピン 信号 方向 説明

1 RTS 出力 送信要求 （ピン  8 に接続、 CTS）
2 DTR 出力 データ端末動作可能 （常にオン）

3 TXD 出力 送信データ
B-1
ータ  ハードウェア インス ト レーシ ョ ン  ガイド



付録 B      Cisco ASR 1001-X ルータの信号とピン割り当て    
補助ポートの信号とピン割り当て
補助ポートの信号とピン割り当て
表 B-3 に、 補助ポート用デュアル RJ-45 ポート のピン割り当てを示します。

4 GND — リ ング  インジケータ  
5 GND — —
6 RXD 入力 受信データ

7 DSR 入力 未使用

8 CTS 入力 送信可 （ピン  1 に接続、 RTS）

表 B-2 Cisco ASR 1001-X ルータのコンソール ポートのピン割り当て （続き）

ピン 信号 方向 説明

表 B-3 Cisco ASR 1001-X ルータ の補助ポートのピン割り当て

ピン 信号 方向 説明

1 RTS 出力 送信要求

2 DTR 出力 データ端末動作可能 （常にオン）

3 TXD 出力 送信データ

4 RI 入力 リ ング  インジケータ  
5 GND — —
6 RXD 入力 受信データ

7 DSR/DCD 入力 データ  セッ ト  レディ /データ  キャ リ ア検知

8 CTS 入力 送信可
B-2
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